


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　φ　プロローグ







『──南なん蛮ばん王おう孟もう獲かくとともに蜀しよく軍ぐんと戦った、烏う戈か国の王といえば誰だれでしょう？』

　操みさ緒おが僕に問いかけてくる。

　色素の薄うすい身体からだを透すかして、彼女の背はい後ごの景色がうっすらと見えている。教室の天てん井じよう近くを重力などお構いなしに漂いながら、幽ゆう霊れいの少女は、机の上に広げた参考書をのぞきこんでいた。

「えと……兀ごつ突とつ骨こつ大王？」

『ピンポン、正解。じゃあ、次はね……あなたが道に迷っているとき、ウソしか言わない男とほんとうのことしか言わない男に出会いました。さて』

「……いや、その問題って中間テストの試し験けん範はん囲いじゃないだろ。どう考えても」

　僕は握っていたシャーペンを放り出し、頰ほお杖づえをつきながら操緒を睨にらんだ。

　操緒は、バレたか、と残念そうに舌を出し、悪戯いたずらを叱しかられた子どものように笑う。それ以上文句を言う気力も失うせて、僕は黙だまってコーヒーをすすった。

　放ほう課か後ごの化学準備室だった。

　科か學がく部ぶの部室を兼ねた狭せまい特別教室には、どこかの遺い跡せきから盗掘してきたとしか思えない悪あく趣しゆ味みなオブジェが無数に飾られており、僕はその中央の作業机で問題集を睨にらんでいる。

　部屋の中にいるのは、僕と操みさ緒おの二人だけ。

　正せい確かくには一人と一体というべきかもしれない。操緒はどう見ても普通の人間ではないからだ。

　彼女は射しや影えい体たいと呼ばれている。正式には、量子的に投影された副葬処女ベリアル・ドールの疑ぎ似じ感覚入出力デバイス、というものらしい。そんなことをいわれてもなんのことやらさっぱりだが、つまりは幽ゆう霊れいのようなものである。透すきとおっているし、宙に浮いてるし、気まぐれに勝手に姿を消したり、壁かべをすり抜けて現れたりする。

　飛ひ行こう機き事故に巻きこまれて、僕の幼なじみだった水み無な神かみ操緒という少女は行方ゆくえ不明になった。

　そして、それ以来、僕は彼女の幽霊に取とり憑つかれている。

　なんというか不幸な話である。いろんな意味で実に不幸だ。

　夕焼けの空は茜あかね色いろに染そまり、風に吹ふかれて新しん緑りよくの木々の枝が揺ゆれていた。

　勉強するには悪くない環かん境きようなのだろうが、しかし操緒は幽霊だからなのか生まれつきか、わがままで飽あきっぽく、試し験けん勉強の相あい方かたにはまったく向いていなかった。手伝ってあげると本人は言うが、むしろ邪じや魔まされることのほうが多い。

　僕の成せい績せきが悪いのは、もしかしたらコイツのせいではないのかとたまに思う。

『失礼だなあ……操緒が憑く前とたいして変わってないじゃない、智ト春モの成績。いや、むしろ前よりよくなってる？』

「そんなわけあるか」

　僕は嘆たん息そく。成績が上がってこの程度では、その前はどんなだ、と言いたくなる。

『んっ、だけど操緒がテスト中に答えを教えてあげたこともあったよね？』

　たしかにあった。幽霊である操緒は他ひ人との目には見えず、彼女が協力してくれればある意味カンニングし放題なのである。

　しかし操緒の解答が正しいという保証はどこにもなく、実際、彼女が面おも白しろ半分に教えてくれた答えは思いっきり全部デタラメだった。おかげでそのときの僕の成績は惨さん憺たんたるもので、追試と補習で貴重な夏休みが半分潰つぶされた恨うらみはまだ忘れていない。

　とにかくそれ以来、僕は試験勉強だけは人並みに真ま面じ目めにやろうと決めたのだ。

『でもさ、中間テストって来週だよね。めずらしいね、智ト春モがこんな早くから試験勉強なんて。いつからそんな真面目になったの？』

「真面目じゃないからやってんだよ」

　僕は投げやりに言い返した。この洛らく芦ろ和わ高校は生徒会が公認のやつだけで三つもあるくらい生徒の自治権が強く、無法と紙かみ一ひと重えなくらい自由な校風だ。

　そのぶん実力主義の気風も強い。

　つまりテストの成績が悪いと、情なさけ容赦なく落第させられたりするらしい。

　ただでさえ問題ありまくりの科か學がく部ぶなどという怪あやしいクラブに所属している僕としては、せめてテストの成せい績せきくらい平均点をクリアしておきたいところなのだ。

「それに、うちの兄貴もこの学校の卒業生だろ」

『直ナ貴オくん？　それがなんか関係あるの？』

　操みさ緒おが不ふ思し議ぎそうに訊きいてくる。

「いや、直接は関係ないんだけど。でも入学して最初のテストくらいは点を取っておかないとあいつと比較されるからさ」

『……あんま無理しないほうがいいんじゃない？』

　なぐさめるような口く調ちようで操緒が言う。たしかにウチの兄貴は高校生のころから、企業や有名大学の顧こ問もんを任されていたくらいの天才少年で、僕だって本気でヤツと張り合おうなどとは思っていない。だからといって、弟の僕の成績があまりにも悲惨だったりすると、兄貴の過去を知っているご近所の目がうるさいのだ。

　高一の一学期の中間テストなら出題範はん囲いも知れている。とりあえずここでそれなりの点数を稼かせいでおけば、そのあとの生活が少しは楽になるだろう、というのが僕の計画なのだった。

『なんか後ろ向きな発想だねえ』

　操緒が、はっ、とため息をついた。明らかに呆あきれたような顔をしているが、ほっといてくれ、と僕は思う。そういうことが言える人間は、非ひ常じよう識しきに頭のいい兄を持った弟の苦労を知らないのだ。

『んー……どうでもいいけど、そこのところの漢字、間違ってるよ。あと、こっちの年号も』

「え？　あれ……？」

『しっかりしなよ。勉強してる意味ないじゃん。なんだったら操緒が家庭教師してあげようか？　もちろんタダでとは言わないけど』

「ぐ……」

　実に悔くやしいことに操緒のほうが僕より計算が速いし記き憶おく力りよくもいい。普通の人間だったころの彼女はけっこうな優ゆう等とう生せいだったのだ。

　だからといって幽ゆう霊れいごときに勉強を教えてもらうのは、はっきり言って屈辱である。

「でも……そうだな。誰だれかにちゃんと見てもらったほうがいいかもな」

　一人でちょっと勉強したくらいで劇げき的てきに成績が上がると思えるほど、僕は自分の頭を信用していない。勉強の得意な誰かに教わるというのは、実は悪くない考えだと思う。

『誰かって？』

　操緒が冷静に指摘する。後ろ向きな試験勉強につき合ってくれそうな暇ひまな知り合い。そう言われてすぐに思い浮かぶ人間の数はそんなに多くない。

「ええと、樋ひ口ぐちとか」

『……樋口がまともな勉強を教えてくれると思う？』

　思わない。僕と同じ科か學がく部ぶ員いんである樋ひ口ぐち琢たく磨まは重度のオカルトマニアで、英単語なんか勉強している暇ひまがあったら都市伝説のひとつでも覚えろ、などと真ま面じ目めな顔で言い出しかねない。

「じゃあ、杏あん」

『杏ちゃん、陸上部の練習があるんじゃないの？』

「だったら嵩たか月つき……は無理か」

『無理、だよねえ。成せい績せきは悪くなさそうだけど』

　操みさ緒おが真面目な顔で腕組みする。あの緊きん張ちようしいで説明ベタな嵩月から数学の公式やら英語の文法やらを聞き出そうと思ったら、それだけで何日かかるかわかったものではない。

　おまけに僕と嵩月が二人で話をしていると、なぜかいつも操緒が怒り出すのだ。そうなったらもはや勉強どころではない。

　意外に適当な人材というのはいないものだと諦あきらめかけて、ふと気づく。

　勉強を教わるなら、同じ学年の知り合いにこだわる必要はないのではないか。

　というよりも家庭教師というのは普通、年上の人間にお願ねがいするものだ。

「そっか……最初から朱しゆ浬りさんに頼めばよかったんだ」

　僕の脳のう裏りを、でたらめに美人な上級生の面おも影かげがよぎる。

　科學部部長代理の二年生、黒くろ崎さき朱浬。

　噂うわさでは彼女の成績は常に学年トップクラスだという。なにを考えているのかよくわからない人ではあるが、見た目はおっとりした綺き麗れいなお姉ねえさんなので、家庭教師としては非常にポイントが高い。

　ついでに言えば、僕はこれまで彼女のせいで、何度も死にそうなヤバい目に遭あっているのだ。試し験けん勉強を教えてもらうくらいの権利があって当然だと思う。もっと色々サービスしてもらってもいいくらいだ。

　操緒がじっとりとした目つきで訊きいてくる。

『なにかヘンなこと期待してる？』

「……してねーよ」

『まあいいけど。でも、遅いね。朱浬さん』

「ん」

　うなずく。僕と操緒だけが科學部の部室に居残っているのには理由がある。授業が終わって家に帰ろうと思ったときに、いきなり朱浬さんからのメールで呼び出されたのだ。

　樋口や嵩月が来ないところをみると、呼び出されたのは僕たちだけらしい。しかし、待ち合わせの時刻を一時間以上も過ぎて、朱浬さんはまだ現れない。

「悪戯いたずらって感じじゃなかったけどなあ」

　携帯電話のメール画面を見ながら、僕はつぶやく。差出人はたしかに朱浬さんのアドレスになっているし、化学準備室に変な仕掛けがあったわけでもない。

『忘れられちゃったんじゃない？』

　操みさ緒おがあっさりと言ってくる。どうも納なつ得とくいかないが、たしかにそうとしか思えない。

　朱しゆ浬りさんの携帯に電話をかけてみても、留る守す電でんに回されてしまうだけだ。進まない試し験けん勉強にも飽あきてきたし、そろそろ腹も減っていた。

　仕方ない。帰るか。

　僕がそんなふうに思いはじめたとき、ようやく誰だれかの足音が聞こえてきた。疲れたようにスリッパの底を引きずって、化学準備室に近づいてくる。

　僕たちが振り返ったのと、準備室のドアが開いたのはほとんど同時だった。

「──夏なつ目めか。なにやってんだ、おまえ。こんな時間まで」

　入ってきたのは朱浬さんではなかった。無ぶ精しよう髭ひげを生はやした、白衣の男性教師。科か學がく部ぶ顧こ問もんの市いち原はらである。鍵かぎ束たばを握っているところを見ると、市原は教室の施せ錠じようのためにやってきたらしい。

「部活……ってわけでもなさそうだな。急ぎの用事か？」

「いや、そういうわけじゃないんですけど。朱浬さんに急に呼び出されて」

「……黒くろ崎さきが？　おまえを呼び出した？」

　市原は妙な顔をした。金星人と夢で会話したとか、そんな話を聞かされたみたいな顔である。

「なんで黒崎がこんなところに呼び出すんだ？　あいつ今日きよう、学校来てないぞ。休んでる」

「は？　休み？」

「欠席届が出てる。一昨日おとといから来てなかったと思ったぞ」

「……はあ」

　僕は戸と惑まどいながら操緒と顔を見合わせる。操緒は黙だまって肩をすくめた。

　欠席していたはずの朱浬さんがいきなり僕を呼び出して、しかしやはり彼女は学校には来ていなかったということか。

　単にからかわれたというわけではなさそうだが、さっぱりわけがわからない。

「とりあえずもういいか？　教室の施錠を済ませたいんだが」

「あ、はい。帰ります」

　僕は広げていた教科書などをカバンに詰めて、帰り支じ度たくを始めた。

　結局、呼び出された理由は謎なぞだった。朱浬さんが今どこでなにをしているのかもわからないままである。

　気にならないわけではなかったが、それほど深くは考えてはいなかった。彼女のせいでまた面めん倒どうなトラブルに巻きこまれるくらいなら、待ち合わせをすっぽかされるほうが気が楽だ。

　そう。認めよう。

　そのときの僕はまだ気づいていなかった。

　自分がすでにどうしようもなく厄やつ介かいな事件に巻きこまれつつあることに。

　それはのちに意外な形で判明することになる。

　きっかけは、僕が彼女を鳴めい桜おう邸ていの庭先で発見したことだった。
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　　　一章







　女子高生が倒れていた。




　怪け我がをしているらしく頭から血を流し、しかも全身ずぶ濡ぬれだった。

　身につけている衣服も、あちこち派は手でに破れている。明らかにトラブルの臭においがした。

　見なかったふりをして通り過ぎれば面めん倒どうに巻きこまれることもないのだろうが、僕にはそれができない理由がふたつあった。

　ひとつは、彼女が倒れていた場所が、僕の下宿の庭先だったこと。

　そしてもうひとつは、倒れている少女が僕の知り合いだったことである。




『これって……朱しゆ浬りさん……だよねえ？』

　操みさ緒おが困こん惑わくした顔で訊きいてくる。

「……だと思うけど」

　僕は歯切れの悪い口く調ちようで肯定した。

　すらりとした長身に整ととのった顔立ち。そして季節はずれの黒ずくめの服装。

　こんな目立つ女子高生が、同じ街に何人もいるとは思えない。どう見ても彼女は、僕のよく知っている科か學がく部ぶ部長代理の黒くろ崎さき朱しゆ浬りだった。

　しかし彼女が、こんな場所でこんなふうに倒れている理由がわからなかった。

　鳴めい桜おう邸ていに用があったのなら朱浬さんは合あい鍵かぎを持っているはずだし、それよりなにより彼女が怪け我がをして行き倒れているというシチュエーションが想像できない。

「えっと……朱浬さん？」

　彼女の脇わきに屈かがみこんで、おそるおそる訊きいてみる。

　僕が彼女に呼び出されて待ちぼうけをくらったのは昨日きのうのことだ。

　その朱浬さんが雑草に埋もれた芝生しばふの上に、背中を丸めて横たわっている。

　時刻は夜九時を過ぎたあたり。学校からそのままバイトに行って、それを終わらせて帰ってきたところである。そして朱浬さんは今日きようも学校を休んでいたはずなのだ。

　そんなわけで僕には確かつ固ことしたアリバイがあり、僕がいない間に彼女になにが起きたのか、まったく見当がつかなかった。

「あの……大丈夫ですか？」

　返事はない。朱浬さんはきつく目を閉じたまま、身じろぎもせずに倒れている。

　僕は掌てのひらがじっとりと汗ばむのを感じた。普ふ段だんの朱浬さんの奇き矯きような言動に慣なれているせいで、あまり実感がなかったのだが、もしかするとこれはかなり危き機き的てきな状況ではないのだろうか。

『まさか死んでたりしないよね？』

　操みさ緒おがさらりと怖いことを言う。下宿の庭に知り合いの死体が転がっているなんて、そんなおっかない想像をさせるのはやめて欲しい。シャレにならん。

「大丈夫、生きてるよ」

　僕は朱浬さんの口元に手をあてて、彼女の呼吸を確かく認にんした。規則正しく上下している胸元を見て、自分でも少しホッとする。顔色もそれほど悪くない。派は手でに血が出ていたので心配したが、頭の怪我もそれほど深刻な感じには見えなかった。とはいえ僕は医者ではないので、正確なところはよくわからない。

「救急車は……まずいんだろうな。やっぱり」

　眠ったままの朱浬さんを見下ろして、僕は独ひとりごちる。

　普通に考えれば病院に運んで医者に診みてもらったほうがいいのだろうが、朱浬さんの中身は、四し肢しや感覚器官の一部を機械に置おき換かえた機き巧こう化か少女なのである。まともな病院に彼女を運びこんだりしたら、大おお騒さわぎになるに決まっている。

『んー……でも、いつまでもここにいるのもまずくない？』

　操緒があたりを見回してつぶやいた。

　言われてみれば、一人暮らしの男子の下宿の庭に血まみれの女子高生が倒れているというのは、かなり異常な状況だった。こんなところを近所の住人に目もく撃げきされたりしたら、間違いなく誤解されるだろう。警けい察さつに通報されるのは確かく実じつで、それどころか婦ふ女じよ暴ぼう行こうの現行犯で逮捕されかねない。

「とりあえずいったん家の中に運ぶか……」

『だね』

　もう一度朱しゆ浬りさんの横に屈かがみこんで、僕は彼女を抱き上げようとした。こういう状況とはいえ、意い識しきのない女の子の身体からだに触るというのは、ちょっと気が引けるような嬉うれしいような。

　朱浬さんの背せ丈たけは僕とほとんど変わらないが、彼女はモデルみたいな瘦そう身しんなので、家まで運ぶくらいはまったく問題ないはずだった。だがしかし、

「ぐわ」

　予想外の抵抗にバランスを崩くずして、僕は倒れた。朱浬さんを抱き上げるどころか彼女の上にそのまま覆おおい被かぶさるような形になってしまった。

　傍はた目めにはふざけてやっているとしか思えなかっただろう。

『なにやってるの、智ト春モ？』

　予想どおり、操みさ緒おが温度の低い視し線せんで僕を睨にらんで言ってくる。

「……重い」

　僕は短くひとことで説明した。

『は？』

「いや、なんかこの人メチャメチャ重いぞ」

『そっか。機き械かいだもんね』

　操緒が、うーん、と納なつ得とくしたようにうなずいている。

　考えてみれば当然の話で、金属骨格の朱浬さんの体内にはミサイルやらショットガンやらの物ぶつ騒そうな兵器が満まん載さいされているのだ。見た目どおりの重さであるはずがなかった。どうにか持ち上げられないほどではないが、確実に僕の体重よりも重い。

「く……なんか意外に重労働のような……」

　僕は朱浬さんの腕を肩に回すと、彼女を背負ってよろよろと歩き出した。

　鳴めい桜おう邸てい、というのが僕が借りている下宿の名前だ。レンガ造りの古い洋館で、建物はボロいが敷しき地ちは広い。だが今はその庭の広さが恨うらめしかった。玄関までのわずかな距きよ離りが異様に遠く感じられる。

　そして何歩も進まないうちに、僕はなにかに蹴け躓つまずいた。

　前のめりに再びぶっ倒れて、おまけに背負っていた朱浬さんのぶんの体重をモロにくらって、僕の身体は半分ちかく地面にめりこんだ。ろくに呼吸もできないまま、寝技から逃のがれようとあがく柔道選せん手しゆのように手足をじたばたと振り回す。

『智ト春モ』

　操みさ緒おが叫んだ。しかし操緒が見ていたのは、息も絶たえ絶だえに起き上がる僕の顔ではなかった。

　僕はのろのろと頭を巡らせてそれを見た。

　朱しゆ浬りさんの右手に、重くて固いなにかが握られている。

　僕はそれに気づかずに朱浬さんを背負い上げて、そいつに足を引っかけて転倒したのだ。

　なんだこれは、と僕は顔をしかめた。

　銀ぎん色いろに輝かがやく四角い箱はこ──金属製のアタッシュケースだった。

　大きさは通学鞄かばんほど。しかし見るからに分厚い頑がん丈じようそうな金属板に覆おおわれており、朱浬さんの身体からだが重く感じられたのは、半分はこいつのせいらしい。

　よほど大切なものなのか、朱浬さんは意い識しきをなくしていても、がっちりと取っ手を握って離はなさない。彼女の衣服はあちこち破れてボロボロなのに、ケースには疵きずひとつ残されていなかった。僕は前にも似たようなケースを見た記き憶おくがあった。

『ねえ。これって……』

　操緒が苦にがいものでも食べたような顔で言う。

　忘れもしない、イクストラクタと呼ばれていた、銀色の旅行用トランクケース。

　二カ月前、入学式の前日に朱浬さんが運んできたあのトランクのせいで、僕たちはあれから何度も死にそうな目に遭あわされたのだ。

　僕は黙だまって首を振る。朱浬さんは黙って眠り続けている。

「…………」

　なんとなく嫌いやな予感がした。




　　　　○




　朱浬さんの手からアタッシュケースを抜き取るのは、予想どおり手こずった。

　力ずくではどうにもならなかったので、くすぐったり振り回したり関節技を仕掛けたりして、苦労してどうにか指をほどく。それからようやく彼女を家の中に連れこんだ。

　とりあえず怪け我が人にんということで、ベッドのある僕の部屋まで運んでいく。操緒が重大な問題点を指摘したのはそのときだった。

『濡ぬれたままほっといたら風か邪ぜひくよ』

「……え？」

　朱浬さんを担いだまま、僕は廊下で立ち止まる。

　庭先にぶっ倒れて長いこと放置されていた朱浬さんの身体は、ただでさえ冷えきってえらいことになっていた。濡れた服をそのままにしておくのは、たしかにまずい。

　操緒は意い識しきのない朱浬さんの顔をのぞきこみながら、

『服を着替えさせて身体からだも拭ふいて、あと傷の消毒もしといたほうがいいかも』

　実にもっともなご意見だった。朱しゆ浬りさんの背せ丈たけは僕とあまり変わらないので、替えの服に困ることもないだろう。だがしかし、

「着替えって……朱浬さんが寝てるのに誰だれが着替えさせるんだよ？」

『そんなの智ト春モがやるしかないんじゃないの？』

「いや、でもまずいだろ、それ」

　僕は焦あせって反はん論ろんした。いくら相手が怪け我が人にんとはいえ、意い識しきのない女子を部屋に連れこんで服を脱がしたり身体を拭いたりしてたら犯罪スレスレである。

　そういうことをやってみたいという気持ちがまったくないといえばウソになるが、どうせ操みさ緒おの監かん視しつきだし、なによりあとでそれがバレたときの朱浬さんの反応が怖おそろしい。

『でも、ズブ濡ぬれだよ。このままほっとくわけにもいかないでしょ？』

　操緒がめずらしく真ま面じ目めな顔で言う。今回はいつもと違って僕を困らせて楽しんでいるわけではなく、それなりに朱浬さんのことを気き遣づかってはいるらしい。考えてみれば、目の前で知り合いが行き倒れていたわけで、それは普通に心配するだろう。

「だけど、やっぱり誰か女の人を呼んできてやってもらったほうがよくないか？」

『誰かって、誰？』

　訊きき返されて、僕は言葉に詰まる。一人暮らしをしていて困るのはこんなときだ。うちの母親は僕が頼んだら来てくれるような甘っちょろい性格ではないし、意識不明の女性を僕が家に連れこんだなんてことを知ったら、あの義妹いもうとは間違いなく退ひくだろう。できれば朱浬さんのことをよく知っていて、面めん倒どう見みのいい人物が望ましい。

「杏あん……はヤバいんだろうな、やっぱり」

　さっきまで一いつ緒しよにバイトしていた少女の顔を思い出しながら、僕はつぶやく。彼女なら家も近いし、頼めば来てくれないこともないだろうが、

『病院に連れてけって言われるよね。普通にこの状況だと』

　そうなのだ。杏は朱浬さんの正体を知らない。となると、それが予想される常識的な反応だろう。それに普通人である彼女を、科か學がく部ぶがらみのトラブルに巻きこむのはやはり気が引ける。

「やっぱり嵩たか月つきに頼るしかないか。いいよな、操緒？」

　僕は朱浬さんを背負ったまま、携帯電話を取り出しながら操緒に確かく認にんする。操緒は少し唇くちびるを尖とがらせながら、あまり気乗りしないような口く調ちようで、

『べつにいいけど、でも嵩月さんって携帯電話持ってないよね？』

「…………」

　そう言えば嵩月が携帯を使っている姿は見たことがない。当然、僕の携帯にも彼女の番号は登とう録ろくされていない。

『どうする？　潮しお泉いずみのお爺じいさんの家に電話して呼び出してもらう？』

「いや、さすがにそれは……」

　嵩たか月つきが住んでいるのは、彼女の祖そ父ふだという老人のお屋や敷しきの離はなれだった。そして厄やつ介かいなのはそのお祖じ父いさんというのが、どうしようもない変わり者だということだ。

　あの渦巻きジイさんの家に電話するだけでも抵抗があるのに、取り次いでもらった電話の中身がジイさんの孫娘を夜よ更ふけに呼び出すという用件では、なんというか問題がありすぎる。

『あと誰だれかほかに思いつく？』

「いや……あとは佐さ伯えき妹いもうとぐらいしか」

　朱しゆ浬りさんの正体を知っている女子というと、あとはもう彼女くらいしか思いつかない。操みさ緒おは呆あきれたように息を吐つき、

『あの人、朱浬さんの敵じゃないの？　第一生徒会の関係者だし』

　わかってるよ。言ってみただけだ。

『あのねえ。べつに変なことしようっていうんじゃないんだよ、介抱だよ？　そんな警けい戒かいしなくてもいいと思うんだけど』

「や、だけどさ、僕が本気で朱浬さんを脱がしてどうこうするのは、やっぱりまずいだろ。あとで責任とれとか言われても困るしさ。もしかしたら朱浬さんにも彼氏がいたりするかも」

　中身はあれだが、これだけの美人である。彼氏の一人や二人いてもまったく不ふ思し議ぎではない。あとから出てきたその男に、怒られたり殴られたりするのは絶対お断りだ。

　しかし操緒はニヤリと不敵に笑い、なぜか得意げな口く調ちようで言った。

『大丈夫。操緒がついてるよ』

　意味がわかんねーよ、と僕は思った。そのときは。







「……どっちだ？」

　暗くら闇やみの中で僕は訊きいた。

『えーとね、そのまま真まっ直すぐ。ちょい右。もうちょい右。あー、行き過ぎ。そう、そこ』

　肩越しに聞こえてくる操緒の声に従って、僕はぎこちなく腕を動かした。やがて冷たい金属の感触が僕の指先に伝わってくる。

『そうそう。そのまま落ち着いてつかんで両側から力を入れて……』

　まるで爆ばく弾だんの解体作業をしているような緊きん張ちようを味わいながら、僕は慎しん重ちように指に力をこめた。

　パチンと金具が弾はじける音がした。思わず身をすくませた僕の手の中で、それまで張りつめていたベルト部分が緩ゆるむ気配けはいがあった。もっと薄うすっぺらくて頼りないものだと思っていたが、意外にかっちりした造りの金属ワイヤー入りの布製品である。

「次は？」

『えーとね、じゃあ、その右側の端はしをつまんだまま朱浬さんの肩を持ち上げて……こらそこ、変なとこ触らない！』

「わざとじゃないって。構造がよくわかってないんだよ！」

　操みさ緒おがぎゃんぎゃんと喚わめくので、僕もつられて大声になった。緊きん張ちようのしすぎで喉のどが嗄かれ、脂あぶら汗あせがだらだらと背中を流れる。

　触るなと言われても僕は今、厳げん重じゆうに目め隠かくしをしたまま、操緒の指示だけを頼りに朱しゆ浬りさんのブラジャーを脱がしている最中なのである。少しぐらいのミスは大目に見て欲しい。

[image: ]

「もうちょっとマシなやり方はなかったかな……」

　僕はため息混じりにつぶやいた。

『仕方ないでしょ。操緒は朱浬さんには触れられないし、智ト春モはヘタレだし』

「……誰だれがヘタレだ」

　朱浬さんの肩を浮かせて腕から肩ヒモを抜き取ると、ふいに抵抗がなくなって、僕の腕の中に彼女のブラだけが残った。水を吸ってしっとりと湿っているが、持ち主の体温がほのかに残っていて、これはこれで妙に生々しい。

「洗せん濯たく物ものは？」

『智ト春モの足下のビニールバッグ。違う、左側』

「これか……」

　濡れたままの朱浬さんの下着を、バッグに入れて封をする。朱浬さんの性格ならべつに気にしないような予感もするが、なるべく見ないよう僕なりに気を遣つかってみたところだ。

　しかしブラを脱がしたということは、朱しゆ浬りさんは上半身になにも身につけてないということになる。考えてみるとこれはものすごい状況ではないのか。なにも見えないせいでよけいな想像が膨ふくらんで、ヘンな気分になってきた。

『次、タオルね』

「わかってるよ」

　僕は記き憶おくを頼りに、用意しておいたバスタオルをつかみ上げた。寝ている朱浬さんの身体からだにかけて、とりあえず水気を拭ふき取ることだけを考える。しかし、タオル越しに触れた朱浬さんの肌の感触に、僕の理性は呆あつ気けなく動どう揺ようした。

　柔らかい。

『智ト春モ──それ、枕まくらだから』

「…………」

　だからこっちは本気で見えてないんだからさ。

「もっとちゃんと誘ゆう導どうしてくれよ！」

『なんで操みさ緒おに怒るの？　もっと全然下だよ。うん、そこらあたり』

　僕は操緒に言われるままに立ち位置を変えて、今度は無造作に手を降ろした。そして返ってきた妙な手て応ごたえに動きを止めた。厚手のタオルごしにもはっきりとわかる弾力感と、吸いつくような感触だった。この絶妙な曲面は──

『ちょっとなに思いっきり触ってんの!?　両手で!?』

「ち、違う！　ほんとに見えてないんだって！」

　僕は手を離はなしてのけぞった。とりあえず目め隠かくしのまま激はげしく首を振る。今のは完全に不可抗力だ。わざとじゃない。わざとじゃないんですよ、朱浬さん。

『もういいよ。無理に拭ふかなくていいから、上からタオルだけかけてれば？』

「……そうするよ」

　疲れ果てた声で僕は言った。今の一いつ瞬しゆんで、なにかとてつもなく消耗した気がする。あれこれ悩むのはもうやめにして、これからは機き械かいのように作業することだけを考えよう。

　そんなふうに僕が決意した直後に、操緒が、

『それが終わったら、次は下だからね』

「え？　下？」

『朱浬さんの腰のところに、スカートのファスナーとホックがあるから』

「はあ……」

　それらを外して脱がせろということか。水を吸って重くなった朱浬さんのスカートは冷えきっていて、たしかに身体に悪そうな感じではある。だがいくら人助けのためとはいえ、こんな形で女の子のスカートを脱がす体たい験けんをすることになるとは思わなかった。

「機き械かい……僕は人助けをする機械……」

　平常心を保つため自分に言い聞かせながら、僕は朱しゆ浬りさんのスカートに手をかけた。苦労して手て探さぐりでファスナーを開け、冷たく湿ったスカートを引き下ろす。

『あと一枚だけだから』

　なんの気負いもない口く調ちようで操みさ緒おが言った。

　あと一枚。たしかにそれはそうなのだろうが、その前に心の準備をさせて欲しかった。

　スカートまでならまだいいが、しかしラスト一枚を脱がす過程で、朱浬さんにまったく触れないというのは不可能だ。そして現在の朱浬さんは、すでにほとんどハダカも同然なのだった。

　気絶した朱浬さんの脚の間に身を乗り出して残り少ない彼女の着衣と格かく闘とうし、おまけに背はい後ごからは操緒に監かん視しされている。こうなるともはや楽しいのか怖おそろしいのかわからない。

　そもそも、なんでこんなことをやっているのだろうと自分でもしだいに混乱してきて、頭の中が真っ白になり、

「あ……」

『どうしたの、智ト春モ？』

「まずい。鼻血が出そう……」

『ええっ!?　ちょっとやめてよ、こんなときに！』

　やめろと言われてやめられるのなら苦労はなかった。朱浬さんのパンツの端はしを握ったまま、とりあえず僕は作業を中断。顔を上に向け、気分を落ち着かせるために深呼吸を繰くり返す。

『なんか関係ないこと考えてなよ。てか、ここに寝てるのって朱浬さんだよ。中身は鉤かぎ爪つめとかミサイルとかだよ』

「そ……そうだな」

　朱浬さんの体内に内ない蔵ぞうされている武器の数々を想像して、僕は少しだけ冷静さを取り戻した。

　たしかに朱浬さんは普通の人畜無害な女子高生などではない。よくできた人間型の大量破は壊かい兵器だと割りきってしまえば、べつに彼女に触って興こう奮ふんするような理由もなかった。

　普ふ段だんのおっとりした朱浬さんではなく、榴りゆう弾だん砲ほうを振り回しながら高笑いしている彼女の姿を思い出そうと努力してみる。

　しかし朱浬さんの場合は、機械化されてるといっても中ちゆう途と半はん端ぱで、肝かん心じんな部分はほとんど生なま身みだったりするのが問題なのだ。

　そしてその直後、

「……ん」

　僕の真下で、奇妙に色っぽい声がした。

　それまで人形のように無反応だった朱浬さんが、僕の動きに合わせて身体からだをひねった。

　おかげで僕は、楽にパンツを脱がすことができた。しかし、この場合それを幸運だといっていいのかどうか。脱力していた脚に力が入って、朱浬さんの呼吸の気配けはいが変わった。どうやら意い識しきを取り戻そうとしているらしい。

　それ自体はめでたいことではある。しかしこの状況というのは、どう考えても最悪のタイミングなのではないのだろうか。

『どうしよう、智ト春モ』

　操みさ緒おがうろたえながら訊きいてきた。

「いや、どうしようって言われても……」

　それはこっちが訊きたいくらいだ。

　いくら朱しゆ浬りさんでも、自分がいきなり男の部屋で目を覚ましたら驚おどろくだろう。しかも彼女は素っ裸で、僕は今まさに彼女の服をすべて脱がそうとしているところだったのだ。

「んっ」

　今度こそはっきりと朱浬さんの声がした。

　僕は脱がしたての彼女のパンツを握ったまま、そのまま部屋の隅まで後退した。目め隠かくしのせいで、ベッドの脚だの机の角だのに身体からだを打ちつけてめちゃくちゃ痛い。しかしそれを気にしていられる状況でもなかった。とりあえず必要なのは言いい訳わけだ。なにをどう説明すればいいのだろうかと混乱しきった頭で必死で考える。

『智ト春モが部屋を出てけばいいんじゃないの？』

　操緒が僕に小声で言った。ああ、なるほど。

　朱浬さんが意識を取り戻したのなら、僕が彼女の身体を拭ふいてあげる必要はもうないのだった。むしろ僕がいたほうが邪じや魔まになる。あとは本人が身体を乾かすなり、着替えるなりしてくれればそれでいい。

「じゃあ、操緒。あとは頼む」

　僕は早口でそう言って、急いで部屋を出ようとした。その瞬しゆん間かん、いきなり壁かべに激げき突とつしてしまう。やはり自分の部屋といえども、目隠ししたままでは自由には動けない。

　くそ、と口の中でつぶやいて、僕は顔に巻いてあったタオルに手をかけた。

『あ』操緒の声。『智ト春モ、今それ取っちゃダメ……』

「え？」

　目隠しを乱らん暴ぼうに外した僕は、部屋の蛍けい光こう灯とうのまぶしさに目を細め、

「……ん」

　そして次の瞬間、上体を起こした朱浬さんと目があった。

　まだ焦点の少しあわない瞳ひとみで僕たちを見上げ、彼女はゆっくりと瞬まばたきした。その間、僕と操緒は、強盗に銃を突きつけられた銀ぎん行こう員いんのように動けないでいた。

　冷たく湿った朱浬さんのパンツを、握った手の中に隠したまま、僕はじりじり後退する。

「あの……」

「ま、待って。落ち着いて話を聞いてください、朱浬さん。これはですね──」

　上うわ擦ずった声で僕が弁明しようとした。そのとき、

「あっ」

　朱しゆ浬りさんの身体からだを覆おおっていたバスタオルがはらりと落ちる。

　僕は硬直したまま為なすすべもなく立ち尽くし、

　逆流してきた鼻血を気管に吸いこんで、鮮せん血けつとともに咳せきこんでぶっ倒れた。




　　　　○




『ほんとにさ……中学生じゃないんだから』

　大げさに肩をすくめながら、操みさ緒おが言った。

　僕は無言。たしかに、あの状況で鼻血を流すとは、ヘタレと呼ばれても反はん論ろんできない失しつ態たいだった。しかし僕の名誉のために言わせてもらえば、あれは直前に顔を壁かべにぶつけたのが直接の原因であって、ヤらしいことを考えていたとか、そういうことでは断じてない。

『でも、ほんと綺き麗れいだよね。あの人』

　操緒が感心したように息を吐く。そうだね、と同意するわけにもいかず、僕は黙だまって空を見上げた。住宅街の狭い空には、半欠けの白い月と初夏の星座が静かに浮かんでいる。

　近所のコンビニに行った帰り道である。朱浬さんのための下着を買いに行ったのだ。

　女物の下着の替えなんかは当然うちにはないので仕方ないのだが、そんなものを買っている姿を知り合いに見られたらどうしようと思って死ぬほど緊きん張ちようした。疲れきった身体には、夜の街の静せい寂じやくが心地ここちよい。

　このまま立ち止まって夜空をずっと眺めていたい気分だったが、もちろんそんな吞気のんきなことを言ってられる状況ではなかった。意い識しきを回復した直後の朱浬さんを、うちに置き去りにしてきたままなのだ。

『大丈夫なのかな、朱浬さん。一人で置いてきちゃったけど……』

　どこか不安そうな表情で操緒が言った。とりあえず身体を温あたためてもらおうと、朱浬さんには買い出しの間に風ふ呂ろに入っていてもらうことになっている。ハダカのままではゆっくり話もできないし、というわけで僕は、彼女が行き倒れた事情も訊きかずにパンツを買いに出かけたのだ。

「怪け我がもたいしたことなかったみたいだし、そんな心配することもないと思うけど」

　僕は投げやりな口く調ちようで言った。バイト帰りで疲れていたところに、朱浬さんを運んだり脱がしたり流血したりで、精神的にも肉体的にも想像以上に消耗していた。他ひ人とのことまで心配している余裕は正直あまり残ってない。

『んー……だけど。今日きようの朱浬さん、少しヘンじゃなかった？』

「……あの人の行動が普通だったのなんか見たことないけど」

　ずぶ濡ぬれのまま人の家の庭先に倒れているという時点で、今日の彼女は明らかに異常である。ヘンとかヘンじゃなかったとか、今さら考えるまでもない。

『そういうんじゃなくって、大人おとなしかったっていうか、よそよそしかったっていうか』

「そうかなあ……」

　僕は目覚めた直後の朱しゆ浬りさんの態たい度どを思い出そうとした。言われてみれば、どこかぼんやりした様よう子すで、いつもの押しの強さは感じられなかったかもしれない。

　しかし素っ裸で僕のベッドに寝ていたにもかかわらず、まったく動どう揺ようしてなかったし、僕の鼻血を手当てしてくれたのも実は彼女である。自分が倒れていた理由もろくに説明しないまま、嬉うれしそうに人ん家ちで風ふ呂ろに入っているというのも、いかにも朱浬さんらしい態度だった。

「……気のせいじゃないか？」

　僕がそう言うと、操みさ緒おはむう、と不服そうに唇くちびるを尖とがらせた。

『智ト春モ、忘れてるでしょ？』

「え？　なにを？」

『朱浬さんが持ってた銀ぎん色いろのケース。あれっていつかのトランクにそっくりじゃない』

「あ……」

　忘れていた。朱浬さんが気絶しても握りしめて離はなさなかった謎なぞケース。あれは、たしかに《[image: ]クロ鐵ガネ》を封印していたイクストラクタとかいう装置によく似ていた。

『前にあたしたちを襲おそってきた連中は、例のトランクを狙ねらってたんでしょ。だったら今度も、朱浬さんが襲われた原因ってあのヘンなケースなんじゃないの？』

「ああっ……」

　僕の背中にぞわぞわした感触が走った。それはものすごくあり得そうなことだった。

　朱浬さんが負傷していたということは、当然どこかに彼女を傷つけた犯人がいるはずなのだ。しかも、あの人間兵器の朱浬さんを傷つけるような相手である。絶対にまともな人間ではない。彼女と同等以上の戦せん闘とう力りよくを持つ化ばけ物ものということになる。

「って、まさか第一生徒会とか……？」

『それはどうかわからないけど……そうかも』

　操緒が神妙な口く調ちようで言う。

　洛らく芦ろ和わ高校第一生徒会の会長、佐さ伯えき玲れい士し郎ろうは《翡ヒ翠スイ》と名付けられた機巧魔神アスラ・マキーナの演操者ハンドラーだ。おまけに彼らは朱浬が所属する第三生徒会と敵対しており、僕たちを巻きこんで朱浬さんと派は手でな銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げたこともある。

「だったら朱浬さんを一人で置いてきたのってまずくないか？」

　鳴めい桜おう邸ていに戻ったら朱浬さんが襲しゆう撃げきされていた、なんてことが普通にあり得るということか。気づいてたのなら教えてくれればよかったのに。

『そうだけど、でもパンツ買わないってわけにもいかないし』

　まあ、たしかに。

　しかし、さすがに不安になってきた。前回のトランク騒さわぎのときも、僕はあの家で何度も死にそうな目に遭あったのだ。いつもならそれほど心配しないが、今の消耗した朱しゆ浬りさんでは、佐さ伯えき兄あにの機巧魔神アスラ・マキーナなんかと戦うのは無理だろう。

『そういえばあのケースってどうしたの？』

「いや……玄関にそのまま放り出しといたと思ったけど」

『ふーん』

　操みさ緒おは、意味ありげな表情でそうつぶやいたきり沈ちん黙もくした。僕は彼女の横顔を見上げ、

「なんだよ？」

『うん……』

　なんだそれ。気になる。言いたいことがあるのなら言って欲しい。

『んー……あのね、さっきからちょっと気にしてたんだけど』

「え？」

『あれって、うちの方角じゃない？』

　操緒が空中に浮かんで指さした方角を見て、僕は表情を凍こおらせた。寂さびれた住宅街の一画から、白煙が派は手でに噴ふき上がっていた。時折、暴ぼう走そうバイクみたいな異音も響ひびいてくる。

「わあっ！」

　僕は思わず絶叫して、鳴めい桜おう邸ていの方角へと駆かけ出した。







　家の中は悲惨なことになっていた。窓という窓から白煙が噴き出し、焦こげ臭くさい異い臭しゆうが鼻をつく。玄関を開けると、古い洋よう館かんの館内には、むっとするような熱ねつと湿気が立ちこめていた。

「なにこれ……湯ゆ気げ？」

　白煙に視界を奪われた操緒が、顔をしかめながらつぶやいた。

　暗い廊下に充満していたのはただの煙ではなく、温泉地などで噴き出している高温の蒸気によく似ていた。なにが起きているのかわからない。新手の機巧魔神アスラ・マキーナの能力なのだろうか？

「──朱浬さん！」

　廊下の奥に向けて僕は叫んだ。玄関には銀ぎん色いろの謎なぞケースが、僕が放り出したままの状じよう態たいで転がっていた。ということは、狙ねらわれているのは朱浬さんのほうなのだろうと思う。

　僕は靴を蹴け散ちらして家の中へと入っていった。しかしそれから何歩もいかないうちに、いきなり足を滑らせて転倒した。手に触れたぬめりとした感触に悲鳴が漏もれる。

「熱あっちっ！」

　お湯だった。

　白煙で視界を遮さえぎられて気づかなかったのだが、廊下一面に熱ねつ湯とうがあふれ出していた。立ちこめる蒸じよう気きの原因は、どうやらこの熱湯らしい。しかも尋じん常じような量ではない。うちの地下から温泉でも噴ふき出したのかと思ったくらいだ。

「朱しゆ浬りさん──先せん輩ぱい！　どこです!?」

　僕は湯ゆ気げを振り払いながら、廊下の奥へと進んでいった。熱ねつ湯とうが服に浸しみこんでメチャメチャ熱あついが、このまま彼女を放っておくわけにもいかない。

『智ト春モ、こっち！』

　湯気の中から、操みさ緒おの声が聞こえた。めずらしく戸と惑まどっているような気配けはいがする。声が聞こえてきたのは風ふ呂ろ場ばの方角。熱湯が流れてくるのも、やはり同じ方向だ。

　足首まで熱湯に浸つかかりながら、僕は廊下を手て探さぐりで進んだ。

　この蒸じよう気きの中では、もし敵が潜ひそんでいてもわからない。爆ばく発はつ寸前のエンジンみたいな異音が鳴なり響ひびいているのも気にかかる。鉄が焼けるような臭においもしだいに強くなってきた。しかし銃じゆう撃げき戦せんなどが行われている形跡はなかった。

　やがて湯気の切れ間に、ぼんやりと立ち尽くす朱浬さんの姿が見えた。

　バスタオルを巻いただけの無防備な姿で、彼女は困ったような表情を浮かべている。

「朱浬さん、大丈夫ですか……？」

　声をかけた僕に気づいて、朱浬さんが振り返る。

　彼女の右手には、なにか部品のようなものが握られていた。パイプ状のものが付属した銀ぎん色いろの金属部品で、パイプの部分は途と中ちゆうで真っ二つに折れている。

　それがなんの部品なのか理解する前に、操緒がふいに僕の前に現れて叫んだ。

『──智ト春モ、伏せて！』

「はっ？」

　突然そんなことを言われて対応できる高校生など、そうそう世の中にいるはずもない。僕が間の抜けた顔で訊きき返した直後、

「ぶわっ！」

　間近で起きた爆発の衝しよう撃げきに、僕の身体からだはひとたまりもなく吹ふき飛ばされた。

　レンガ造りの風呂場の壁かべが、がらがらと崩ほう壊かいしていく音がした。頭上から降りそそぐ熱湯をもろに浴びて、僕は水浸しの床ゆかの上をのたうち回る。

　爆発は一いつ瞬しゆんで収まったらしいが、地鳴りのような振動はしばらく続き、ものが壊こわれる嫌いやな音ね色いろが次々と連れん鎖さして広がっていった。

　打ちつけた後頭部を押さえたまま、僕は起き上がれずに弱々しくうめいた。無事だったのは幽ゆう霊れいの操緒と、柱の陰かげに隠かくれていた朱浬さんだけらしい。

『……生きてる、智ト春モ？』

　ふわふわと僕の頭上に降りてきて、操緒がおそるおそる訊いてきた。こういうシチュエーションにも、最近は少し慣なれてきた気がする。

「死んでたまるか……なんだよ、今の？」

　ずぶ濡ぬれの上体を起こしながら訊きき返す。操みさ緒おはちょっと言いよどみ、

『お風ふ呂ろの湯ゆ沸わかし器きが爆ばく発はつしたんだよ』

「爆発ぅ？」

　僕はあわててボイラーを置いてあったあたりを眺めた。そこにはボイラーの残ざん骸がいとおぼしき壊こわれた機き械かいと、崩くずれ落ちた瓦が礫れきの山だけがあった。外部からの攻こう撃げきを受けたというより、異常運転を続けた挙あげ句くに力尽きて爆発した、といった雰囲気だった。家中に充満していた異い臭しゆうや異音の正体も、おそらくその異常運転だ。

　ボイラーの残骸からガスが漏もれているらしく、今度はガスの臭においが漂ってきた。僕は破れた風呂場の壁かべから、ガスの元栓を締しめに外に出た。ついでに水道の元栓も締めることにする。

　勢いよくあふれ出していた熱ねつ湯とうの奔ほん流りゆうが、いつの間にか冷水に変わっていた。

「……なにがあったんです？」

　風呂場に戻って、バスタオル姿の朱しゆ浬りさんに訊く。朱浬さんが右手に持っていたのは水道管の一部と、引きちぎられてねじ曲がった水道の蛇じや口ぐちだった。

「あの……」

　なんともいえない奇妙な表情を浮かべて、朱浬さんは言った。

「お風呂にお湯を注つぎ足そうと思って、お湯の蛇口をひねってみたんです。そしたら……」

「水道管ごとちぎれちゃったわけですか？」

「ええ。古くなって傷いたんでたんだと思うんですけど……」

　信じられないというふうに手に持った蛇口を見つめて、朱浬さんは首を振る。

「……湯沸かし器は？」

「えーと、水道管がちぎれてお湯が噴ふき出してきたから、せめて湯沸かし器だけでも止めようと思って操そう作さしたら、これがボキッって」

　そう言って朱浬さんは左手を開く。

　彼女の掌てのひらに握られていたのは、もぎとられたボイラーの操作ダイヤルだった。おそらくこの部品が壊こわれたせいで、ボイラーの異常運転が始まったのだろう。

　熱湯が廊下一面にあふれていたのも、ボイラーの爆発も、敵の襲しゆう撃げきでもなんでもなく、要するに朱浬さんが風呂場の設備を破は壊かいしたのが原因だったということか。なんだそれ。

　僕は脱力してその場にへたりこんだ。

　半はん機き械かい化かされた朱浬さんの腕力ははっきりいってデタラメだ。彼女がその気になれば、老ろう朽きゆう化かした鳴めい桜おう邸ていの水道管くらい、あっさり引きちぎることができるだろう。しかし、なんでまた彼女は、入浴中に風呂場を壊したりなんかしたのだろう。

「ごめんなさい。もっと丁てい寧ねいに扱えばよかったんだけど、まさか、こんなに脆もろいとは思わなかったから」

　申もうし訳わけなさそうな顔で朱浬さんが言う。その表情と言こと葉ば遣づかいに僕は強い違和感を覚えた。

　いくら老ろう朽きゆう化かしてたといっても、ちょっと握ったぐらいで壊こわれるほど水道の蛇じや口ぐちはボロくはなかった。おまけに、朱しゆ浬りさんの口から「ごめんなさい」なんて言葉が出るとは、胡う散さん臭くさくて仕方ない。

『……ほら、やっぱヘンでしょ。今日きようの朱浬さん』

　操みさ緒おが勝ち誇った様よう子すで胸を張った。

　たしかにこれは普通じゃないかもしれない。ヘンというよりも別人のようだ。

　朱浬さんは不ふ思し議ぎそうな表情で、自分の手の中で折れ曲がった蛇口を見つめている。圧倒的な怪かい力りきで歪ゆがんだ金属パイプ。彼女が意味もなくこんなことをするとは思えないが──

　もしかして今の朱浬さんは、自分の力を加減できなくなっているんじゃないだろうか。

　僕がそう思いあたったとき、朱浬さんの身体からだがぐらりと傾いた。

「朱浬さん!?」

　僕はあわてて彼女を支えた。修理費だってタダじゃないのだ。これ以上、建物を壊されたらたまらない。

　バスタオル姿のままだったが、朱浬さんは抵抗するでもなく、僕の腕に体重を預けた。掌てのひらに伝わってくる彼女の異常な体温に、僕は思わず目を剝むいた。

「ちょっと、これって……熱ねつがあるんじゃ!?」

「よくわからない……大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

　おっとりとした口く調ちようで朱浬さんが言う。しかし舌が上う手まく回っていない。絶対に大丈夫なんかじゃない。よく見れば彼女の頰ほおは上気したように赤く、呼吸もだいぶ乱れていた。

　考えてみれば彼女は僕が見つけるまで、ずぶ濡ぬれのまま屋外に倒れていたわけで、体調を崩くずしてもまったく不思議ではなかったのだ。

「ありがとうございます」

　背はい後ごから抱き支えている僕を振り向いて、朱浬さんはおっとりと微笑ほほえんだ。そして、

「あの……お兄にいさんのお名前は？　どうしてさっきからそんなに親切にしてくれるんですか？」

「なに言ってんですか、朱浬さん。こんなときにふざけないでくださいよ」

　僕はため息をつきながら、彼女を水浸しの脱衣所から連れ出した。

　とりあえず朱浬さんが抵抗しないでいてくれて助かった。力の加減ができない今の彼女に暴あばれられたら、命がいくつあっても足りない。

　僕は朱浬さんを階段まで運んでいく。二階の僕の部屋までたどり着ければ、ベッドは無事に残っているはずだ。ややこしいことはあとで考えることにして、せめて今夜はさっさと眠って元気になってもらいたい。これ以上の面めん倒どう事ごとに巻きこまれるのはまっぴらだ。

　だがしかし、荒い息を吐きながら彼女は言う。

「……それとさっきから気になってたんですけど……朱浬さんって誰だれですか？」

「は？」

　なにを言ってるんだ、この人は。今さら他人のフリでもするつもりなのか？

　悪いけれど、これだけの長身で美人で、しかも身体からだのあちこちが機き械かい化かされている物ぶつ騒そうな女子高生など、世界中捜さがしてもそう何人もいやしない。冗じよう談だんならもう少し時と場所を選えらんで──

「紫ゆか浬りです」

　ため息のような声で彼女は、僕の耳元に囁ささやいた。なんですと？

「わたしの名前。麻あさ波なみ中学二年の黒くろ崎さき。黒崎紫浬……」

　そう言ったきり彼女は、ベッドの上に倒れこんだ。

　一度だけ仰あお向むけに寝返りを打って、そのまま寝息を立て始める。

　僕はその寝姿を啞あ然ぜんとして眺めた。はだけたバスタオルの隙すき間まから、彼女の胸の谷間や白い太ふと腿ももがのぞいていたが、それを気にする余裕すらなかった。黒崎紫浬？

『どういうこと？』

　色素の薄うすい瞳ひとみを大きくして操みさ緒おが訊きいてくる。

　そんなこと訊かれても僕にわかるわけがない。すっぽかされた約束と行き倒れ。謎なぞケース。そして黒崎紫浬と名乗った彼女──なんだか頭が痛くなってきた。

　おまけに家の中はまだ水浸しのままだし、さっきの騒そう動どうで僕の服までずぶ濡ぬれになってしまっている。このまま僕のほうが倒れてしまいそうだ。

『智ト春モ、廊下とか拭ふいてお風ふ呂ろの後片づけしないと』

　しかし情なさけ容赦なく操緒の指示が飛ぶ。わかってるよ、やります。やるけどね。

「……っくしゅ！」

　僕は大きくクシャミを漏もらし、肩を落として後片づけのために階段を降りていった。

　時刻はいつの間にか深夜零時を回っていた。
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　　　二章







　翌朝、僕は少し遅れて学校に着いた。

　寝不足気味で、なんとなく身体からだもだるかった。浸水した廊下の後始末で、夜中まで水仕事をしていたせいだと思う。しかもひとつしかないベッドを紫ゆか浬りさん（自称）に貸していたので、僕は薄うすっぺらい毛布一枚で寝る羽は目めになった。鳴めい桜おう邸ていのリビングの古いソファは、安眠には向いてないことがよぉくわかった。

「ぐしっ！」

　昇降口の靴くつ箱ばこに向かって、僕はくしゃみを連発した。熱ねつっぽい頭を振りながら、赤くなった鼻の頭をこする。

『……智ト春モ、風か邪ぜひいた？』

　操みさ緒おが、ものめずらしそうに僕の顔をのぞきこみながら訊きいてくる。季節はずれなのであまり実感してなかったが、言われてみればたしかに風邪っぽい。

「いや……まあ大丈夫だよ」

『ハナミズ出てるよ、ハナミズ』

「う……」

　僕は制服のポケットに手を突っこんでティッシュを探した。たしかに持ってきたと思ったが、こんなときに限ってなかなか出てこない。ずるずる鼻をすすりながら僕が焦あせっていると、

「旦だん那なっ、お困りのようですなっ」

　無む闇やみに明るい声とともに、横からポケットティッシュが差し出されてきた。

　振り返ると、制服にジャージの上着を羽は織おった小柄な女子生徒が、にこやかに微笑ほほえみながら僕を見ていた。同じクラスの大おお原はら杏あんだ。陸上部の朝練が終わったところらしい。

「あ、サンキュ」

　僕はありがたく出されたティッシュを受け取った。駅前で配っている消費者金きん融ゆうのポケットティッシュだったが、杏のカバンに入っていたせいか、かすかに甘いいい匂においがした。しかし、そのありがたみを感じる余裕もなく、僕はずびずびと鼻をかむ。

「大丈夫、智ト春モ？　風邪ひいた？」

　杏が靴くつを履はき替えながら、さっきの操緒と同じセリフで訊いてきた。

「でも昨日きのうまではなんともなかったよねえ。どうしたの？　試し験けん勉強で無理したとか？」

「いや。それが昨日は試験勉強どころじゃなくて……」

「は？」

　怪け訝げん顔がおで杏あんが見返してくる。僕はあわてて頭を振った。行き倒れの朱しゆ浬りさんを拾ったことを、杏に知られるのは色々とまずい──気がする。

「あ、だからつまり勉強が進まないって話。頭悪いからわけわかんなくて。はは……」

「……そうなの？」

　不自然に笑う僕を見上げて、杏がぱちぱちと目を瞬しばたいた。

「ふーん、だったら勉強会やる？　樋ひ口ぐちとかも誘さそって、智ト春モん家ちで。今日きようからうちの部も休みなんだよねっ」

「え、今日!?　それはダメだ、絶対ダメ」

　僕は激はげしく首を振る。杏の申し出はありがたいが、今うちに樋口なんかを連れてこられたら大変なことになる。

　杏は、あからさまに挙きよ動どう不ふ審しんな僕の反応に、むうっと目を細め、

「いや、ほら。杏たちに風か邪ぜをうつしちゃったら悪いしさ」

　僕は苦しまぎれの言いい訳わけで彼女を説得した。杏は、あー、と納なつ得とくして小さくうなずき、

「それもそっか。智ト春モも無理しないで休んだほうがいいかもねっ。あ、そのポケットティッシュは智ト春モにあげるよ。じゃあ、あたしは着替えてから教室に行くね」

「ああ、うん」

　元気よく駆かけ出していく杏を見送って、僕はぐったりと靴くつ箱ばこにもたれた。なんで僕がこんな余計な気を遣つかわなければならないのか。

　体たい調ちようが悪いのを自覚したせいか、なぜか妙に疲れてしまった。できることなら、このまま帰って寝ていたい。しかし今日は、どうしても学校でやっておかなければならない用事があった。僕は重い身体からだを引きずるようにして教室に続く階段を上った。

『もう。しっかりしなよ、智ト春モ。へなちょこだなあ』

　ふらつく僕を見て、操みさ緒おがあきれたように言ってくる。そういう自分は重力など無視して、僕の肩につかまってふわふわと浮かんでいた。さっきから僕の頭が重いのは、こいつに憑つかれてるせいではないかとも思う。

「くそ、操緒はいいよな。バカと幽ゆう霊れいは風邪ひかないしな」

『……なによ、その言い方？　そんなにつらいのなら保ほ健けん室しつで寝てたら？』

「いや、それだったら無理して学校に来た意味ないし」

　僕は苦労して階段を上りきって、自分の教室へと向かった。友人の樋口琢たく磨まの姿を探す。なぜか情報通のあの男に、黒くろ崎さき紫ゆか浬りなる人物のことを訊きこうと思ったのだ。

　始業前の教室には、六割ほどの生徒が揃そろって賑にぎやかな空気が漂ただよっていた。

　樋口は、自分の席に座って退屈そうに雑誌をめくっていた。試し験けん前まえなのに余裕の態たい度どだが、意外にも樋口は成せい績せきがいいので、焦あせる必要もないのだろう。実にうらやましい話である。こうやって人は世の中の不公平を学習していくんだろうな、と僕は思う。

　教室に入った僕に気づいて、樋ひ口ぐちはおもむろに顔を上げた。読みかけのカメラ雑誌を置いて、ちょっと驚おどろいたように目を丸くする。

「智ト春モ？　おまえ顔が死んでるぞ？　大丈夫か？」

「うん……まあ、ちょっと寝不足なだけ」

　そんな一目でわかるほど体たい調ちよう悪そうに見えるのか、と僕は軽くため息をついた。

「それより、訊ききたいことがあるんだけどいいかな。朱しゆ浬りさんのことなんだけど」

「部長代理？」

　樋口は少し怪け訝げんそうに身を乗り出し、それからポン、と手を打った。

「ああ、心配すんな。あの人が野球部のキャプテンとつき合ってるって噂うわさはデマだった。あれは野球部のキャプテンがよその学校のツレに見み栄えはって流したただのウソだ」

「……そんなの心配してないよ」

　というか、そんなロクに広まってもいない噂を気にしてるのは樋口だけだと思う。いったいどこで仕入れてきたんだそんなネタ。

「そうじゃなくて、朱浬さんの家族のことって知ってる？」

「家族って？」

「たとえば朱浬さんのお姉ねえさんか妹さんが、うちの学校にいるとかいないとか……双子かも」

「なんだそれ？　誰だれが言ってんだそんなこと？」

「いや、誰がってこともないんだけど……」

　実は本人がそう主張している、というのも、なんというか異常な話ではある。曖あい昧まいに言葉を濁にごした僕を、樋口は興きよう味みをなくしたように見つめ、

「あんな目立つ顔が二人もいたら、今ごろとっくに噂になってんだろ。なのに聞いたことないってことは、いないんじゃねえの、そんな人？」

　だよな。僕もそう思う。

「じゃあさ、黒くろ崎さき紫ゆか浬りっていう名前に聞き覚えは？」

「黒崎……紫浬？」

　樋口はめずらしく少し真剣な顔をした。なにかを思い出そうとするように、額ひたいに手をあてて考えこむ。

「知ってるの？」

「いや……どっかで聞いた気がするんだけど、気のせいかもしれん。つーか、少なくともうちの学校には、そんな名前の生徒はいないと思う」

「そうか……」

　樋口がそう言うのなら、たぶん信じていいのだろう。

「わかった。ありがとう」

　とりあえず樋口にはもう用はない。礼を言って僕は自分の席に向かおうとした。しかし僕の制服の裾すそは、いつの間にか樋ひ口ぐちにがっちりと握られている。それはまあ、こういう話の流れで、樋口が興きよう味みを抱かないということはあり得ないだろうけど。

「待った、智ト春モ。で、誰だれなんだ、その黒くろ崎さき紫ゆか浬りって女？　どこで会った？」

「いや、会ったというか、拾ったというか」

「拾ったぁ？」

「いやでも、実在するのかどうかも怪あやしいんだよ。本人がそう主張してるだけだから」

「……なに言ってんだ、おまえ？」

　樋口が不ふ審しんな眼まな差ざしを向けてくる。無理もない。僕自身、状況がよくわかっていないのだ。なにをどう説明したものか真剣に迷う。

　そのときタイミングよく予よ鈴れいがなった。朝のＳＨＲシヨートホームルームの時間である。その話はあとで、とかなんとか適当なことを言ってごまかし、僕はその場を逃げ出した。忘れないうちにもうひとつやっておきたいことがある。

「──嵩たか月つき」

　僕は机の上に荷物を投げ出し、前の席に座っている嵩月奏かなでに声をかけた。あまり他人に聞かれたくない話なので、つい不自然なくらいに声が小さくなる。

「あっ……夏なつ目め、くん……？」

　長い黒髪を揺ゆらして、嵩月奏が振り向いた。突然声をかけてしまったせいか、普ふ段だんよりも更さらに緊きん張ちようした様よう子すで目を大きく見開いたまま、

「……おはようございます」

　深々と頭を下げて挨あい拶さつする。

「あ、おはよ」

　僕もつられて頭を下げた。話を切り出すタイミングを外されるというか、あいかわらずペースのつかめない子だ。会話を仕切り直そうと僕は深く息を吐つき、その拍子に小さく咳せきこんだ。

「……風か邪ぜ？」

　心配そうに眉まゆを上げて嵩月が訊きいてきた。

「ああ、うん。たいしたことないんだけど」

　嵩月があまりにも不安げな表情を浮かべるので、僕は無理して笑ってみせた。つ、疲れる。

「それより、ちょっと頼みがあるんだよ。今日きようの放ほう課か後ご、うちに寄ってもらえないかな」

「夏目くんの家に？」

「うん。僕と操みさ緒おだけじゃ手に負えない問題が起きてて……あ、できればほかの人には内ない緒しよで」

　さっきの杏あんとの会話を思い出して、僕はさらに声を潜ひそめて付け加えた。杏の誘さそいを断っておいて嵩月をうちに呼んだ、なんてことがバレると、ますます話がややこしくなる。

「あー……わかりました」

　普通なら断られても仕方ない怪あやしげな依頼だったが、嵩たか月つきはあっさりと受け入れてくれた。

「ありがとう、助かる。詳しい事情は、うちに来てくれたときに説明するから」

　僕は胸の前で手を合わせて嵩月を拝おがんだ。ほかのクラスメイトに聞かれていなかっただろうな、と周囲を見回すと、ちょうど担任の柱はしら谷たに教きよう諭ゆが廊下を歩いてくるのが見えた。

「あっ……待って」

　席に戻ろうとした僕を、嵩月が呼び止めた。怪け訝げんに眉まゆを寄せる僕の前で、嵩月はカバンの中からポーチを取り出し、その中に入っていたものを差し出してきた。

　新品のマスクとのど飴あめだ。
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「よかったら……これ」

「え……あ、ありがとう」

　僕は、啞あ然ぜんとしながら手渡されたマスクを受け取った。たしかにこれはありがたい、が──

「……嵩月、いつもこんなの持ち歩いてるの？」

　気になったので思わず訊きいてしまう。すると嵩月は、

「保健委員だから」

　自分の胸を指さして淡々とそう言った。たしかに彼女はうちのクラスの保健委員に選えらばれていたはずだが、だけどこれって保健委員の仕事とはあまり関係ないと思う。

　そうこうしている間に柱はしら谷たにが教室に入ってきて、ＨＲが始まった。

『嵩たか月つきさんって……変わってるよね』

　僕が受け取ったマスクとのど飴あめを見下ろして、操みさ緒おが言った。

　幽ゆう霊れいのおまえが言うな、と僕は心の中だけでツッコミを入れた。




　　　　○




　授業の終わりを告つげるチャイムで目が覚めた。

　二限目の途と中ちゆうから昼休みまでの記き憶おくが、あまり残ってない。真ま面じ目めに授業を聞いてるつもりだったのに、いつの間にか爆ばく睡すいしていたらしい。

『さっきの授業から試し験けんに出す、って言ってたよ』

　まだ少し寝ぼけていた僕の耳元に、操緒がそんなことを囁ささやいてきた。

　おかげで一気に眠気が消えた。知っていたのなら起こしてくれればよかったのに。

『ん……だけど体たい調ちようが悪そうだったし、寝かせておいてあげたほうがいいのかなと思って』

「なんでこんなときだけ気を遣つかってくれるんだ……」

　僕は情なさけない表情で肩を落とした。くそ、試験前の大事な授業だったのに。

　しかし済んでしまったことで操緒に文句を言っても仕方ない。あとで樋ひ口ぐちあたりにノートを借りて、ついでに勉強も教えてもらおう。

　とりあえず今はそれよりも、抱えてるトラブルを片づけるのが先決だ。

「あれ？　智ト春モ、メシ喰くわねえの？」

　帰り支じ度たくを始めた僕に気づいて、樋口が不ふ思し議ぎそうに訊きいてくる。

「今日きようは帰るよ。先生に訊かれたらそう言っといて」

「ふうん……ま、調子悪いんなら仕方ねえな。あとで見み舞まいに行ってやるよ」

　購こう買ばい部ぶのパンの袋を握ったまま、樋口は平然とそんなことを言った。

　なんだって？

　僕はあうあうと唇くちびるを震ふるわせた。冗じよう談だんではない。鳴めい桜おう邸ていには今もまだ紫ゆか浬りさん（自称）が寝ているのだ。ましてや昨晩ゆうべ、僕がうちに彼女を泊めたなんてことが樋口にバレたら、どんな騒さわぎになるかわかったものではない。おまけに今日の放ほう課か後ごには、嵩月もうちに来てもらうことになっている。

「いい。いらない。見舞いなんて、そんな……遠えん慮りよする」

「なんだそれ？　人がせっかく気を遣ってやってんのに」

「いや、だからそれが迷めい惑わくというか……ほら、べつに家で寝てるだけだし。見舞いに来ても美人の看かん護ご師しがいるわけでもないし」

「む……そういやそうだな」

　樋ひ口ぐちがわけのわからない方向で納なつ得とくする。

『美少女の幽ゆう霊れいならいるけど』

　と操みさ緒お。いいからオマエは黙だまってろ。てか、美少女とか自分で言うな。

「ま、智ト春モがそう言うんならやめとくか」

　樋口があっさり引き下がってくれたので、僕はほっと息をついた。さっきから、ちらちらとこちらを気にしている嵩たか月つきに挨あい拶さつもできないのは申もうし訳わけないが、樋口がこれ以上余計なことを言い出さないうちにと、僕は急いで教室をあとにした。

　半日しか授業を受けていないのに、なんというか異常に疲れていた。

　できるなら本当に帰ってこのまま眠りたい。しかし僕にはやらなければならないことがまだ残っている。

「……やれやれ」

　重い身体からだを引きずって僕は渡り廊下へと向かった。その先には二年生の校舎があった。三階のほぼ中央に位置するのが、朱しゆ浬りさんの所属する二年四組の教室である。

『わざわざ確たしかめるほどのことでもないと思うんだけど』

　操緒が気乗りしないような口く調ちようで言ってくる。

「いやでも、本人があんなふうに言ってるし、とりあえず確かく認にんするだけでも」

　僕はやる気のない声で彼女を説得する。

　そもそもの問題はやはり紫ゆか浬りさん（自称）のことだった。熱ねつを出して気絶するように眠った彼女だったが、明け方にはだいぶ元気になったらしい。僕が様よう子すを見に行ったときには、すでに彼女は着替えを終えて、ものめずらしそうに部屋の中を見回していた。

　体力が回復したのは喜ばしいことだが、しかし問題は山やま積づみだった。

　なんといっても最大の厄やつ介かい事ごとは、朱浬さんが朱浬さんではなくなっていたということである。







「紫浬です」

　おかゆを作って運んでいった僕に、やはり彼女はそう名乗った。

　黒くろ崎さき紫浬。五月十六日生まれの十四歳。麻あさ波なみ中学の二年生。ペットとして飼っていた犬の名前は、まあきゅりー号。それが彼女が語ってくれた記き憶おくのすべてだった。

「あの……朱浬さんのことは覚えてないんですか？」

　おそるおそる僕が訊きいてみる。すると彼女からは、

「誰だれですか、それ？」

　そんな素そっ気けない言葉が返ってきた。いや、誰ですか、と言われても。

「それに、お兄にいさんは誰ですか？　どうしてわたしを助けてくれたんです？」

　いつもの朱浬さんと同じ、おっとりした口調でそんなことを訊かれても返事に困る。

「夏なつ目め智とも春はるですけど。後こう輩はいの……あの、いつもお世話になってます」

「トモハルさん？　後輩って……うちの中学の？」

「いえ、高校です。後輩というのは、つまり洛らく高こうの科か學がく部ぶの」

「高校生なのにわたしの後輩なんですか？」

　目を大きく瞬またたいて、紫ゆか浬りさんが訊きき返してきた。演技だとしても反応が少し不自然過ぎるというか、そのせいで逆にもっともらしくも感じられる。言こと葉ば遣づかいやちょっとした仕し草ぐさが、妙に幼いのも気がかりだ。本気で自分が中学生だと思っているような態たい度どである。

　その紫浬さんが、ほんの少し声を潜ひそめて僕に尋たずねてくる。

「あと、そちらのちょっと透すけてて浮かんでる人は……」

　彼女が見ているのは、もちろん操みさ緒おのことだった。

「操緒は、まあなんて言うか……見てのとおり幽ゆう霊れいなんですけど」

　どうも、と操緒が複ふく雑ざつな表情で頭を下げた。朱しゆ浬りさんは、あわてて自分からも会え釈しやくして、

「はあ、幽霊」

　べつに驚おどろきもせずにそう言った。ほっとしたように胸を撫なで下ろす。

「よかった……私だけにしか見えなかったら、どうしようと思いました」

「はあ」

　そういう問題なのか、と僕は思った。

　それはともかく今の紫浬さんは、僕の制服のワイシャツだけという服装で、その下はたぶんパンツ一枚きりである。Ｔシャツやパジャマがわりのジャージなども用意してあったのだけど、遠えん慮りよして使わなかったらしい。

　紫浬さんと僕の身長はほとんど同じくらいなので、シャツの丈たけはかなり際きわどい長さになっていて、目のやり場を探すのにちょっと苦労する。わざとやっているんじゃないかと思うほどのギリギリ感だ。

　それよりなにより、あの朱浬さんが白い服を着ている、という事実に、激はげしい違和感を覚えて落ち着かない。

「あのですね、朱……紫浬さん」

　とにかくこのままではラチがあかない。馬ば鹿か馬ば鹿かしくても、最初から順を追って説明することにする。

「はい？」

「驚かないで聞いて欲しいんですけど」

「はあ」

「今のあなたは中学生なんかじゃなくて高校二年生で、僕の先輩なんです。だからつまり紫浬さんは紫浬さんが思ってる紫浬さんじゃなくて……」

「──逆ぎやつ行こう健けん忘ぼう、ですよね？」

　紫ゆか浬りさんが、ぽつりと言った。は？

「……なんですか、それ？」

「いわゆる記き憶おく喪そう失しつの一種です。強いショックを受けたときに、それ以前の一定期間の記憶をなくしてしまうというやつなんですけど。昨日きのうお風ふ呂ろで鏡かがみをみたときに、もしかしたらと思ってたんですけど」

「うーん……記憶喪失……」

　なにか強いショックを受けて、過去三年間くらいの記憶がなくなってしまった、ということか。まったくあり得ない話ではないが、今の紫浬さんの様よう子すを見ていると、単なる記憶喪失というのとは少し違う気がする。そもそも記憶がなくなったからといって、別人の名前を名乗るというのもおかしな話だ。

『どっちかっていうと多重人格とか、そんな感じだよね』

　操みさ緒おが僕の気持ちを代弁するように言った。

「多重人格……解かい離り性せい同一性障害なんですか、わたし？」

　紫浬さんが、自分の胸元を見下ろして不ふ思し議ぎそうにつぶやいた。

　そういう難なん解かいな単語がすらすら出てくるところは朱しゆ浬りさんと同じだが、言葉の印象がやはり違う。いつもの朱浬さんは根拠のない自信に満ちあふれていてマイペース。紫浬さんはそれよりもだいぶ控えめで、どこか危あやうい気配けはいがある。

　ただの女子高生として評価するなら、正直、今の彼女のほうが可愛かわいらしい。が、可愛らしい朱浬さんというのは、なんだか少し不気味でもあった。

『黒くろ崎さき朱浬って名前に聞き覚えはないの？』

　操緒が紫浬さんを問い詰める。紫浬さんは少し考えて首を振った。

「いえ……全然」

　どういうことだ、と僕と操緒は顔を見合わせた。

「やっぱり多重人格なのかな？　べつの人格だった時期の記憶は残ってないんだよ。きっと」

『んー……だけど思い出したくない過去を封印しているだけって可能性もあるんじゃないかな。名前とかの細かいところは、辻つじ褄つまを合わせるために記憶の一部を改かい竄ざんしてるんだよ』

　ひそひそと小声で、僕たちは勝手な仮説をでっち上げてみる。

「あの……すいません。聞こえてますけど」

　紫浬さんが困ったように手を挙あげて言った。

「それに、こうも考えられませんか？　わたしとその朱浬さんという人は、やっぱり実はよく似ているだけの他人だったって」

「他人？」

　いやいやいや、と僕と操緒は首を振る。ないない。それはほとんどあり得ない。

「あのですね、紫浬さんは実は普通の人間ではないんです」

「は？」

　紫ゆか浬りさんは、怪け訝げんそうに目を細めて僕を睨にらんだ。まったく当然の反応だが、それが事実なんだから仕方ない。

「ちょっとこれを思いっきり握ってみてください」

　僕が差し出したのは、部屋の隅にころがっていた木ぼく刀とうだった。困こん惑わくした顔のまま、紫浬さんはそれを受け取り、

　みしっ。

　その瞬しゆん間かん、紫浬さんの手の中であっさりと木刀はへし折れた。

　ぐちゃぐちゃにささくれた木刀の断面を見つめて紫浬さんは言う。

「えーと……これって、新しい手品グッズですか？」

「違います」

　そんなわけあるか、と僕は嘆息する。

「修学旅行の土産みやげ物もの屋で買ったやつですけど、本物の木刀です」

「えっ、じゃあ腐ってたのかしら？」

「違いますよ。昨日きのううちの風ふ呂ろ場ばを壊こわしたときと同じじゃないですか。朱しゆ浬りさんは普通の人間ではなくて、身体からだのあちこちを機き械かい化かした機き巧こう化か少女なんです」

「はあ……機巧化少女、ですか」

　紫浬さんは半信半疑といった様よう子すで、折れた木刀をもう半分に折った。残った部分をさらにポキポキと折っていく。

　もしかしてショックを受けているのだろうか、と僕は少し不安になったが、紫浬さんは特に落ちこんだ様子もなく、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげて言った。

「なんでそんなことになっちゃってるんでしょう？」

「いや、それは僕らの口からはなんとも」

　飛行機事故に巻きこまれた、と朱浬さんは前に言っていたが、そういえばなぜ彼女が僕たちと同じ外国行きの飛行機に乗っていたのか、詳しい事情は僕も知らない。

「そうですよね……すみません」

　紫浬さんは僕を問い詰めるでもなく、あっさり納なつ得とくして引き下がった。

「でもわたし、本当に朱浬さんという人のことは覚えてないんです。実はそれ以外のこともあんまり……家族や自宅の住所とかも」

　さすがに不安そうにつぶやいて、紫浬さんは目を伏せた。

　僕は腕を組んで考えこんだ。外傷がたいしたことないので油ゆ断だんしていたが、記き憶おく障害ということになると、どう考えても僕たちの手には負えない。

「やっぱり専門の医者に診みてもらったほうがいいのかな？」

　操みさ緒おに向かって僕は訊きいた。多重人格うんぬんはともかくとして、もしも脳に異常があったりすると、ヘタすれば命に関かかわる重大事である。

『あたしたちが決めるより、朱しゆ浬りさんの家の人に相そう談だんしたほうがいいんじゃない？』

　操みさ緒おが冷静に指摘した。なるほど。言われてみればそのとおりだ。

　保険証とか診察料金の問題もあるし、それに娘が無断外泊したことで、彼女の家族が今ごろ心配しているかもしれない。

　とはいえ、その家族のことを思い出せないから紫ゆか浬りさんも困っているわけで、

「わかりました」

　僕はため息混じりにそう言った。面めん倒どうだが、このまま別人みたいになった朱浬さんをうちにいつまでも置いておくわけにもいかない。

「学校に行って朱浬さんのことを調しらべてきます。自宅の住所とかご家族のこととか。朱浬さんのクラスの人や部の顧こ問もんの先生に訊きけば教えてもらえると思うし」

「そうですか……あの、わたしはその間どうすれば……」

　紫浬さんは少し安心した様よう子すで息を吐ついた。

　それからちょっと困ったように、洗せん濯たくを終えて干ほしてある自分の服を見上げた。

　さすがに今の際きわどい服装のまま外に出すわけにはいかないし、記き憶おくをなくした彼女を学校に連れていっても僕の苦労が増えるだけだ。

「とりあえず、このままうちにいてください。家の中のものは自由に使ってもらって構いませんけど……くれぐれも力加減を間違えないように！」

　そう言い残して僕は登校の準備を始めた。そして鳴めい桜おう邸ていの玄関を出る直前、

「あ、トモハルくん……」

　見送りに来た紫浬さんに呼び止められた。なんでしょう、と振り向いた僕の胸元に、彼女はそっと手を伸ばし、

「ネクタイ、曲がってます」

　おっとりした表情で微笑ほほえんで、僕の制服のネクタイを直してくれる。

『…………』

　それを見て操緒はこめかみをピキピキと引きつらせていたが、僕は紫浬さんの怪力で首を絞められるのではないかと生きた心地ここちがしなかった。

　まあ、そんな感じで。

　こうして僕は学校に出てきて、そして昼休みを迎えたのだった。







『で、これからどうするの？』

　二年の校舎にたどり着いたところで、操緒に訊かれて僕は途と方ほうに暮れた。

　ここに来たいちおうの目的は、朱浬さんに関する情報を集めることである。朱浬さんの家族構成や仲の良い友人のことや、できれば彼女がここ何日か学校を休んでいた理由がわかれば申し分ない。

　しかし、そんなことを誰だれに訊きけばいいのか見当もつかない。今さらながら僕は自分が、朱しゆ浬りさんについてなにも知らなかったのだと思い知らされる。考えてみれば、僕は朱浬さんが普ふ段だんどうやって通学しているのかということさえ知らないのだ。

「とりあえず四組の教室に行ってみるよ」

　僕はそう言って歩き出した。いちおう朱浬さんは科か學がく部ぶの部長代理でもあるわけだし、下級生の部員が彼女を訪ねていっても、奇異な目で見られることはないだろう。

　もっとも朱浬さんがクラス内で変人扱いされていればもちろんその限りではなく、その可能性が完全には否定できないのがつらいところである。

　昼休みということで大勢の生徒が廊下を行き来しており、今のところ僕の存在を気にしている人はいない。朱浬さんの教室の前にたどり着いて、僕はこっそりと中の様よう子すをうかがった。

　なるべく声をかけやすそうな生徒を捜さがす。話の内容からしても、女子のほうがいいだろう。

「操みさ緒お、カンでいいからさ、朱浬さんと仲の良さそうな人ってわからないか？」

『ええっ……そんなのわかんないよ。女の子同士の力関係って複ふく雑ざつなんだから』

　不満そうに言いながらも、操緒は、教室の壁かべをすり抜けて中の様子を見に行った。そしてすぐに、いやああっ、と甲かん高だかい悲鳴を上げて戻ってくる。

『出た！　出たよ、智ト春モっ！　あいつ、また！』

「あいつ……？」

　僕は怪け訝げん顔がおで操緒の視し線せんを追った。そして、危うく出かかった悲鳴を吞のみこんだ。

　廊下に一人の少女が立っていた。

　洛らく高こうの女子生徒ではない。私服を着ている。全身を豪ごう華かなフリルで覆おおった純白のドレス。

　そして彼女の爪つま先さきはわずかに宙に浮き、その身体からだはうっすらと透すけていた。操緒と同じタイプの幽ゆう霊れい──副葬処女ベリアル・ドールの射しや影えい体たいだ。

「あ、哀あい音ねさん……？」

　僕は射影体の名前を呼んだ。彼女は機巧魔神アスラ・マキーナ《翡ヒ翠スイ》の副葬処女ベリアル・ドール。演操者ハンドラーは第一生徒会会長、佐さ伯えき玲れい士し郎ろうその人である。

『なによっ、やる気!?』

　操緒が僕の前に立って、猫のように髪を逆さか立だてて身構えた。以前に《翡ヒ翠スイ》とやり合って、操緒は危うく消滅させられかけたことがあるのだ。それ以来、彼女は佐伯兄あにたちのことを露ろ骨こつに嫌っている。もちろん僕だって彼らの相手はあまり得意ではない。

『…………』

　しかし操緒の挑発を気にした素そ振ぶりもなく、哀音は無言で教室の中を指さした。

　つられて僕も、彼女が指し示す方角を振り向いた。すると一人の男子生徒と目が合った。白を基き調ちようにした改造学生服の少年だった。佐さ伯えき兄あにである。

「なんの用だ、夏なつ目め智とも春はる？」

　教室から出てきた佐伯兄が、僕に声をかけてくる。

「なんの用って……会長さんこそなんでこんなところにいるんです？」

　警けい戒かいしながら僕は訊きいた。いくらなんでも、僕がここに来るのを待ち構えていたというわけではないだろう。もしかして、彼も朱しゆ浬りさんのことを調しらべているのだろうか。

　しかし佐伯兄は、気き障ざったらしく前髪をかき上げて、

「生徒会長といえども生徒の一人にはかわりないからな。昼休みに自分の教室にいたとしてもべつに不ふ思し議ぎはないだろう？」

「え？　自分の教室って……会長さん、まだ二年生だったんですか？」

「……意外そうだな？」

「あ、いえ。この時期の生徒会長って、てっきり三年生がやると思っていたもので」

「そうだな。本来は三年生がやるべきなのだが、事情があってな。黒くろ崎さきはなにも教えてくれなかったのか？」

　佐伯兄は、僕をはぐらかすようにそんなことを言う。

　ていうか、あんた、朱浬さんと同じクラスだったのか。そっちのほうが驚おどろきである。二人であんな派は手でな銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げておいて、どんな気分で一いつ緒しよに授業を受けているのだろう。やはりこの人たちの感覚はどっかズレている。

「すみません、その朱浬さんのことなんですけど……」

　僕はおそるおそる話を切り出してみる。

　どちらかといえば彼は科か學がく部ぶの敵だが、ほかにアテもないことだし、この際、佐伯兄に話を訊いてみるのもいいだろう。性格的にウソとか細かい駆かけ引きは苦にが手てそうだし、ある意味、信用できる相手ともいえる。

「黒崎か。あの女、今週は学校に出てきていないようだが……なにを企たくらんでいる科學部？」

「いえ、べつになにも……ほら、僕らも試し験けん前まえですし、部活も休みで」

「ふむ」

　納なつ得とくしたのかどうか微妙な反応を見せて、佐伯兄は話の続きを促うながした。

「それでですね、あの、朱浬さんと仲のいい友人がいたら、誰だれか紹介してもらえませんか？」

「……黒崎の友人？」

　佐伯兄ははっきりと不ふ審しんそうな表情を浮かべた。

「そんなものは黒崎本人に訊けばいいだろう？」

　実にごもっともな意見である。とはいえ、その本人が覚えていないと言っているから、僕がこんな苦労しているのだ。しかし朱浬さんが記き憶おくをなくしている事実を、佐伯兄に教えるわけにはいかない。

『──プレゼントをあげたいんですよ』

　そのとき操みさ緒おが僕の肩越しにそう言った。なんのことだ、と僕が戸と惑まどう暇ひますらも与えず、

『朱しゆ浬りさんに内ない緒しよでこっそり用意したいんですけど、どんなのがいいかわからなくて。それで朱浬さんのお友達に相そう談だんしようと思って来たんです』

「……なるほど」

　佐さ伯えき兄あにはあっさり信じたようだった。

　彼に気づかれないように、操緒がちらりと舌を出す。適切なフォローだったのは認めるが、よくもまあそんなにすらすらとウソが出てくるものだと、僕はあきれた。

「事情はわかったが、しかし知らんな。黒くろ崎さきの交友関係になど興きよう味みはない」

「はあ……」

　まあ、当然といえば当然の答えが返ってきた。そしてさらに、

「プレゼントなら服にしておきたまえ。白のコートがいいだろう。あの女の黒ずくめの恰かつ好こうは、前々から正視に耐えんと思っていたところだ。今すぐ佐伯家お抱えの業者にオーダーさせるが、予算の額がくはいかほどだ？」

「は？　あの、いえ……そういうことなら、ほかをあたりますんで」

「夏なつ目め智とも春はる……？」

　失礼します、と僕はあわてて逃げ出した。ため息をつきながら横目で操緒を睨にらむ。佐伯兄が余計なお節せつ介かいを焼いてくれたせいで、話が変な方向にこじれてしまった。これではほかの生徒をつかまえて聞きこみすることもできそうにない。

「おまえが中ちゆう途と半はん端ぱなウソつくから──」

『なによ。だったら智ト春モが言いい訳わけを考えればよかったでしょ』

　小声で文句を言い合いながら、僕たちは早足でその場を離はなれようとする。それを佐伯兄が追ってきた。

「待て、夏目智春──忠告がある」

　生徒会長なんかをやってるだけあって基本的に世話焼きな人なんだよな、と思う。プレゼントの話ならべつにもう結構なんですが。

「別件だ。黒崎にも伝えておいたほうがいいだろう──商連合が動いているぞ」

「商連合？」

　聞き覚えのある名前だな、と少し考えて思い出した。洛らく高こうに存在する三個の公認生徒会のひとつ。第二生徒会──巡礼者商連合。

「あの……それって、なにかよくないことでもあるんですか？」

　動くもなにも高校の生徒会が決められた活動を行うのは、ある意味、当然のことだと思う。しかし洛高の生徒会というのは普通の存在ではない。彼らがいかに非ひ常じよう識しきな連中かということを、僕もそろそろ理解し始めていた。

「よくないといえば、よくないな。巡礼者商連合は中立勢力で、それ自体は決して悪ではない。が、しいて言えば、やつらはタチが悪い」

「はあ……」

　佐さ伯えき兄あににまでそんなふうに言われてしまうのだから、よっぽどタチが悪いのだろう、と思う。朱しゆ浬りさんは以前、彼らは敵でも味方でもないというようなことを言っていたけれど。しかし実際のところ、彼らがどういう団体なのか、僕にはよくわかっていないのだ。曲がりなりにも公認生徒会を名乗るくらいだから、そんな邪悪な連中ではないと思いたいが。

「忠告というのはそれだけだ。商ヤ連ツ合ラが、科學部キミたちや科学狂会ダーク・ソサエテイと本気でやり合うとは思えないが、今のところやつらの目的がわからない。せいぜい気をつけろ、と伝えてくれ」

　それだけ言うと佐伯兄は、哀あい音ねを連れて自分の教室へと戻っていった。

　僕と操みさ緒おはそれを見送り、二人で同時にため息をついた。

『ふーん、なんかヤな感じ』

　操緒がぽつりと感想を漏もらす。同感だ。

　そのとき僕の脳のう裏りに浮かんでいたのは、朱浬さんがどっかから持ってきた謎なぞのアタッシュケースのことだった。




　　　　○




　昼休みはまだ半分ほど残っていたので、僕はその足で化学準備室に向かった。

　不用心なことに、鍵かぎは開けっ放しになっていた。作業机の上に食べ終えたカップ麵めんの容器が置かれている。おそらく科學部顧こ問もんの市いち原はら教師の昼食の痕こん跡せきなのだろう。

　部屋の中に市原の姿は見あたらない。たぶん食後の一服とやらで、喫きつ煙えん室しつにでも行っているのだと思う。

　僕は勝手に市原の机をあさって、一冊のファイルを引っ張り出した。今年の科學部員の住じゆう所しよ録ろくだ。入院中だという部長の欄らんは空白のままになっており、その下に朱浬さんの住所が書かれている。

『綾あや島しま町ちようか……バス通学だね』

　僕の頭越しに住所録をのぞきこんで、操緒が言った。

　朱浬さんの家は意外にも繁はん華か街がいのほぼド真ん中にあった。学校からだとバスで二、三十分といったところだろう。古い酒場やクラブなどの多い、どちらかといえば騒そう々ぞうしい地区だった。

　治安もそれほどよくないので、高校生が夜中に一人で出歩くような場所ではないといわれている。

『どうする？　行ってみる？』

　僕の顔を見て操みさ緒おが訊きいてきた。

「ま……この時間帯なら危あぶなくはないよな」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいて、僕はファイルを元の場所に戻した。説明するのが面めん倒どうなので、市いち原はらが戻ってくる前に出て行くことにする。

　学校前のバス停にたどり着くと、すぐに綾あや島しま方面行きのバスがやって来た。

　一人ぶんの料金を前払いして車内に乗りこむと、僕の肩にくっついた操緒が、微笑ほほえみながら運転手に会え釈しやくした。

『ちょっと申もうし訳わけない気がするんだよね、タダ乗り』

　小さく舌を出して操緒が言う。意外にそういうことを気にするタイプなのだ。しかしそんなことを言われても、幽ゆう霊れいのぶんのバス代を払うような余裕は僕にはない。というか、そもそも僕が操緒のぶんまでバス代を出してやる義理もないのだが。

　そう言うと操緒はため息をつき、

『甲か斐い性しようなしだよね、智ト春モって』

「…………」

　あちこち動き回ったせいで、また少し体たい調ちようが悪化したようだった。けほけほ、と軽く咳せきこみながら、二十分くらい眠れるかな、とバスの座席にもたれかかった僕に、

『ねえ、紫ゆか浬りさん、置いてきちゃったけど平気かな？』

　情なさけ容赦なく操緒が話しかけてきた。

　そういうことを指摘されると、いきなり不安がぶり返してくる。今け朝さの彼女の様よう子すなら、身体からだのほうは大丈夫だと思うのだが、

「どっちかといえば、家の中のほうが心配だよ」

　破は壊かいされた風ふ呂ろ場ばのことを思い出して、僕はげんなりした気分になった。どうやら今の紫浬さんは、自分の身体をうまくコントロールできないでいるらしい。水道管を壊こわす程度ならまだいいのだが、家の中でミサイルを暴ぼう発はつされたりした日には笑い話では済まされない。

『それはそうと、朱しゆ浬りさんの家族ってどんなんだと思う？』

「え？　いや、考えたこともなかったけど……」

　朱浬さんの私生活というものが、僕にはいまだに想像できない。案外どこかのいいところのお嬢じよう様さまだったりするのかもしれないし、意外に平凡な家庭で育っているという可能性もある。

『嵩たか月つきさんのお父さんみたいなのがまた出てきたりして』

　操緒が、意地悪く微笑みながら言った。やめてくれ、と僕は顔をしかめた。嵩月のオヤジさんというのは、つまり黒くろ塗ぬりのベンツを乗り回している強こわ面もてのオッサンだ。これ以上、あの手の人種に知り合いが増えるのは、ちょっと勘弁して欲しい。

　そんな会話をしているうちに、バスは目的地へと到着した。結局一睡もできないまま、僕は前よりも疲れた気分でバスを降りた。

　昼間の綾あや島しま町ちようは人通りも少なく、どこか寂さびれたような印象があった。

　このあたりは古くから外国人居住者が多かった地区で、街並みも外国映画に出てくるような石造りの昔の高い建物が多い。並んでいる建物の三軒に一軒くらいは酒場である。それも日本風の居酒屋などではなく、男おとこ臭くさいショットバーやパブが中心だ。革ジャンを着た荒くれ男どもが、酔っぱらって喧けん嘩かしてそうな店ばかりである。

『ほんとにこんなところに朱しゆ浬りさんが住んでるの？』

　きょろきょろと周囲を見回しながら、操みさ緒おが言った。

「住じゆう所しよ録ろくに書いてあったのは、たしかにこのあたりだったんだけど……これだ、五丁目八番地」

　壁かべに刻まれた標ひよう識しきを確かく認にんして、僕はゆっくりと建物を見上げた。

　周囲の景色に溶けこむように、尖とがった屋根がひっそりと建っていた。

　こぢんまりとした古い建物だ。屋根の上には控えめに木製の十字架が飾ってある。

『教会……？　ここに朱浬さんが住んでるの？』

　操緒が驚おどろいたように目を丸くしていた。

　僕は呆ぼう然ぜんとその古い教会を見つめていた。なんというか、騙だまされているような気分だった。

　こんな場所に教会があることも驚きだが、朱浬さんが教会の娘というのがなによりも意外だ。普ふ段だんの彼女の言動は、信仰心なんかとはほど遠い感じなのに。

『もしかして朱浬さんが髪を短くしているのって、尼に僧そう服ふくに合わせるため？』

　自問するように操緒がつぶやいた。それってあまり関係ないような気もするが、彼女に尼僧服がよく似合うのは素直に認めてもいいだろう。外見だけだけどな。

「べつに教会に住んでるからってシスターとは限らないと思うんだよ。ここが朱浬さんの家と決まったわけでもないし」

『でも、住所録にはこの教会の住所が書いてあったんでしょ？』

「そうだけど……」

『入ってみよ』

「え？　おい、待てよ」

　僕の返事を最後まで聞かずに操緒は教会の中へと入っていった。もちろん扉とびらをすり抜けてだ。幽ゆう霊れいのくせに少しは遠えん慮りよしろよ。教会だぞ。

「あの、すいません！」

　仕方なく僕も教会の扉を叩たたいた。鍵かぎはかかっていなかったらしく、少し力を入れると扉は簡かん単たんに開いてしまった。こういうとき、なんと声をかけていいのか迷う。お邪じや魔まします、というのも場違いな感じだし。

「失礼します」

　木製の扉とびらを軋きしませて、僕は教会の中へと入っていった。

　学校の教室くらいの大きさの、落ち着いた雰囲気の礼拝堂だ。天てん井じよう近くのバラ窓を透すかして、色づいた午後の陽ひ射ざしが射しこんでいる。

『なんか、可愛かわいらしい教会だよね』

　操みさ緒おが吞気のんきな感想を漏もらす。

　教会の建物は古びていたが、たしかに温かい感じの場所だった。外国の絵本に出てきそうな雰囲気だ。高価な祭具などは置かれてないが、隅々まで丁てい寧ねいに手入れされている。

『見て、智ト春モ！』

　操緒が僕の名前を呼んだ。勝手に礼拝堂の奥まで進んでいって、操緒は写真をのぞきこんでいた。柱の陰に設けられた壁へき龕がんに、小さな写真立てが飾られていたのだ。

「これって……」

　写真立てに収められていたのは、それほど古くない記念写真だった。

　中学の制服を着た朱しゆ浬りさんが、小柄な老人と一いつ緒しよに写っている。朱浬さんの髪は今よりも短く、顔立ちは少し幼かった。そして老人が身につけているのは神父の服装だ。

『やっぱり朱浬さんがここに住んでる、ってことだよね？』

　操緒が念押しするように訊きいてくる。どうやらそういうことらしい。するとこの神父さんは、おそらく朱浬さんのお祖じ父いさんなのだろう。

　だとしたら今ごろ、帰ってこない朱浬さんのことを心配しているのではないだろうか。

「あの──すいません。誰だれかいませんか？」

　僕は声を大きくして、礼拝堂の奥へと呼びかけた。その声は静かな礼拝堂の中で、自分でも驚おどろくくらい大きく響ひびいた。しかし返事は聞こえない。

『裏口に回ったほうがいいかも』

　操緒が僕の耳元に囁ささやきかけてくる。

「裏口？」

『そうだよ。いくら神父さんだって、べつに礼拝堂に寝泊まりしているわけじゃないでしょ？』

　なるほど。そりゃそうだ。教会の裏側あたりが自宅になっていると思うのが普通だろう。

　納なつ得とくして僕はいったん礼拝堂を出ようとした。そのとき、

『…………』

「えっ？」

　誰かに呼び止められたような気がして、僕はあわてて振り返る。

　礼拝堂の祭さい壇だんの上──ステンドグラス越しの光の中に、一いつ瞬しゆんだけ少女の姿が浮かび上がったように思えた。髪の長い綺き麗れいな子だ。

　しかし僕が意い識しきしたときには、その少女の姿は消えていた。幻げん覚かくだったのか、それともただの目の錯さつ覚かくだったのかわからない。ただ彼女の美しい横顔が、鮮せん烈れつに目の奥に焼きついている。

『どうしたの、智ト春モ？』

　ぼんやりと立ち尽くす僕に気づいて、操みさ緒おが怪け訝げんそうに声をかけてきた。そして驚おどろいたように目を瞬またたく。

『あれっ……？』

　操緒が見ていたのは祭さい壇だんの端はし。オルガンにもたれるようにして立っていた人ひと影かげだった。

　さっき僕が見た髪の長い少女とは別人だ。男物の服を着て、背せ格かつ好こうが僕に少し似ている。

　少年のような髪型をしていたが、しかしその人物は女性だった。おそろしくハンサムな少年のような少女である。いつから彼女が礼拝堂にいたのか、この瞬しゆん間かんまで僕はまったく気づいていなかった。
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「やあ」

　僕と目を合わせて、彼女は微笑ほほえんだ。

　男っぽく構えた口く調ちようだったがその声は間違いなく女の子のもので、中性的なその笑え顔がおが、奇妙に魅み力りよく的てきだった。彼女の笑顔に視し線せんを吸い寄せられたまま、僕は心しん臓ぞうが激はげしく脈打つのを感じた。あれ、と自分でも少し戸と惑まどう。なんだ、この感情は。

「──この教会に、なにか用？」

　人ひと懐なつこい口調で彼女が訊きいてきた。突然の質問に、僕はわけもなく焦あせりながら、

「あの……神父さんにお会いしたかったんですけど、この教会の方ですか？」

　声を上うわ擦ずらせて訊きき返す僕を、彼女は少し面おも白しろそうに眺めていた。しかし、

「違うよ。この教会にはもう誰だれもいない」

　軽く突き放すような口く調ちようでそう言った。僕は軽く混乱した。

「誰もって……神父さんはいらっしゃらないんですか？」

「少し前に亡くなったって聞いてる。だいぶお年を召されていたようだからね」

　彼女は軽く肩をすくめた。

「──教会の土地と建物は、彼の娘さんが管理しているみたいだけど」

「娘さん？」

「その写真に写っている子だよ。たぶん養女ではないのかな。三年くらい前に、ふらりとここに現れたそうだよ」

「三年前……」

　僕は動どう揺ようを隠かくせなかった。三年前といえば、僕たちが巻きこまれた飛ひ行こう機き事故の年だ。

　その事故で僕は死にかけて、操みさ緒おは幽ゆう霊れいになり、そして朱しゆ浬りさんは身体からだの一部を機械に置き換かえなければ助からないほどの重傷を負った。

　しかも今の話を総合すると、朱浬さんの過去を知っている人は、本人以外もう誰もいないということではないのか。写真の神父さんが亡くなっている、というのが特に痛い。

　ところで、そんなことを知っているあんたは何者だ？

「あの、あなたは？　教会の人じゃないって言ってましたけど……」

「ボクは懺ざん悔げのために立ち寄っただけだよ。たまたま近くに用があったからね。誰もいないと思っていたから、勝手に使わせてもらっていたのだけど」

「懺悔？」

　それで彼女は気配けはいを消していたのか。懺悔中だったから？　無信心な僕にはピンと来ないが、そういうこともあるのかもしれない、とは思う。

「もしかして、邪じや魔ましちゃいました？」

　だとすれば少し申もうし訳わけない気がする。僕はべつに教会に用があったわけではないからだ。

「気にしなくていいよ。無断で入ってきたのはお互い様だから」

　クールな表情を浮かべて彼女は言った。彼女が男なら単に「恰かつ好こういい」で済ますところだが、整ととのった少女の顔立ちをしているせいで、不ふ思し議ぎな魅み力りよくが感じられた。なぜか視し線せんが惹ひきつけられてしまう。

　なんとなく落ち着かない気分を感じて、とりあえずこの場を離はなれようと思った。朱浬さんの家族がいないのなら、ここにはもう用はない。

「じゃあ僕たちはこれで」

「僕たち……？」

　彼女が不思議そうにつぶやいた。

　しまった、と僕は顔をしかめた。動どう揺ようしていたせいで口が滑った。操みさ緒おの姿は普通の人には見えないのだった。

　突っこまれたときになんて言いい訳わけしよう、と焦あせったが、彼女はあまり気にした様よう子すもなく、

「待った。きみ、洛らく高こうの生徒だろ。名前は？」

「え？」

　涼しげな瞳ひとみで見つめられて、僕は柄がらにもなくどきりとした。

「夏なつ目めですけど……夏目智とも春はる」

「ボクは雪すすぎ原はら瑤よう──無理に覚えてくれなくてもいいけどね」

「あ、はあ」

　そんなことを言われたせいで、余計に印象に残ってしまった。たぶんしばらくは忘れないと思う──ススギハラヨウ。

「さようなら、夏目くん」

　扉とびらを開けて出て行く僕の背中に、瑤は歌うような声こわ音ねで言った。

　教会を離はなれてからもしばらく、彼女の声は僕の耳に残っていた。胸の奥がズキズキと疼うずく。頰ほおが火ほ照てっているような気がして、操緒の顔が真まっ直すぐに見られない。いったいなんなんだ、この感覚は。

『うー……なによあのオトコ女。なんか恰かつ好こうよすぎて、ヤな感じ！』

　そして操緒はなぜか、ということもなく、しばらくプリプリと怒っていた。
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　　　三章







　帰りのバスに乗っている間、僕はうつむいて考え続けていた。

　調しらべれば調べるほど、朱しゆ浬りさんのことがわからなくなっていく。

　瑤ようと名乗ったあの少女は、朱浬さんが神父の養女だと言っていた。だが、それが本当なのかどうかはわからない。朱浬さんの本当の両親はどこにいるのか。そして、どうして誰だれもいない教会に一人で暮らしているのか。うちの兄貴や、彼女の背はい後ごにある王ロイヤ立ル・ダ科学ーク・ソ狂会サエテイとかいう組そ織しきとの関係。そして、ここ数日間の謎なぞめいた行動も──

　結局、朱浬さんの目的はいったいなんだというのだろう。ただの黒科学マニアの女子高生だと思っていたのだけれど、どうやらそんな単純な話ではなさそうだ。

「……頭イタくなってきた」

　市営バスの固い座席に沈みこんで、僕はぐったりとつぶやいた。本気で熱ねつが出てきたような気がする。まったく、中間テスト前の忙いそがしい時期に、なんでこんなことに頭を使わなければならないのだ。

『んー……なんか調ちよう子し悪いなあ』

　めずらしくそれまで黙だまりこんでいた操みさ緒おが、自分の掌てのひらを見つめてそう言った。身体からだの具合を確たしかめるように、手を握ったり開いたりする。その指先が時折ノイズ混じりのテレビのようにブレる瞬しゆん間かんがある。心なしか色素の薄うすい彼女の身体が、いつもよりさらに透すけている気がした。

「み、操緒!?　大丈夫なのか、それ？」

　僕は驚おどろいて声を上げた。乗客の少ないバスの中でその声は異様に大きく響ひびき、運転手がミラー越しに怪け訝げんな視し線せんを向けてきた。僕は引きつった笑えみを浮かべてごまかす。

『んー……操緒はべつに平気なんだけど。調子悪いのは智ト春モじゃないの？』

「え？」

『ほら、前に朱浬さんに言われたでしょ。射ア影タ体シは演操者トモの脳を端末みたいに使って、この幽ゆう霊れいみたいな身体を映し出してるんだって』

　そういえばそんなことを言っていた。演操者ハンドラーの脳内には、副葬処女ベリアル・ドールと交信する回路のような術式が施ほどこされていて、それを介して機巧魔神アスラ・マキーナを制御しているのだとかなんとか。

「あ、もしかして風か邪ぜのせい？」

　僕が熱を出したせいで、操緒を実体化する機き能のうに影えい響きようが出ているということか。原始的というかシンプルというか、そんな単純な理屈で大丈夫なのだろうか。

『わからないけど、とにかくうちで安静にしてたほうがいいんじゃない？』

「そうする……」

　僕は一いち抹まつの不安を感じながらうなずいた。まさかちょっと熱ねつが出たくらいで、演操者ハンドラーとしての機き能のうに支障が出るとは思わなかった。もしもこんな状じよう態たいで僕の《[image: ]クロ鐵ガネ》がまた暴ぼう走そうを始めたりしたら、どんな大惨事になるかわかったものではない。

　鳴めい桜おう邸ていに最も寄よりのバス停が近づいてきた。僕が降車ブザーを鳴らすと、運転手やほかの乗客が一斉に安あん堵どの表情を浮かべた。見るからに顔色が良くない上に、ぶつぶつと独ひとりごとをつぶやいている怪あやしい乗客だと思われていたのかもしれない。

　ため息をついて僕はバスを降りる。

　時間は四時を過ぎたあたりだった。もう少し待っていれば嵩たか月つきがうちに来てくれる。彼女に事情を説明して、紫ゆか浬りさんの世話を任せてしまえばいいだろう。

『なんか厄やつ介かい事ごとを押しつけようとしてない？』

　操みさ緒おが痛いところを突いてくる。

「たしかに悪いとは思うけど、仕方ないだろ。僕一人でこれ以上、紫浬さんの面めん倒どうを見るのは無理だって。紫浬さんだって女同士でいるほうが気楽だろ？」

『むー……とても気を遣つかってるようには見えないけど』

　なぜか操緒は声のトーンを低くした。彼女が冷ややかな目つきで見ていたのは、鳴桜邸の玄関だった。

　門柱の前に紫浬さんが立って、帰ってきた僕に手を振っている。もちろん彼女はワイシャツ一枚に素す足あしのままである。

「うわっ……な、なにやってんですか、紫浬さん!?」

　僕は悲鳴を上げて彼女に駆かけ寄った。それを見ていた紫浬さんは、嬉うれしそうに胸の前で手を合わせ、

「えへへ……トモハルくんがいなくてちょっと寂さびしかったんです。帰ってくるところがちょうど二階の窓から見えたから」

「あ、はあ」

　僕の顔を見つめて、紫浬さんはホッとしたように笑う。それはまあ、ここは僕の下宿なので当然帰ってくるのですが。

「あ、そうだ。ちょっと待っててくださいね」

　そう言って紫浬さんはサンダルを脱いで廊下に上がり、三つ指を突いて深々とお辞じ儀ぎした。

「お帰りなさい、あなた」

「は!?　いや、あの……」

　そんな、新婚家庭じゃないんだから。オロオロとうろたえている僕を見上げて紫浬さんは笑い、ちらりと舌を出して、一度やってみたかったんです、と言った。

　そんなことを言われても非常に困る。たしかに操緒の言うとおり、気を遣っているどころか、楽しんでやっているとしか思えない。

　しかしこれではっきりしたのは、紫ゆか浬りさんと朱しゆ浬りさんが、やはりまったくの別人格だということだった。僕をからかうための演技だとしても、朱浬さんならここまではやらないだろう。

「お腹なか空すいてないですか？」

「は？」

「ケーキを焼いたので、もしよかったら一いつ緒しよに食べませんか？」

「あ……どうも。いただきます」

　僕は頼りなく頭を下げた。なんというか激はげしく調ちよう子しが狂う。

　スリッパをぱたぱたと鳴らして、紫浬さんはキッチンへと歩いていった。

　よく見ると玄関の中や廊下が、今け朝さよりも小こ綺ぎ麗れいになっていた。僕が学校に行ってる間に、紫浬さんが掃除しておいてくれたのだろう。僕の部屋に無断で上がりこんで、缶ビールを飲み散らしていた朱浬さんと同じ顔の人物とはとても思えない。このまま永遠に紫浬さんのままでいてくれたほうが、もしかしたら世の中のためになるのではないだろうか。

「今、お茶淹いれますね」

　紫浬さんが、湯ゆ沸わかしポットを運びながら僕に微笑ほほえむ。

「あ……お構いなく」

　僕は、なんとも座りの悪い気分を味わいながら食堂のイスに腰を下ろした。

　慣なれないキッチンに手間取りながら、紫浬さんは紅茶のパックを探している。屈かがみこんだ彼女のシャツの裾すそから、真っ白な太ふと腿ももの付け根と小さな三角形の布地が見えていた。

　僕が顔を赤くして目をそらすと、操みさ緒おがぶすくれた顔で僕を睨にらんだ。

『なに興こう奮ふんしてるの。バカみたい。智ト春モが自分で買ってきたコンビニパンツなのに。無地だし』

「いや、そうだけど……」

　うるさいなあ。べつにパンツの柄がらを見て照れているわけじゃないんだって。

「あっ……」

　食器同士がぶつかる音と、紫浬さんの困ったような声が響ひびいた。カップを温あたためるために注そそいであったお湯を、捨てる途と中ちゆうに誤ってこぼしてしまったらしい。

「大丈夫ですか、紫浬さん？」

　僕は立ち上がって、彼女のほうに駆かけ寄った。紫浬さんは、明るく笑いながら首を振り、

「すみません。わたしは大丈夫なんですけど、お借りしたシャツが……」

「え？」

　振り返った紫浬さんのシャツの胸元が、ものの見事に濡ぬれそぼっていた。湿った布地が張りついて、くっきりと肌が透すけている。

　ちょっと待ってくださいよ。あなたは今たしかノーブラのはずで、

『こら、見るなっ！』
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　紫ゆか浬りさんの形のいい胸の膨ふくらみに奪われかけた僕の目を、操みさ緒おが背はい後ごから両手で塞ふさいだ。おかげで僕も我われに返った。

「すいません。今、タオルを持ってきますから」

　そう言って駆かけ出した僕だったが、操緒に目め隠かくしされたままだったので、いきなりテーブルの脚に蹴けつまずいてしまう。

「ぐあっ」

　小指の先から電でん撃げきのような痛みが走り抜け、僕はその場に転倒した。今度はそれを見た紫浬さんが、おっとりと僕に駆け寄ってきた。わざわざ前まえ屈かがみになって僕の前にしゃがみこみ、

「大丈夫ですか」

　いえ、僕のことはいいですから、胸を隠かくしてもらえないでしょうか。てか、この人、わざとやってるんじゃないだろうな。

『ああ……もう』

　操緒が、うんざりしたように目を覆おおった。

　そこにいきなり、間延びしたチャイムの音が響ひびいた。鳴めい桜おう邸ていの玄関に来客だ。

　もしかして嵩たか月つきが来てくれたのか？　それにしてもなんという間の悪いときに。

「すみません、紫浬さん。ちょっと隠れててもらえますか？」

　僕は紫浬さんを無理やり立ち上がらせて背中を押した。

　嵩たか月つきにはまだ、朱しゆ浬りさんが記き憶おくをなくしていることを伝えていない。僕が透すけたワイシャツ一枚の朱浬さんといるところを見られたら、確かく実じつに変な誤解を招くだろう。それは非常によくない展開だった。今は嵩月だけが頼りなのだ。

　とりあえず彼女に事情を説明するまでは、紫ゆか浬りさんにはどこかに潜ひそんでいてもらうしかない。

「はあ……隠れるって、どこに？」

　紫浬さんが戸と惑まどいながら訊きき返してくる。

「あとで着替えを持っていきますから、お風ふ呂ろ場ばにでも──」

「お風呂、ですか？　でも……」

　ちょっと困ったように紫浬さんは首を傾かしげた。

　そういえば昨日きのうの騒さわぎで壁かべが半はん壊かいして、うちの風呂場は外から丸見えになっているのだった。風呂場はダメだ。しかし二階の僕の部屋に行くには、玄関の横を通らなければならないし、それはいささか危険過ぎる。ほかに紫浬さんがこっそり着替えられそうな場所といわれても、そんな急には思いつかない。

　ぴんぽん、と再び間延びしたチャイムが鳴らされた。僕の焦あせりは頂点に達した。

「ここに入ってください！　声をかけるまで出てこないでくださいねっ」

「あ、あのっ」

　うろたえる紫浬さんをリビングのクローゼットに押しこんで、僕は無理やり扉とびらを閉めた。

　そのとき玄関のほうから声が聞こえた。聞き覚えのある女子の声だ。

「夏なつ目め、いるんでしょ？　入るわよ」

「なっ」

　僕は啞あ然ぜんとして操みさ緒おと顔を見合わせた。

　今の声──嵩月のものとはまるで違う、凛り々りしく張りつめた勝ち気な口く調ちよう。なんであいつがうちに来るんだ？

「ほら。なにやってるの、あなたも入るのよ」

「あっ……」

　嵩月が、強引に引きずりこまれる気配けはいが伝わってくる。操緒が、やれやれ、と天てん井じようを仰あおぐ。

　僕はおそるおそる廊下に顔を出した。

　鳴めい桜おう邸ていの無む駄だに広い玄関には、二人分の人ひと影かげ。

　嵩月奏かなでを従えるようにして、整ととのった顔立ちの女子生徒が仁に王おう立だちに立っていた。

　佐さ伯えき玲れい子こだった。




　　　　○




　学校帰りにそのまま立ち寄ったらしく、佐伯妹いもうとも嵩月も制服姿のままだった。

　彼女たちが並んで、うちのリビングに座っている光景は、なんというかすさまじい違和感があった。許可した覚えはないのだが、ふと気づくと佐さ伯えき妹いもうとは当然のように家に上がりこんで、ソファに深々と腰掛けていやがったのだ。

「へえ……これが夏なつ目めの下宿なの。幽ゆう霊れい屋や敷しきみたいだと思ったけど、意外に中はまともなのね」

　興きよう味み深ぶかそうに鳴めい桜おう邸ていの中を見回して、佐伯妹が感想を述べた。もしかしてそれは彼女なりに褒ほめているつもりなのだろうか。どうでもいいが。

　嵩たか月つきはそんな佐伯妹の隣となりで、所在なげに黙だまりこんでいた。たまたま僕と目が合うと、彼女は申もうし訳わけなさそうに目を伏せてうつむいた。

　操みさ緒おは天てん井じよう近くをふわふわと漂ただよいながら、素知らぬ顔で僕を眺めている。どうやら傍ぼう観かんを決めこむことにしたらしい。僕の熱ねつが上がってきたせいか、彼女の輪りん郭かくに混じるノイズが次第に目立つようになっていた。

「で……なにしに来たんだよ、佐伯？」

　壁かべ際ぎわに立ち尽くしたまま、僕は言った。ちょうど佐伯妹たちの真後ろに、紫ゆか浬りさんを隠かくしたクローゼットの扉とびらがある。彼女のことがバレるのではないかと、僕は内心、気が気でなかった。

　佐伯妹には嵩月以上に潔けつ癖ぺきなところがあって、僕が紫浬さんを家に泊めたことがバレたら、絶対に怒り出すだろう。おまけに彼女のバックには、科か學がく部ぶの天敵の第一生徒会がついている。

「なにしに来たって、それはこっちのセリフだわ、夏目」

「は？」

「嵩月さんをこっそり家に呼んで、彼女になにをするつもりだったのよ。いやらしい」

「い、いやらしいって……」

　思いがけない佐伯妹の反はん撃げきに、僕は激はげしく動どう揺ようした。

「なにわけのわかんないことを言ってんだオマエ!?」

「違うっての？　だったらどうして嵩月さんを誘さそったわけ？　教室の隅でコソコソ『ちょっと頼みがあるんだよ』とか言って一人暮らしの家に連れこもうとして」

「なっ……聞いてたのかよ!?」

　僕はなぜか強烈に恥はずかしくなって声を荒げた。どうして嵩月が佐伯妹を連れてきたのかとずっと不ふ思し議ぎに思っていたが、なんのことはない、佐伯妹が強引にくっついてきたらしい。

「監かん視しと言って欲しいわね。あたしには嵩月さんの純じゆん潔けつを守る義務があるのよ」

　開き直ったように、佐伯妹は胸を張った。嵩月はますます困った顔で下を向く。

「だからそれが勘違いだって。僕は本当に嵩月に頼みたいことがあったんだよ」

「頼みってなによ。相そう談だんなら乗ってあげるわよ？」

「う……」

　真ま面じ目めな表情の佐伯妹を見て、根っこのところは悪いヤツではないんだよな、と思う。本人は親切のつもりで言っているのだろうが、しかし残念ながら今の紫ゆか浬りさんの姿を見たら、事情はどうあれ、佐さ伯えき妹いもうとが怒り狂うのは目に見えていた。

「いや……実は勉強を教えてもらおうかと」

　僕はとっさに思いついた言いい訳わけを口にする。

「は？　テスト勉強のこと？　夏なつ目めって成せい績せき悪かったっけ？」

　佐伯妹はくっきりした眉まゆを寄せた。余計なお世話だが、事実なのであまり文句も言えない。

「うん、まあ」

　自じ慢まんじゃないが、洛らく高こうの入試もけっこう危なかったのだ。

　佐伯妹は、ちょっと拍子抜けしたように息を吐つき、そんなことなら早く言ってくれればよかったのに、と言った。

「いいわ。あたしも手伝ってあげる」

「は？」

　そんなことはひとことも頼んでないんだけど。

　しかし、お節せつ介かいなくらいに面めん倒どう見みのいい佐伯妹のことだから、こういう話の流れになるのは、まあ予想できたことではあった。

　実は勉強を教わるなら、嵩たか月つきよりも佐伯妹のほうが性格的に向いていると思う。実際ありがたい申し出ではある。しかしタイミングが悪すぎる。クローゼットの中に紫ゆか浬りさんを閉じこめたまま、落ち着いて勉強などできるわけがない。

　そして唐とう突とつに、

「あら……ケーキ？」

　リビングからひと続きになっているキッチンをのぞきこんで、佐伯妹は驚おどろいたように言った。紫浬さんが用意したケーキを、目め敏ざとく発見したらしい。

「手作りね。美お味いしそう。もしかして夏目が焼いたの、あれ？」

「いや、あれは……」

　紫浬さんが焼いた、という言葉を僕はあわてて吞のみこんだ。この場合、果たしてどう答えるのが正解なのかよくわからない。僕が答えられずに黙だまっていると、

「あきれたわね。夏目、学校を早退してケーキなんか焼いてたわけ？」

「いや、それは……」

　反はん論ろんできずに僕は口ごもる。悔くやしいが、本当のことを言うわけにもいかない。くそぅ、このままでは嵩月にまで誤解されてしまうではないか、と僕が焦あせっていると佐伯妹が、

「あたしはミルクティーで結構よ」

「はあ？」

　いきなりなにを言い出すんだ、この女は。

「タダで勉強を見てあげるんだから、お茶くらい出しなさいって言ってるのよ」

　佐さ伯えき妹いもうとが脚を組みながら偉そうに言う。

　文句を言う気力もなくして、僕はキッチンへと向かった。

「あっ……わたし、手伝います」

　嵩たか月つきが、僕を追いかけようと立ち上がった。あわてて振り向いた彼女の手が、何なに気げなくクローゼットの扉とびらに触れる。

　その瞬しゆん間かん、クローゼットの内側で、ごとん、と鈍にぶい音が響ひびいた。人間大の重いものが動いたような振動だった。扉が揺ゆれたのに驚おどろいて、紫ゆか浬りさんが動いたのだと思われる。

「あー……？」

「……なに、今の？」

　嵩月と佐伯妹が、驚いたようにクローゼットを振り返る。

　僕はじりじりと体温が上がるのを感じた。もしも今クローゼットを開けられたら、ノーブラに濡ぬれワイシャツ一枚の紫浬さんが出てくることになってしまう。

　下宿の押し入れに男物シャツの美少女。

　これではほとんど変へん態たいだ。しかし今の物音を、ネズミと言い張ってごまかすのは無理がある。

「ただの心しん霊れい現象だよ──今のがラップ音ってやつ。よくあるんだよ、この建物」

　僕はできる限り強い口く調ちようで言った。苦しい言いい訳わけだと自分でも思う。

「ラップ音……？」

　佐伯妹は、疑り深い表情で僕を見た。しかし、すぐに思い出したように、

「そういえば、あなたって幽霊に憑つかれてるのよね……忘れてたわ」

　勝手に納なつ得とくしてくれたらしい。幽霊屋や敷しきみたい、とまでいわれた鳴めい桜おう邸ていの雰囲気が説得力を水増ししてくれたのかもしれない。このボロい建物もたまには役に立つ。

『……なんで操みさ緒おのせいになってるのよ？』

　憮ぶ然ぜんとした口調で文句を言ったのは操緒だった。僕は黙だまって彼女に手を合わせた。この際、多少の不名誉は我が慢まんしてくれ。

　嵩月のほうはまだ少し怪け訝げんそうに首を傾かしげていたが、特になにも言わなかった。そのかわり、

「……？」

　キッチンに用意された二人分のティーセットに気づいて、ますます不ふ審しんそうな顔をする。

『怪あやしまれてるよ、智ト春モ』

　操緒がわざわざ僕の耳元に囁ささやきかけてきた。わかってるけど、この場合、僕にはどうしようもない。

　佐伯妹を言いくるめているうちに、なんだか嵩月まで騙だましているような形になってしまった。なんでこんな後ろめたいことになってしまっているのだろう、と僕が悩み始めたとき、

「……くしゅっ！」

　クローゼットの奥から、くぐもったくしゃみが聞こえてきた。紫浬さんだ。

　それはまあ、濡ぬれた服を着たままクローゼットなんかに閉じこめられていたら、くしゃみのひとつもしたくなる気持ちはよくわかるのだが──

「誰だれっ!?」

　佐さ伯えき妹いもうとが飛び上がって叫んだ。怯おびえたような表情を浮かべて、それでも気丈にクローゼットの扉とびらを見み据すえている。

「この中からくしゃみが聞こえたわよ。女の人の声だった！」

「えっ……そ、そう？　僕にはなにも聞こえなかったけど」

　僕は素知らぬ顔ですっとぼけた。もうほかにごまかす方法を思いつかなかった。

「なんですってえ!?」

　こめかみに血管を浮かべて、佐伯妹が僕を睨にらみつけた。どうでもいいけど、そんな顔をすると男子のファンが減ると思うぞ、佐伯。

「…………」

　嵩たか月つきは無言のまま、なにかを思案するように僕を見つめている。僕はなるべく彼女と目を合わせないように無理に微笑ほほえみ、

『やけくそだね、智ト春モ』

　操みさ緒おがそんな僕を見て面おも白しろそうに論ろん評ぴようした。ほっといてくれ。

　佐伯妹は、悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏んでいたが、さすがに自分でクローゼットを開けるほどの度胸は持ち合わせていないらしく、

「なんなのよ、この建物は!?　あなた、よくこんなところに住んでいられるわね、夏なつ目め！　もう──こんなんじゃ一人でこっそり遊びにも来られないじゃない！」

　錯さく乱らんした彼女は、意味不明なことを口走る。なんだか少し可哀かわい想そうになってきた。

「あ、あのさ……佐伯。もしも幽ゆう霊れいが気になるんだったら帰ったほうが──」

　一いち縷るの希望をこめて僕が彼女を説得しようと思ったとき、

「頭に来たわ。開けるわよ、いいわね、夏目！」

　なんですと？

「わああっ、待った。ちょっと待て！」

　あわてふためいて彼女を制止しようとしたが、ブチ切れ状じよう態たいの佐伯妹の耳にはもちろん僕の声など届いていない。僕の異様な反応に嵩月が驚おどろいて目を見開き、操緒はうわぁ、と頭を抱え、

　佐伯妹がクローゼットの扉とびらに手をかけて、力任せに押し開けようとした──そのときだった。

「すいませーん」

　場違いなほど野太い男のダミ声と、間延びしたチャイムが、玄関のほうから聞こえてきた。

「…………」

　僕たちは全員、腰を抜かしそうなくらい驚いて、ただ呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

　誰だれ？




　　　　○




　お風ふ呂ろの修理に上がりました、と彼らは言った。

　工務店の作業服を着た堅太りのオッサンと、バイト学生っぽい若者の二人組である。

　玄関に出てきた僕を見て、若者のほうが人ひと懐なつこい営業スマイルを浮かべた。かなり背の高い男だったが、姿勢があまりよくないせいか、妙に子どもっぽい印象がある。眠っているような細いタレ目と、唇くちびるの端はしからのぞく八や重え歯ばのせいかもしれない。

　彼の右腕にはボロボロのリストバンド。海外のプロバスケチームのロゴが入っている。

「お風呂の修理……ですか？」

　僕は戸と惑まどいながら訊きき返した。そんな依頼をした覚えはなかった。修理を頼もうと思っていたのは事実だが、寝不足やら体たい調ちよう不良やらで忘れていたのだ。

「こちら、夏なつ目め智とも春はるさんのお宅でしょ？　昼ひる頃ごろ、電話をもらったんだよね」

「電話……？」

　僕はふとリビングの古い電でん話わ機きのことを思い出した。そういえば、心あたりがまったくないこともない。

「もしかして、おっとりした感じの女の人の声でした？」

「ん？　おっとりしたっていうか、まあ、女の人の声だったけどね」

　オッサンが訝いぶかしげに僕を見ながらうなずいた。

　納なつ得とくがいった。たぶん僕が学校に行ってる間に、紫ゆか浬りさんが手配しておいてくれたのだろう。いきなりだったので驚おどろいたが、どうせ頼もうと思っていたことなので文句はない。むしろ紫浬さんが、そんなふうに気を回してくれたことのほうが驚きだった。なにしろ記き憶おくをなくす前の彼女は、僕の部屋の天てん井じようをミサイルで吹ふき飛ばしておいて、一円も弁べん償しようしなかったような人なのだ。

「今日きようのところは、見み積つもりだけってことになると思うけど」

「あ、わかりました。お願ねがいします──あっちの奥なんですけど」

　僕は廊下の奥の半はん壊かいした風呂場まで、工務店のオッサンを案内して歩き出す。

「あいよ……おう、新人。見積もりの用紙と巻き尺な」

「へーい」

　タレ目のバイト職しよく人にんは、明るい声で返事をして僕たちのあとについてきた。そして嵩たか月つきたちがいるリビングの前を通り抜けようとしたとき、

「きゃあっ！」

　佐さ伯えき妹いもうとの甲かん高だかい悲鳴が響ひびき渡った。

　驚おどろいて僕が振り返ると、廊下近くに立っていたはずの佐さ伯えき妹いもうとが、リビングの奥まで後退してバイト職しよく人にんを睨にらみつけていた。怒りで言葉にならないらしく、制服のスカートを押さえたまま、わなわなと肩を震ふるわせている。

「なんだ？」

『あいつが、通りすがりに佐伯ちゃんのお尻しりを触ったの』

　困こん惑わくする僕に操みさ緒おが告つげ口してくる。はあ？　なんだそれ？

「あ……悪いっす」

　へらへらと笑いながらタレ目は言った。勝手な行動をした自分の手が悪いといわんばかりに、左手を挙あげて佐伯妹に頭を下げる。

「いや、いい曲きよく線せんだったものだから、つい……芸術家志望なんスよ、オレ」

「はあ!?」

　血走った目を吊つり上げて佐伯妹が怒ど鳴なった。まあ、それは普通怒るわな。

「あなた、あたしに痴ち漢かん行為を働いておいて言いたいことはそれだけなの!?」

「あ……」

　タレ目のバイト職人は気まずそうな表情を浮かべて、頭をかき、

「そうか。いや、元気な赤ちゃんが産めると思うッスよ」

「こ……このエロタレ目が……」

　佐伯妹が、怒りを凝ぎよう縮しゆくするように声を震わせる。僕と嵩たか月つきは、彼女を止めることもできずにオロオロとうろたえているだけだ。そして佐伯妹が爆ばく発はつすると思われた瞬しゆん間かん、

「バカ野郎っ！」

　工務店のオッサンが、とんでもない勢いで若者の頭を殴りつけた。重い石を落としたような音が廊下を揺ゆらし、タレ目のバイト職人はその場で頭を抱えて屈かがみこんだ。

「施せ主しゆさんの女にちょっかい出すんじゃねえっ。なに考えてんだ、ったく！」

「いや……あの……」

　そういう問題ではないよなあ。

　拳げん骨こつを落とされたバイト職人は、ぐおお、と頭を押さえてうめいている。無理もない。ヘタすれば頭ず蓋がい骨こつが歪ゆがんだんじゃないかと思うような情なさけ容赦ない一いち撃げきだった。

「すんません、お嬢じようさん。コイツは病人の代理で連れてきた新入りでして、あとできっちり教育しておきますんで。今日きようのところはどうか穏おん便びんに……」

「え……ええ、まあいいですけど」

　さすがに少しは同情したのか、佐伯妹も渋しぶ々しぶとうなずいた。

「あの……じゃあ、とりあえず見み積つもりを」

　これ以上この場に長居しないほうがいいと判断して、僕は強引に職人たちを前に進ませた。

　タレ目の兄ちゃんは頭を押さえたまま涙目で立ち上がり、

「あれって夏なつ目めくんの彼女ッスか？」

　僕になれなれしく顔を寄せて訊きいてきた。

「いえ、違いますけど」

　そういう怖ろしいことを口にするのはやめて欲しい。てか、この人、全然反省してないな。

「じゃあ、もう一人のほうッスか？　いいッスねえ。オレもあっちにしとけばよかったッス」

「……いや、それはやめておいて正解だと思います」

　ヘタに嵩たか月つきに手を出すと、その場で黒くろ焦こげにされますよ。おまけに彼女の実家には、血の気の多いおっかない兄にいちゃんたちがウヨウヨしてますし。

「うわ……派は手でに壊こわれたッスね」

　急に口く調ちようを変えて、タレ目の兄ちゃんが言った。

　半はん壊かいした風ふ呂ろ場ばの中を見回して、工務店のオッサンはむっつりと眉み間けんにしわを寄せていた。無言で差し出してきた彼の手に、タレ目兄ちゃんが巻き尺を手渡す。

「水道管が破裂してるッスね。いったいなにがあったんスか、これ？」

　壊れた蛇じや口ぐち周りを見つめて、彼は面おも白しろそうに訊きいてきた。僕は当然、返事に詰まった。うちの部の非ひ常じよう識しきな先せん輩ぱいが素す手でで引きちぎったなんて、そんなの言えるわけがない。

「なんか怪かい力りきの人がねじ切ったみたいな跡ッスね」

　何なに気げない口調で兄ちゃんが言った。僕はぎこちなく笑ってみせた。

「ま……まさか」

「そんなワケないッスよね。普通の人間が素手でやるようなことじゃないし……サイボーグ、とかッスかね。もし出来るとしたら」

　ごほっ、と僕は咳せきこんだ。なんでそういうまぎらわしい言い方をするんだ、こいつは。

「あれ……風か邪ぜッスか？　ゆっくり休んで治さないと、この時季の風邪はタチが悪いッスよ」

「そうだね。気をつけるよ」

「それがいいッス。ところで……その制服、洛らく高こうッスよね。さっきの女の子たちも」

「……そうだけど」

　なんだ、突然？

「オレも洛高ッスよ」

「え？」

「たぶん同学年タメッス。一年九組の真ま日ひ和わ秀しゆう。オレの場合は二回目の一年生ッスけど」

　ニッ、と八や重え歯ばを見せて、彼は笑った。僕はちょっと驚おどろいた。いわゆる留ダ年ブ生リというやつか。なるほど、彼の中ちゆう途と半はん端ぱな敬語は、もしかしたらそれが原因なのかも。

　それにしてもマヒワシュウ。微妙に発音しにくいというか覚えにくい名前だ。

「そうそう、休むといえば……黒くろ崎さき朱しゆ浬りって知り合いッスか？」

　壊れた水道管を見ながら、真日和がいきなりそんなことを言った。

「な……なんで？」

「べつになんでってこともないッスけど、さっきの女の子のこと、思い出したッス。科か學がく部ぶの嵩たか月つき奏かなでじゃないッスか？」

「あ……ああ、そういうこと」

　僕は心しん臓ぞうを押さえながら言った。嵩月はなんだかんだで目立つ生徒なので、真ま日ひ和わが彼女の名前を知っていたとしても不ふ思し議ぎではない。

「黒くろ崎さきとは去年同じクラスだったッス。けど、ここんとこ学校を休んでるらしいッスね」

「そ、そうだね」

「あと、全然関係ない話なんスけど……こないだ、維い奈な港こうで密みつ輸ゆ船せんが拿だ捕ほされたって話、知ってます？　捕まったのは国際的な窃せつ盗とう団だんってヤツっす」

「……は？」

　なんだそれは。

　聞いたことがない。というか、普通そんなものに興きよう味みを持つ高校生はあまりいないと思う。

　もしその密輸に絡からんでいたのが嵩月組だったとかいわれたら、それはそれで怖ろしいけれど、それよりもなぜ僕にそんなことを訊きく？

「密輸団が拠点にしていた倉庫の近くで、黒崎を見たっていうヤツがいるッス」

「──！」

　その瞬しゆん間かん、僕は呼吸を忘れた。僕の脳のう裏りをよぎったのは、朱しゆ浬りさんが持っていた銀ぎん色いろのアタッシュケースのことだ。

　機巧魔神アスラ・マキーナのイクストラクタに、あまりにもよく似ていたせいで考えつかなかった。あの謎なぞケースの中身が、密輸されてきたヤバい品物という可能性は十分にあり得ることだったのに。

『智ト春モ……』

　真日和を睨にらんで、操みさ緒おがつぶやく。僕は無言でうなずいた。

　あまりにも驚おどろいたせいで、逆に冷静な気分になっていた。この真日和というにやけた男、頼りなく見えるが、実はとんでもないクセ者かもしれない。真ま綿わたで首を絞しめるようにじわじわと、情報を小出しにして僕の反応をうかがっていやがる。

「あんた……何者だ？」

　顔をしかめて、僕は真日和に訊きく。タレ目のバイト職しよく人にんは、にへら、と目め尻じりを下げて笑い、ここぞとばかりになにかを語ろうとした。

　しかし彼が完全に口を開くよりも早く、

「──新入りっ！　なにをさっきから施せ主しゆさん相手に無む駄だ話ばなししてやがる!?　ちったぁ働けっ！」

　工務店のオッサンの拳げん骨こつが、真日和の頭頂部を直ちよく撃げきした。

「ぬおおおおっ」

　瓦が礫れきの上にぶっ倒れて、真日和は苦く悶もんのうめき声を上げた。

　のたうち回って涙を流す彼を、僕と操みさ緒おは、ただ呆ぼう然ぜんと眺めていた。




　　　　○




　工務店のオッサンに監かん視しされて、それからの真ま日ひ和わは、人が変わったように黙もく々もくと働いた。おかげで僕はそれ以上の情報を彼から引き出すことはできなかった。

「それじゃあ、工事は来週からになりますんで」

　そう言って工務店の二人組は帰って行った。結局、真日和の正体もわからないままだ。

　ただ彼からは、僕に対する敵意のようなものは感じられなかった。あれだけボコボコに殴られても能力を発現しなかったところをみると、真日和が嵩たか月つきのような悪あく魔まという可能性は低い。射しや影えい体たいを引き連れているわけでもなかったから、機巧魔神アスラ・マキーナの演操者ハンドラーでもないのだろう。

　朱しゆ浬りさんみたいな例外もあるので、見た目で判断するのは危険だが、彼自身はそんな危険な存在ではないと思う。

「あのエロタレ目……まさかうちの学校の生徒だったなんて。今度同じことしたらその場で斬きり捨ててやるわ。嵩月さんも気をつけるのよ」

　佐さ伯えき妹いもうとだけはまだ怒っていた。しかし彼女はだいたいいつも怒っているので、普ふ段だんどおりと言えないこともない。

　からくも被害を逃のがれた嵩月は、真日和のことはあまり気にしていない様よう子すで、一人静かにケーキを食べていた。時折フォークを握る手を休めて、じっと窓の外を見つめるのが少し怖い。

　なんとなく怒っているような気配けはいがあって、僕は落ち着かない気分だった。絶対なにか誤解されていると思う。

「わたし……今日きようは帰ります」

　やがて僕たちがケーキを食べ終えたころ、おもむろに立ち上がって嵩月が告つげた。

「え、あ……そうなの？　夏なつ目めの勉強は？」

　佐伯妹が驚おどろいたように言った。少し名残なごり惜おしそうに、僕の顔をちらちらと見上げる。僕は深深と嘆息して、

「いや、せっかく来てもらって悪いんだけど……今日のところは帰ってもらったほうがいいかも。僕も体たい調ちよう悪いしさ」

　どのみち佐伯妹がいる間は、嵩月にいてもらっても意味がない。それにクローゼットに閉じこめたままの紫ゆか浬りさんのことも気にかかる。さっきから物音ひとつしなくなって、それは助かっているのだけど不安でもあった。まさか窒ちつ息そくしたりしてないだろうな。

「夏目は大丈夫なの？　一人暮らしで病気って大変じゃない？」

「いや……今日はさっさと寝たいんで、帰ってくれたほうが助かります」

　半分本気の口調で僕は言った。

　佐さ伯えき妹いもうとがむっ、と唇くちびるを尖とがらせる。普ふ段だんは性格キツイくせに、こういうときだけ世話焼きなのはなんなんだろう。

「わかったわよ。じゃあねっ、お大事に！」

　乱らん暴ぼうに言い捨てて佐伯妹は立ち上がった。僕は彼女たちを見送る気力もなく、ソファに座ったまま投げやりに手を振った。部屋を出て行く直前、嵩たか月つきが一いつ瞬しゆんだけ僕のほうを振り返ったが、彼女はなんの表情も浮かべずに、僕に会え釈しやくして帰って行った。

『やーい、嫌われちゃったね』

　操みさ緒おが僕の背中から、弾はずんだ声で囁ささやいてきた。なんでそんなに嬉うれしそうなんだよ。

　べっつに、と首を振り、操緒はふわ、とあくびをした。実は彼女はさっきから妙に眠そうだ。

『それよりも、紫ゆか浬りさんを出してあげなくていいの？』

「あ……」

　僕はあわてて立ち上がった。その瞬間、視界がぐらりと揺ゆれた気がした。緊きん張ちようからいきなり解放されたせいか、体たい調ちようがさらに悪化している。本格的に熱ねつが上がってきたらしい。やばい、かも。

「紫浬さん」

　僕はぜえぜえと肩で息をしながら、クローゼットへと歩み寄った。呼びかけても返事は聞こえてこない。漠然とした不安が恐怖に変わっていく。

「開けますよ、紫浬さん！」

　僕は乱らん暴ぼうに扉とびらをノックして、勢いよくクローゼットを押し開けた。

　雑然と詰めこんだ季節はずれのコートなどの奥に、ワイシャツ姿の紫浬さんが、ぐったりと倒れこむようにして座っていた。僕はかなり本気で狼ろう狽ばいした。

　クローゼットの中にワイシャツ一枚の女の子の死体。死因は窒ちつ息そく。全国ネットのニュースで異常犯罪者扱いされて、世間から糾きゆう弾だんされるのは確かく実じつだった。顔にモザイクがかかった樋ひ口ぐちがテレビのインタビューで、あることないこと僕について語っている姿がリアルに想像できる。

『そんなうろたえなくても……寝てるだけじゃないの？』

　放ほう心しん状じよう態たいの僕を見下ろし、操緒が淡々とつぶやいた。

　よく見れば朱しゆ浬りさんのシャツの胸元が、緩ゆるやかに上下しているのがわかった。顔を近づけると規則正しい寝息も聞こえてくる。僕は脱力して狭せまいクローゼットの中にくずおれる。

　この状況でよく眠れるものだと、感心するよりもむしろ腹が立ってきた。心配していた僕が馬ば鹿かみたいだ。

「……まあいいや。紫浬さん、起きてください」

　僕は紫浬さんの細い肩を揺ゆすった。いつも見ていた朱浬さんの顔だが、今は普段よりずっと幼く見える。美人というより可愛かわいらしいという感じ。

　特に根拠もなく僕は、記き憶おくをなくす前の朱浬さんがこんな穏おだやかな表情で眠ることはあまりなかったのではないか、と思った。

『もう少し寝かせておいてあげようよ』

　操みさ緒おがぽつりとそう言った。彼女も僕と同じことを考えていたのかもしれない。僕は無言でうなずいて、リビングのカーテンをそっと閉めた。

　それから僕は自分の部屋に向かう。さっきから頭の芯しんがぼーっとしていた。少しでも眠らないとこのままぶっ倒れてしまいそうだ。廊下までの道のりがやけに遠い。

　ふらつきながらリビングの中央まで歩み出た僕は、そこで奇妙なものを見つけて足を止めた。

　人形だ。

「……え？」

　見覚えのない人形だった。大きさは人間の幼稚園児と同じくらい。ずんぐりとした三頭身くらいの体型で、灰はい色いろの帽ぼう子しとコートを身につけている。

　どこか間の抜けた顔立ちは、可愛かわいいと言えなくもない。てるてるボウズみたいな白い頭には、ハロウィンのカボチャによく似た三角形の目と口がついていた。

　おそらく子ども用のオモチャだと思う。

　しかし、どうしてそんなものがここにあるのかわからない。

　まるで最初からそこに置かれていたかのように、その人形はリビングの棚たなの上にちょこんと脚を投げ出して座っている。

　しかし、しょせんは人形だ。知らないうちに置かれていただけなら、僕だってここまで驚おどろいたりはしない。僕がそいつを気にしている理由は、その人形が僕と目を合わせたような気がしたからだ。熱ねつにうなされて幻げん覚かくでも見たのかもしれない。うん、そういうことにしておこう。

『……智ト春モ』

　そこに操緒が、声を震ふるわせながら囁ささやいてくる。

『その人形、今ちょっと動かなかった？』

「げっ」

　僕はうめいた。やっぱり幻覚ではなかったのか。どうせそんなことだと思った。

　そして次の瞬しゆん間かん、今度こそはっきりと人形が僕を見た。三角形の目の奥のほうに、ちかちかと赤い光が点てん滅めつする。

『……見ツケタ』

　人形がはっきりと人間の言葉を喋しやべった。ネジを巻きすぎたオルゴールのような、機き械かい的てきな甲かん高だかい声だった。

『見ツケタ、見ツケタ……黒くろ崎さき朱しゆ浬りヲ見ツケタ』

「……っ！」

　僕はクローゼットの中で眠っている紫ゆか浬りさんを振り返った。

　この人形、まさか朱浬さんを追ってきた刺し客かくなのか？

『返セ、返セ……すたびらいざヲ返セ』

　──スタビライザ？

　人形が告つげた聞きき慣なれない言葉に、僕は眉まゆを寄せた。もしかしてそれが朱しゆ浬りさんの持ってきた謎なぞケースの名前なのだろうか。そういえば帰ってきてから目にしていないが、あのケース、今どこに置いてあるのだろう。

　しかし、僕がそんなことを考えていられたのは一いつ瞬しゆんだけだった。

　きりきりきり、とゼンマイが回るような音を立てて、人形が腕を上げたのだ。

　コートの下で人形が握っていたのは、分厚い歯のついた手て斧おのだった。

　キャンプで薪まき割わりに使うような、現代風のコンパクトな斧ではない。ホラー映画の中にしか出てこないような、狩しゆ猟りよう用ようのばかでかいやつだ。

　大人おとなの男でも両手でなければ扱えそうにない重量級の得え物ものを、小柄な人形が振り上げる姿は、それだけでちょっとした恐怖だった。

　姿形が小さいので油ゆ断だんした。考えてみれば相手は機き械かい仕じ掛かけの人形なのだ。朱浬さんのように人間離ばなれした腕力を持っていても、まったく少しも不ふ思し議ぎではない。

『返セ……スタビライザ、返セ』

　人形が、前触れもなく跳ちよう躍やくした。

「うわっ」

　僕は脚をからませながら必死で避よけた。僕の背はい後ごにあった応接テーブルが、木の裂ける嫌いやな音とともに砕くだけ散った。人形の斧で叩たたき割られたのだ。

　冗じよう談だんじゃないぞ、まったく。あんなもので切りつけられたら、怪け我がどころでは済みそうにない。ヘタすれば悪あく魔まの使い魔ドウターよりもタチが悪い。とんでもない兵器人形だ。

『返セ、返セ』

「うるさい！」

　僕は怒ど鳴なった。いい加減に頭に来た。狭せまい家の中であんなものを使いたくはなかったが、僕としても、こんな間抜けな顔の人形に殺されたくはない。ちらりと上空の操みさ緒おを見上げて叫ぶ。

　操緒がうなずく。

「──来い、[image: ]クロ鐵ガネ！」

　僕の足下の影かげの色が変わった。黒を通り越して闇やみの色へ。まったく光を反射しない、深しん淵えんの虚きよ無むの色へと。その闇の奥おく底そこから、暗い影が浮上した。

　金属製の巨大な腕。

　機巧魔神アスラ・マキーナ──機械仕掛けの悪魔の腕だ。

　空中に投とう影えいされていた操緒の身体からだが、ノイズ状に分解されて消えていく。これまでに何度も目にしてきた、機巧魔神アスラ・マキーナの召しよう還かんプロセスだ──だが、

『んんっ……ダメ、智ト春モっ』

　大きく身体からだを反そり返らせて、操みさ緒おが弱々しい声で叫んだ。

　彼女の姿が、虚こ空くうに溶けこむようにかき消えた。同時に僕の頭の奥で、強烈な痛みが電でん撃げきのように駆かけ抜けた。苦痛に耐えかねて、僕はその場に膝ひざをつく。

　僕の影かげをこじ開けるようにして出現した巨大な腕が、再びずぶずぶと闇やみの中に沈んでいった。

「[image: ]クロ鐵ガネが……喚よべない!?」

　全身が悪お寒かんで震ふるえて動けなかった。今の一いつ瞬しゆんで体温が一気に上昇したという実感がある。高こう熱ねつのせいで、僕の脳内に刷すりこまれた術式が誤動作したのだ。機巧魔神アスラ・マキーナが喚び出せない。

『倒ス、倒ス、オマエ、倒ス』

　人形が、再び斧おのを振り上げて近づいてくる。

　僕はぼんやりとそれを眺めていた。目の前の光景にまったく現実感が湧わかない。悪い夢を見ているようだ。必死で逃げようと意い識しきしても、身体がまるで反応しない。

　操緒は消えたまま現れない。こんなときに最も頼りになるはずの朱しゆ浬りさんは、記き憶おくをなくしてクローゼットの中で眠っている。

　僕は泣き笑いのような表情を浮かべて、確かく実じつに迫り来る死の感触に震えた。

　きりきりきり、と鳴り続けていたゼンマイの回転が不意に停止した。

　重力に任せて、巨大な斧の先端が降ってくる。

「……！」

　ドス、と鈍にぶい音を響ひびかせて、斧はリビングの床ゆかに突き刺さった。

　僕の眼前一センチほどの場所を、分厚い刃やいばがギリギリにかすめていったのだ。

「は……はずれた？」

　灰はい色いろコートの人形は、僕の目の前に斧を突き立てたまま動きを止めていた。目の奥を赤く輝かがやかせたまま、甲かん高だかい声で告つげてくる。

『警けい告こく、コレハ警告ダ』

　人形が、斧を置いて僕から離はなれていった。どうやら、警告のためにわざと攻こう撃げきを外したのだと言いたいらしい。

　いかにも機き械かい仕掛けらしいぎこちない足取りで、人形はリビングの窓へと向かっていく。

『二十四時間ノ、猶ゆう予よヲ与エル。すたびらいざヲ引キ渡セ──引キ渡セバ、コレ以上ノ危害ハ加エナイ。二十四時間後ニ、マタ来ルっス──』

　そう言い残して、人形は窓の外に飛び出した。そのまま庭の雑草にまぎれて、灰色コートの小さな背中は見えなくなる。僕はそれを追いかけることもできずに、床に倒れたまま、人形の最後の言葉を思い出していた。

　マタ来ルっス──……

「……なんじゃそりゃ」

　負け惜しみのように弱々しくつぶやいて、僕は意識を失った。
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　　　四章







　それから僕は熱ねつを出して寝こんだ。




　体温計の液晶窓には、あまり見たことのない数字が表示されていた。

　四十度。

　さすがにこの温度はちょっとヤバいのではないかと思ったが、頭がぼーっとしているせいか、あまり実感が湧わいてこない。

　頭が割れるように痛むとか全身の関節が軋きしむとか、そういう段階はとっくに過ぎてしまったらしく、ただ単に意い識しきが朦もう朧ろうとしている。酔っぱらったときのような、ふわふわして地に足が着いてない感覚。むしろ少し気持ちいい。

　もしかしたら操みさ緒おは、いつもこんな気分でいるのかもしれないと思う。

「……操緒？」

　しかし呼びかけてみても、彼女の返事は聞こえてこなかった。僕が《[image: ]クロ鐵ガネ》の召しよう還かんに失敗してから、操緒は一度も姿を現していない。

　おそらく彼女自身が指摘したように、僕が熱を出しているせいだと思う。脳がまともな状じよう態たいではないので、演操者ハンドラーとしての機き能のうが正常に働いていないのだ。

「…………」

　熱のせいで妙に高揚していた気分が、いきなり暗く沈んでいくのを僕は感じた。

　これまでにも、操緒が姿を消したことがないわけではなかった。佐さ伯えき兄あにの機巧魔神アスラ・マキーナによって、完全に消滅させられたこともある。それでも彼女は、いつも平然と復活して、何事もなかったかのように僕につきまとっていた。

　もちろん僕も、操緒がいつまでも幽ゆう霊れいのままでいられると思ってたわけじゃない。行方ゆくえ不明になった彼女が、自分の身体からだを取り戻して生き返ってくれれば文句はないし、成じよう仏ぶつするというのならそれはそれで仕方がないとも思う。

　だが、今回は少し事情が違う。問題があるのは操緒ではなく、宿主である僕のほうなのだ。

　僕の熱が下がれば、操緒も復活すると思うのだが、そうでない可能性もゼロではない。

　その場合、操緒は《[image: ]クロ鐵ガネ》の内部で眠り続けたまま、どことも知れない闇やみの中に永遠に閉じこめられてしまうことになる。それを想像するとぞっとした。機巧魔神アスラ・マキーナを封印したあの濃のう密みつな闇の空間は、本能的な恐怖を誘さそう圧倒的な虚きよ無むに満ちていた。あんな世界に幽ゆう閉へいされるのは、おそらく死よりも怖おそろしいことだ。

　大丈夫だよ、と誰だれかが言ってくれれば、少しは安心できただろう。たとえそれが根拠のない慰なぐさめでも。しかし、今ここにその言葉をかけてくれるはずの操みさ緒おはいない。朱しゆ浬りさんも記き憶おくをなくしてしまっている。

　暗い部屋、一人ベッドの上に取り残されたまま、強烈な不安に僕は肩を震ふるわせた。

　だがしかし、そんなふうに悠ゆう長ちように落ちこんでいる場合ではなかったのだと、僕はあとで思い知らされることになる。

「──トモハルくん、起きてますか？」

　控えめなノックの音とともに、紫ゆか浬りさんがそっと顔を出した。

「あ、はい」

　僕はかすれた声で返事をする。

　浅い眠りを繰くり返していたせいか、時間の感覚が狂っていた。延々と眠り続けていたような気がしていたのだが、実はまだ翌日にもなっていなかったのかもしれない。

　無理して上体を起こそうとしたはずみに、額ひたいから濡ぬれたタオルが落ちた。そういえば、途と中ちゆう何度か紫浬さんがタオルを替えに来てくれたような気がする。気絶して倒れた僕をベッドまで運んでくれたのも紫浬さんだった。

「お水持ってきました。水分、摂とったほうがいいですよね？」

「あ、そうですね。たぶん」

　言われてみれば、喉のどがからからに渇いていた。僕は紫浬さんに感かん謝しやしながら、差し出されたコップを受け取った。記憶をなくしていても、こういう生活に必要な知ち識しきはなくさないのだな、と少し感心する。

「……すみません、紫浬さん」

「なにがですか？」

　紫浬さんは水のおかわりを注そそぎながら、おっとりと笑って訊きいてきた。

「えーと、ベッドを僕が占領しちゃって、しかも看病までしてもらって……本当は紫浬さんも病人みたいなものなのに」

「なんだ、そんなことですか」

　くす、と微笑ほほえんで紫浬さんが首を振る。そういう仕し草ぐさをすると、彼女は本当に朱浬さんとは違う人ではないかと思えてくる。

「いいんですよ。元はといえば、わたしのせいでトモハルくんが風か邪ぜをひいちゃったみたいなものですし。居い候そうろうですもん、看病くらいお安い御用ですよ」

「そうですか……ありがとうございます」

　ちょっと救われたような気分になって、僕は弱々しく頭を下げた。体力が落ちているせいか、精神的にもだいぶ弱っているようだ。操緒がいないことが必要以上にこたえているし、そのぶん紫浬さんの存在がありがたい。

「それより、お腹なかは空すいてないですか。お雑ぞう炊すいを作ってみたんですけど……」

「はあ……食欲はあまりないですが」

　とはいえ、食べられるうちになにか腹に入れておいたほうがいいのかもしれないと思う。風か邪ぜ薬のパッケージにも、空腹時は避けるようにと書いてあったはずだ。

「いちおう食欲がなくても食べられるように工夫してみたので、もしよかったら」

　紫ゆか浬りさんが、遠えん慮りよがちに尋たずねてくる。うーん、気を遣つかわせてしまって申もうし訳わけない。

「そうですね。雑炊ぐらいだったら、少しだけ」

「よかった。ちょっと待ってくださいね」

　いそいそと食事の支し度たくをする紫浬さんを、僕はぼんやりと眺めていた。

　変な雰囲気だと思った。懐なつかしさと違和感の入り混じった不ふ思し議ぎな感覚。

　僕は少しして、その感覚の正体に思いあたった。

　たぶん、操みさ緒おだ。

　病気で寝こんだ僕を看病するのは、昔から、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなうちの母親でも唯ゆい我が独どく尊そんなクソ兄貴でもなく、うちの隣となりに住んでいた幼なじみの役割だった。僕たちが物心ついたころからずっとそうだ。

　その操緒が今はどこかに消えて、かわりに紫浬さんが傍そばにいる。

　べつに紫浬さんが不満というわけではないのだが、それはどうにも落ち着かない感じだった。まるで知らない人と同どう棲せいしているような気分だ。

　ここにいるのが朱しゆ浬りさんのほうだったら、そんな気分にはならなかったと思う。

　とはいえ、紫浬さんの人格になっていない朱浬さんがこんな献身的な看病をしてくれるとは思えないから、朱浬さんの記き憶おくがなくなっていたのは、実は幸運だったといえなくもない。

　しかし朱浬さんが記憶をなくしてなければ僕が寝こむこともなかったわけで、なのにそのことで紫浬さんを責めても意味がないというのはどうにも納なつ得とくのいかない話であり、結局のところ巻きこまれた僕が不幸だという結けつ論ろんになるのだが、そのことはあまり考えないことにしよう。

「はい、どうぞ」

　あーん、などと言いながら、紫浬さんが雑炊をレンゲに載のせて差し出してくる。僕は素直に口を開けた。とりあえず今は彼女に甘えておこうと思った。

「お味はどうですか？」

　紫浬さんに訊きかれて僕は困こん惑わくする。なんだこの味。

　彼女の雑炊には味がなかった──と感じたのは一いつ瞬しゆんだけだった。突然すさまじい刺し激げきが口の中を荒れ狂い、僕は声も出せずにのけぞった。香こう辛しん料りようの臭においが鼻の奥を突き抜けた。舌が焼けるようだった。辛からいというよりも痛くて熱あつい。僕は紫浬さんの手から水の入ったコップを奪いとり、激はげしくむせ返りながら一息に飲のみ干ほした。

「辛っ！　なんなんですか、これ──!?」

　僕は声を裏返らせて叫ぶ。しかし紫ゆか浬りさんはあくまでもおっとりと、

「……キムチ雑ぞう炊すいですけど？」

「…………」

　絶句する。高こう熱ねつを出してるボロボロの重病人に、なぜキムチ？

「身体からだが弱って食欲がないときには、スパイシーなお料理を食べたりしますよね？」

　いや、それは夏バテのときの話だろう。

「それに汗をかくと熱が下がるかなって思いまして」

「…………」

　たしかに汗は噴ふき出したが、それ以上に体たい調ちようが悪化した。忘れていたはずの頭痛がぶり返し、内ない臓ぞうまでおかしくなったようだ。強烈な眩暈めまいで視界が歪ゆがむ。

「すみません……やはり食欲が湧わかないようです」

　死人のような声で僕は告つげた。

　そうですか、と紫浬さんは残念そうにつぶやいた。美お味いしいのに、と言いながら残ったキムチ雑炊を自分で頰ほおばる。部屋が暗かったので気づかなかったが、よく見ると、雑炊のお皿は煮えたぎるような唐とう辛がら子しの真しん紅くに染そまっていた。絶対に病人に喰くわせる食べ物ではない。健けん康こうな人間でもどうかと思う。まったく、どういう味覚をしているんだ、この人は。

　多少人格が変わったといっても、彼女にまともな看病を期待した僕が愚かだった。このままでは本当に命が危ないかもしれないと思う。

「あ、どこに行くんですか？　まだ起きちゃダメですよ」

　立ち上がろうとした僕を、雑炊を食べ終えた紫浬さんがあわてて止めた。たしかに僕も動き回るような気力が残っているわけではないのだが、

「ちょっとトイレに」

　激げき辛からキムチ雑炊のせいでいくらなんでも水を飲みすぎた。それに夕方ごろにぶっ倒れてから、一度もトイレに行った記き憶おくがない。

「なんだ、そんなことですか」

　紫浬さんが笑え顔がおを見せた。僕が不安になるくらいの混じりけのない笑顔だった。

「安心してください。こんなことも有ろうかと、ちゃんと用意しておきました」

「……用意？」

　とは、なんのことでしょう？

　担架でも持ってきてくれたのだろうか、と疑問に思った僕は、しかし次の瞬しゆん間かん、紫浬さんが取り出したモノを見て悲鳴を上げた。

「ちょっ……なんですかそれは!?」

　いびつな形をした花か瓶びんのようなガラス容器。いわゆる溲し瓶びんというやつだ。まさか、それで用を足せというのではないだろうな。てか、なんで我わが家やにそんなものが存在するのだ？

「さっき、お屋や敷しきのお掃除をしているときに見つけたんです」

「いや……だからってなんでそんな……!?」

「大丈夫ですよ。綺き麗れいに洗ってありましたから」

　そう言って紫ゆか浬りさんは僕の毛布を剝はぎ取った。そのまま僕のジャージのズボンに手をかけ、問答無用でパンツごと引きずり下ろそうとする。

「うわああっ、待った待った──やめてください一人でできますからっ」

「恥はずかしがらなくていいんですよ。生理現象なんですから」

「だからそういう問題じゃなくって──あっ、ちょっと、そこは違──」

　僕は必死で抵抗した。しかし紫浬さんの力は圧倒的で、衰弱した肉体は過か酷こくな運命に逆らうには非力すぎた。慣なれない手つきであちこちいじり回している指先の感触と、興きよう味み深ぶかく観かん察さつしているような視し線せん。やがて、冷やりとした触感が僕の一部を包みこみ、

「いいですよー」

　いや、いいですよ、とか言われても。それはたしかに僕も彼女の服を脱がそうとしたが、それは操みさ緒おの監かん視しのもとに必要に迫られてやったことで。や、ちょっと──さっきからずっと我が慢まんしていたのに、そんなところを刺し激げきされたら──

「──じゃあ、ゆっくり休んでくださいね」

　後片づけを終えた紫浬さんは、にこやかな笑え顔がおでそう言って僕の部屋を出て行った。

　僕はベッドに横たわったまま、抜ぬけ殻がらのような目つきで暗い天てん井じようを見上げていた。そして、このまま永遠に目が覚めませんように、と祈りながら、涙に濡ぬれた枕まくらで朝まで眠った。

　ほんの少し気持ちいいと思ってしまった自分が哀かなしかった。




　　　　○




　翌朝、僕は最悪な気分で目を覚ました。

　相変わらず頭が痛かったし、少しでも姿勢を変えると全身に筋肉痛のような痛みが走る。

　それでも熱ねつは少し下がって、今は三十八度ほど。昨晩ゆうべよりはまともにものが考えられるようになっていたし、身体からだも動く。あまり信じたくないことだが、紫浬さんのキムチが効きいたらしい。逆ぎやく療りよう法ほうというやつかもしれない。

　時刻はもう九時を過ぎている。授業はとっくに始まっている時間だ。どのみち今の体たい調ちようでは授業どころではないのだが、この時期の欠席はかなり手痛い。ただでさえテスト直前の大事な時期なのに、この上、出席日数まで足りなくなったら救いようがない。

「操緒……は、まだ復活しないのか」

　ズキズキと痛む頭を押さえながら、僕は深くため息をついた。昨夜は体調が悪くてそれどころではなかったのだが、考えなければならないことは山ほどあった。

　紫ゆか浬りさんの記き憶おくのこともそうだが、それよりも切せつ羽ぱ詰つまっているのは昨日きのうの殺人人形のことだった。あいつが言った謎なぞケース引き渡しの期限まで、もう半日も残っていない。こんなときに相そう談だんできる相手がいないというのは、なんとも心細いことである。

「──トモハルくん、起きました？」

　そのときちょうど紫浬さんが、ドアの隙すき間まから、にゅう、と顔を出した。

　やはり、いつもの朱しゆ浬りさんとは少し雰囲気が違う。相変わらず記憶は戻ってないらしい。

「朝ご飯ってどうします？　おかゆ作ってみたんですけど。生しよう薬やく配合で」

　そう言って紫浬さんは、器うつわの載のったお盆を差し出してくる。鼻を突く強烈な漢方薬の臭においに、僕は意い識しきが遠のく感覚を覚えた。それはもういいですから。

「あのですね、それよりも、お話しないといけないことがあるんですけど」

　僕は必死で話題を変えた。ただでさえ体力が落ちてるこの時期に、そんなものを喰くわされたら今度こそ本当に命が危ない。その真剣さが伝わったのか、紫浬さんは身を乗り出して僕の顔を見つめてきた。さすがにそこまで凝ぎよう視しされると、話を切り出しにくいのですが。

「……そういえば、紫浬さん。うちの玄関あたりに放り出してあったケースを知りませんか？　銀ぎん色いろのアタッシュケースなんですけど」

　なにをどう説明するべきか迷ったあげく、とりあえず気になっていたことから訊きいてみる。紫浬さんは切れ長の瞳ひとみをぱちくりと瞬しばたいて、

「銀色のケースですか。それなら元の場所に戻しちゃいましたけど……？」

「……元の場所？」

　僕は驚おどろいて訊き返した。記憶を取り戻したわけでもないはずなのに、どうして紫浬さんがそんなことを知っているのだ。

「あれって……元の場所じゃなかったのかしら？　てっきりそうだと思ったんだけど」

　驚く僕を見て不安になったのか、紫浬さんが怪け訝げんそうに小首を傾かしげた。

「あの……それって、どこのことを言ってるんですか？」

「一階の奥にあるお部屋です。ちょうど、この部屋の真下くらいの」

「え……それは……」

　兄貴の部屋だ、と僕は思った。この鳴めい桜おう邸ていの本来の借り主である夏なつ目め直なお貴たかが、かつて実じつ験けん室しつがわりに使っていた広い部屋。怪あやしい器具や薬品が置いてあって不気味なので、なるべく近寄らないようにしていたのだが。

「どうしてその部屋が本来の置き場所だと思ったんです？」

「あれ？　もしかして違ったんですか？」

　むしろ不ふ思し議ぎそうに紫浬さんが訊き返してくる。

「だってほかにも置いてありましたよ。同じものが」

「……え？」

　まったく予想外の彼女の言葉に、僕は混乱した。あの謎なぞケースは、一個きりではなかったということなのだろうか。なんでそんなものがこの屋や敷しきにあるのだ。

「すみません、ちょっと案内してもらえますか？」

　僕は壁かべに手を突いて立ち上がった。まだ少し頭がふらつくが、家の中を歩くことぐらいはできそうだ。

「はあ」

　紫ゆか浬りさんは、まだ少し困ったような顔をしている。まあ、無理もないか。他ひ人との家を案内しろと、本来の住人から言われたら僕だって困こん惑わくする。しかし、同じようなケースがほかにも置いてあったというのは見過ごせない問題だ。それはもしかしたら、あの謎ケースの秘密を解く重大なヒントなのではないかと思う。

「あのケースって、そんなに大事なものだったんですか？」

　紫浬さんに訊きかれて、僕は答えに迷った。

「僕にもよくわからないんです。ただ、朱しゆ浬りさんにとっては、きっと価値のあるものだったと思うんです。朱浬さんが危険を冒おかして手に入れて、誰だれかを傷つけてでもそれを奪い返そうとしている人たちがいるんだから」

　正せい確かくに言えば、この場合、傷つけられる可能性があるのは誰かというか僕なわけだが、面めん倒どうなので黙だまっておく。しかし紫浬さんは、おおよその事情を察したらしく、

「そうですか。でも、そのせいでトモハルくんが危ない目に遭あうのなら、そんなの手放しちゃってもいいと思うんですよ。どんなに価値のあるものでも、トモハルくんの身体からだのほうが大切ですもん」

「紫浬さん……」

　僕は真剣に感動した。普ふ段だんの朱浬さんからは絶対に聞くことができない言葉だった。

　朱浬さんには少し申もうし訳わけないが、一生このまま紫浬さんでいてくれたほうが、僕にとっては幸せだという気がしてきた。

　それに実を言えば、あの殺人人形に素直に謎ケースを引き渡すというのは、僕も同じことを考えていた。暴ぼう力りよくに屈するみたいで腹が立たないわけではないが、肝かん心じんの朱浬さんが記き憶おくをなくしていては、ほかにどう対処すればいいのかわからない。反はん撃げきしたくても操みさ緒おが消えたままでは機巧魔神アスラ・マキーナが喚よび出せないし、頼みの嵩たか月つきはどうも機き嫌げんを損ねてしまっているようだし。

「ところで、あれってなにが入ってるんですか？」

　屈託のない表情で紫浬さんが訊いてきた。実にもっともな疑問だった。できれば僕もそれを知りたい。

「わからないんですよ。あれを欲しがっている相手は、スタビライザとか呼んでましたけど」

「スタビライザ、ですか……安定装置のことですね」

「はあ……安定装置……」

　言われてみれば電化製品の部品みたいな名前ではある。あまり危険そうなイメージではなかったので少しホッとする。これを敵に渡したら世界が滅ぶとか、そういうことでもなさそうだ。

「あの……それじゃあ、誰だれかが引き取りにきたら、アレ、渡しちゃってもいいんでしょうか？」

　念のためにもう一度、紫ゆか浬りさんに訊きいてみる。不安そうな顔の僕を見て、紫浬さんは笑い、

「トモハルくんがいいと思うのなら、それでいいんじゃないでしょうか？」

「そうですね」

　そんなふうに言ってもらえると、僕としてもずいぶん気分が楽だ。

　元はといえば朱しゆ浬りさんが一方的に持ちこんできたトラブルなわけだし、僕には最初からあのケースを守り通す義務も責任もないのである。あとのことは朱浬さんが記き憶おくを取り戻してからゆっくり考えるとして、とりあえず今は、あんな謎なぞケースはさっさと放ほう棄きするに限る。

「あの……それで、問題のケースはどこに？」

　兄貴の実じつ験けん室しつにたどり着いたところで、僕は訊いた。閉めきった暗い部屋の中は埃ほこり臭くさく、数え切れないほどの古い道具が、壁かべ全体を覆おおう巨大な棚たなに詰めこまれている。

「あの中のどれかだと思います」

　紫浬さんは明るく微笑ほほえんでそう告つげた。

　彼女が指さした先には、大きな木き箱ばこが置かれていた。港の倉庫などでよく見かける、生木の材木を金具で止めて作った頑がん丈じようそうなやつである。どこか外国から輸ゆ入にゆうしてきたものらしく、木箱の表面には通関許可などの焼き印が刻んである。

　以前からこの箱の存在には気づいていたが、そういえば中をのぞいてみたことはなかった。

　紫浬さんも記憶をなくしているのなら、この箱の正体は知らないはずだ。なのに、どうして彼女はここが、あの謎ケースの本来の収納場所だと思ったのだろう。

　僕はおそるおそる木箱の蓋ふたを開け、そして紫浬さんに質問を繰くり返す。

「……玄関に置いてあったケースを、この中に入れちゃったんですか？」

　そうですよ、と紫浬さんは微笑んだ。

　僕はただひたすらに沈ちん黙もくする。

　なるほど。

　紫浬さんが、謎ケースをこの中に放りこんだ理由はよくわかった。玄関に置いてあったケースはたしかに、この中のどれか、なのだろう。

　しかし、あの殺人人形にそれを説明して、わかってもらえるという自信は僕にはなかった。

「あの……どうかしましたか？」

　紫浬さんに訊かれて、僕は黙だまって首を振った。彼女に文句を言っても仕方がない。

　木箱の中身は、銀ぎん色いろのアタッシュ・ケースが十六個。

　まったく同じ色形をした十六個の謎ケースが、隙すき間まなくぎっしり詰めこまれていたのだった。
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　紫ゆか浬りさんに事情を説明するのは、思った以上に時間がかかった。

　ある意味それも当然の話で、彼女の中では自分は黒くろ崎さき紫浬という別の人間ということになっており、しかも三年前で時間が止まったまま、なおかつ前後の記き憶おくを失っているのだ。プロの精神科医でも、彼女に事じ態たいを把は握あくさせるのは激はげしく困こん難なんなことだと思われた。

　とりあえず科学狂会とか悪あく魔まとかの面めん倒どうくさい部分は後回しにして、朱しゆ浬りさんに関係ありそうな部分だけを抜き出して話す。とにかく記憶を取り戻してもらわないことには、朱浬さんだっていつまでも学校を休むわけにはいかないはずだ。

　つか、そもそも彼女を、あまり長いことウチに置いておくわけにもいかないのだ。

　朱浬さんが記憶をなくしているなどと言っても、学校側が信じてくれるとは限らない。部活の先せん輩ぱい後こう輩はいといっても、僕と朱浬さんは血が繫つながっているわけでもない赤の他人で、そういう関係の男女が二人だけで一いつ緒しよに住んでいたら、世間ではそれを同どう棲せいという。不純異性交遊とかそういう問題ではなく、バレたら一発で退学だ。先生やほかの生徒に気づかれる前に、なにがなんでも朱浬さんには元に戻ってもらわないと僕が困る。

「──教会、ですか？」

　自分が教会に住んでいた、という話を、紫ゆか浬りさんは不ふ思し議ぎそうに聞いた。

　年老いた神父さんと一いつ緒しよに暮らしていたということも、やはり覚えていないらしい。

　しかし、僕が知っている朱しゆ浬りさんの私生活といえるのはあの教会のことだけである。教会という独特の雰囲気を持った場所でもあるし、紫浬さんが実際に見てみれば、なにかを思い出すきっかけになるのではないかと思う。

「わたしが一人で行くんですか？　その教会まで？」

　不安げな表情を隠かくさずに、紫浬さんがつぶやいた。最近の記き憶おくが欠落しているせいか、紫浬さんには記憶を取り戻さなければならないという危き機き感かんがあまりないらしい。どうして自分がそんなことをしなければならないのか、本気で不思議がっているらしい。

「すいません。僕も一緒に行ければよかったんですけど」

　仕方なく僕は頭を下げた。紫浬さんは所在なげな表情を浮かべて顔を伏せ、

「そうですね……わたしがいつまでも居い候そうろうしてたら、トモハルくんだって迷めい惑わくですよね……」

「いえ、迷惑ってことはないですが」

　どちらかといえば、朱浬さんの人格のときのほうが明らかに傍はた迷めい惑わくである。

「だからなにも思い出さなかったら、遠えん慮りよなくうちに戻ってきてもらって構わないんですけど、でも、もしも記憶が戻るのなら、それは紫浬さんにとっても多た分ぶんいいことだと思いますし」

「そう……なんでしょうか？」

　紫浬さんが潤うるんだような瞳ひとみで僕を見る。

　あらたまってそんなふうに訊きかれると、僕としても返事に困る。

　たしかに記憶喪そう失しつの原因は、肉体的な障害だけでなく、本人が思い出したくないなどという精神的なものもあるとは、僕も聞いたことがある。

　しかしあの朱浬さんの性格で、人知れず記憶を消し去りたいほど悩んでいることがあるとは、あまり想像できないのだが。

「──もし、その朱浬さんという人の記憶が戻ったら、わたしはどうなってしまうんでしょう。消滅していなかったことになってしまうのでしょうか？」

　紫浬さんが消え入りそうな声で言った。

　その言葉で僕はようやく、彼女が記憶を取り戻したがらない理由に気づいた。

　彼女の不安はよくわかった。朱浬さんという主人格が復活したら、紫浬さんの人格が消えてしまうというのはあり得る話だった。それは残ざん酷こくな話であったが、だからといってこのまま朱浬さんが消えてもいいのかというと、それはまた別の問題だ。

「あのですね……こうは考えられないでしょうか。紫浬さんは朱浬さんのことを覚えてないと言ってますけど、朱浬さんは紫浬さんのことを覚えているかもしれません」

「あの……それはどういう理由で？」

　紫浬さんが疑わしげに眉まゆを寄せる。

「いや、思いつきなので根拠はないんですけど、紫ゆか浬りさんは自分がまだ十四歳さいだと思っているわけですよね。だけど朱しゆ浬りさんは実際には十七歳なんですよ。ということはつまり、紫浬さんの記き憶おくにないことでも、朱浬さんは覚えているかもしれないわけで──たとえば、紫浬さんの名前が、実はこのあと朱浬さんに変わるって可能性もゼロではないじゃないですか」

　我われながら無む茶ちやな理屈だと思った。しかもややこしい。

　紫浬さんも同じことを思ったのか、しばらくの間ずっと難むずかしい顔で唇くちびるを嚙かんでいた。そしてまだ少し迷っているような表情で、しかしきっぱりと、

「わかりました。その教会に行くだけ行ってみます」

「……すみません。助かります」

「いえ。これはわたしの問題ですし……でも、ひとつだけ訊きいていいですか？」

「はい」

　困こん惑わくする僕を、紫浬さんはいつになく真剣な表情で見つめてきた。不安そうに何度も瞬まばたきしながら、細い声で訊いてくる。

「トモハルくんから見て、朱浬さんってどんな人でした？」

「それは──」

　また難むずかしい問題を。

　朱浬さんの印象といえばとにかく美人で、いつもにこにこと笑っているくせにおっかなくて、無む謀ぼうで、非ひ常じよう識しきで、なにを考えているのかさっぱりつかめない人であり、外見を別にすれば紫浬さんとは対極にあるような人物だ。

　今回のことで思い知らされた。僕は彼女の本当の姿を、ほとんどなにも知らないに等しい。その中で、はっきりと断言できることがあるとすれば、それは──

「楽しそうな人です」

「……楽しそう？」

　紫浬さんが不ふ思し議ぎそうにつぶやいた。僕の言葉は、彼女にとっても意外な答えだったらしい。

「はい。とにかくいつも楽しそうですね。僕がそう思っているだけかもしれませんけど」

「彼女のこと……好きですか？」

　もう一度、紫浬さんが訊いてくる。これは簡かん単たんな問いかけだった。好きか嫌いかということなら迷う必要はない。

「ええ、好きですよ」

　正直言って彼女の生き方には憧あこがれる。うらやましいとさえ思うときがある。

「よかった」

　紫浬さんは胸にそっと手をあてて小さな声でつぶやいた。それから不意に顔を上げて部屋の時計を見た。もうすぐ正午近くである。

「それじゃあ、ちょっと行ってきますね」

　僕の書いた教会までの地図を持って、紫ゆか浬りさんは小さくガッツポーズを作った。そういう仕し草ぐさをすると、ほんとうに彼女は僕より幼いのではないかと錯さつ覚かくしそうになる。

「待ってください、そのままの恰かつ好こうで行くつもりですか？」

　僕はあわてて彼女を止めた。今の紫浬さんは、僕が貸した男物のジーンズとだぶだぶＴシャツという姿である。しかもノーブラだ。

「あ、そうか、着替えてきます。そろそろ私の服も乾いたころですね」

　そう言って彼女は、ハンガーにかけた自分の服に手を伸ばした。朱しゆ浬りさんの戦せん闘とう服ふくでもある、ノースリーブの黒いワンピースと吸血鬼みたいなマントコート。

　そのコートを手に取ったとき、紫浬さんは奇妙な顔をした。

　怪け訝げんそうに唇くちびるを尖とがらせ、コートの布地を裏返す。

　対悪あく魔ま戦闘用に作られたという、防ぼう弾だん防ぼう刃じん性能を備えた頑がん丈じようなコートである。

　その背中が大きく裂けていた。

　単に破れていたというわけではない。巨大な刃物で一いつ閃せんしたように、大きく切り裂かれていたのだ。切断面があまりにもなめらかすぎて、コートをかけた僕も今まで気づかなかった。

　刃物を通さないはずの朱浬さんのコートを、こうまで簡かん単たんに切り裂く技術。ある意味、芸術的ですらある。分厚い斧おのを力任せに振り回していた殺人人形なんかに真ま似ねできる芸当ではない。

　なにか不吉な予感を感じて、僕は全身を震ふるわせた。また少し熱ねつが上がってきた気がする。

「それじゃ、安静にしててくださいね」

　着替えを終えた紫浬さんが、屈託なく微笑ほほえんで出かけていく。

　その頼りない後ろ姿を見送りながら、彼女の記き憶おくが早く戻りますようにと、僕は初めて真剣に祈った。
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　誰だれかの気配けはいを感じて目が覚めた。

「……操みさ緒お？」

　無む意い識しきにつぶやいてしまってから、僕は彼女がいないことを思い出す。

　ぼんやりとしていた視界が次第に鮮せん明めいになってくると、僕の顔をのぞきこんでいた綺き麗れいなお姉ねえさんと目があった。少し気弱げな瞳ひとみの動きで、彼女が朱浬さんではないと判断できた。

「紫浬……さん？」

「ごめんなさい、起こしちゃいました？」

　学生風のメガネをかけた紫浬さんが、少し申もうし訳わけなさそうに目を細めた。

　彼女が鳴めい桜おう邸ていを出て行ってから、僕はすぐに眠ってしまったらしい。気づくとカーテンの隙すき間まからは夕方の陽ひ射ざしが漏もれている。

　紫ゆか浬りさんはちょうど教会から帰ってきたところらしく、まだ肩にバッグを提さげていた。

　出かける前の彼女とはどこか印象が違うような気がして、そのことに少し戸と惑まどったが、

「そのメガネ、どうしたんですか？　その服も……」

「あ、これですか？」

　長めのスカートの裾すそに手をあてて、紫浬さんは恥はじらうように微笑ほほえんだ。今の彼女は、クラスで目立たない読書好きの女の子といった雰囲気で、オリジナルの朱しゆ浬りさんとはもはや完全に別人だった。

「教会の裏のお部屋から勝手に借りて来ちゃったんです。メガネはなくても平気なんですけど、このほうが気分が落ち着くので」

「……はあ、なるほど」

　僕はようやくそれだけを言った。朱浬さんの部屋から持ち出してきたということは、もともと彼女の持ち物ということで、文句があろうはずもない。が、あの朱浬さんのワードローブに、こんな普通の服があったというのが驚おどろきだった。しかも、なにやら異常に似合う。

　なんであの人は普ふ段だんからこういう恰かつ好こうをしないんだろう……もしかしてモテ過ぎて困ってしまうからなのか？

「ところで、なにか思い出したことはありました……？」

　僕は枕まくらにもたれるようにして上体を起こした。なにか顔がごわごわすると思ったら、額ひたいに熱ねつ冷さましシートが貼はられていた。すっかり温ぬるくなっていたので、ずいぶん前に貼られたものらしい。自分で貼った覚えはないし、そもそもうちにはこんなものはなかったはずである。たぶん紫浬さんが出かける前に貼っていってくれたのだろうと思う。

「それが……全然」

　困ったような顔をして紫浬さんはうなだれた。

「あ、でも、わたしの持っていた鍵かぎで部屋には入れたから、トモハルくんが言ってたことは噓うそじゃないんだと思います。だけど……ごめんなさい、わたしどうしてもなにも思い出せなくて」

「あの……僕に謝あやまってもらう必要はないですよ。記き憶おくが戻らないのは紫浬さんの責任じゃないですから」

　僕はあわてて励ましてみる。なまじ朱浬さんと同じ顔をしているだけに、こういうときはどうもやりにくい。

「科か學がく部ぶの部室とか、学校とか、ほかにも記憶を戻す方法に心あたりがありますから、気にしなくても大丈夫ですよ。市いち原はら先生とかに相そう談だんしてみてもいいですし、そのうちなんとなく思い出すかもしれませんし」

　熱でぼんやりした頭で、僕はとりあえず思いつくことを並べてみた。うつむいていた紫浬さんが、くす、と笑う。

「ありがとう。優やさしいんですね、トモハルくん」

「……そういうのとはちょっと違う気がするんですけど。この場合」

　なんとも据すわりの悪い気分で僕は言った。まさか朱しゆ浬りさんにお礼を言われる日が来るとは思わなかった。まあ、正せい確かくには朱浬さんとは違うけど。

「紫ゆか浬りさんも僕の看病をしてくれたんで、お互い様です」

「そう言ってもらえると嬉うれしいですけど、そういえば体たい調ちようはどうですか？」

　紫浬さんが自分の額ひたいを、熱ねつ冷さましシートごしの僕の額につけてくる。

　昼ひる頃ごろに再び四十度近くまで上がった僕の体温は、少し汗をかいて、今はまた三十八度くらいまで下がっている。どうも昨夜ゆうべからずっとこんな状じよう態たいが続いているらしい。

「うーん……でも、まだかなり熱がありますね。とりあえず汗だけでも拭ふいちゃいましょう。わたし、タオルと着替えをとってきます」

　そう言い残して紫浬さんは部屋を出て行った。ありがたいなあ、と僕は感かん謝しやする。汗で濡ぬれた服はたしかに気持ち悪かったし、二日も風ふ呂ろに入っていないので、自分でも気になり始めていたところだった。

　しばらくして紫浬さんは戻ってきた。お湯を張った金かなだらいとタオルを持っていて、それはべつに構わない。しかし腕まくりをしている彼女の姿に、僕はいきなり悪い予感を覚えた。

「はい。じゃあ全部脱いでくださいね」

　紫浬さんが、有う無むを言わせず僕のスウェットに手をかける。僕は愕がく然ぜんと身体からだを強こわ張ばらせ、

「ま、待った……ちょっと待った！　なにする気なんですか、紫浬さん!?」

「なにって……服を着てたら身体が拭けないじゃないですか」

　紫浬さんがあきれたように腰に手をあてて、ため息をついた。僕は彼女に言い聞かせるようにゆっくりと、

「あのですね。出て行ってくれたら、あとは自分でできますから──」

「なに言ってるんですかー」

　紫浬さんはくすくすと笑い出す。

「居い候そうろうなんですから、それくらいはやりますよ。むしろやりたいです」

「やりたいです、って……いや、居候とかそういう問題ではなくてですね」

「もう、お互い今さら恥はずかしがるような間柄じゃないでしょう？」

「え!?　いや、そんなことは全然ないと思いますけど……え、ええっ!?」

　僕は必死で抵抗したが、たとえ体調万全の状態でも、力で紫浬さんに勝てないことは証明済みだ。彼女はあっさりと僕をねじ伏せ、赤ん坊の相手をするみたいに一方的に服を剝はぎ取った。こういうところだけ朱浬さんと同じ性格というか、絶対に楽しんでやってるだろアンタ。

　あっという間に僕を半裸に剝むいて、紫浬さんはタオル片手に馬乗りになってくる。

　なんか襲おそわれているみたいだなあ、と僕は情なさけない気分で考えた。

　紫ゆか浬りさんは、楽しそうに鼻歌なんかを歌っている。その歌声があまりにも綺き麗れいだったので、僕は一いつ瞬しゆん、抵抗するのを忘れて、彼女の歌に聴きき惚ほれた。

　気づくのが遅れたのは、たぶんそのせいだと思う。

「……あら？」

　僕に濡ぬれタオルを押しつけたまま、紫浬さんが顔を上げた。

　彼女が驚おどろいた原因を、僕が理解するまでには少し時間が必要だった。鳴めい桜おう邸ていの一階から、聞き覚えのある声が響ひびいてくる。

「──もう、智ト春モったら病人のクセに玄関の鍵かぎとか開けっ放しで。ほんと不用心なんだから」

　弾はずむように明るい女子の声。そして妙に達たつ観かんしたような皮肉っぽい口く調ちよう。

「ま、いいんじゃねえの。寝てるところを起こしたりしたら可哀かわい想そうだし、ちょっと様よう子すを見て、見み舞まいだけ置いて帰るってのも」

　杏あんと樋ひ口ぐちの声だった。

「……っ!?」

　僕は声にならない悲鳴を漏もらした。そろそろ午後の授業が終わる時間で、杏たちが見舞いに来てくれるというのは普通にあり得ることだった。

　お見舞いはありがたいことなのだけど、よりによってなんでこんなときに。

「あれっ……智ト春モ、起きてるのっ？」

　僕の部屋に電気がついているのを確かく認にんして、杏が勢いよく踏みこんできた。

　そして彼女はそのままの姿勢で、凍こおりついたように硬直した。彼女の手から離はなれたカバンが、スローモーションで落下する。

「なに固まってんだ、大おお原はら──？　智ト春モ、生きてっか。暇ひまだから見舞いに来てやっ──」

　少し遅れて入ってきた樋口が、頰ほおを引きつらせて静止した。

　僕は為なすすべもなくそれを見つめていた。

　硬直したままの杏の肩が、わなわなと小刻みに震ふるえている。こういうの前にも一度あったな、と、僕は場違いなくらい冷静に思い出していた。

「あ……」

　紫浬さんがいそいそと身体からだの向きを変えた。ベッドの上にぺたんと座り、太ふと腿ももまでめくれ上がったスカートを直す。それからにっこりと微笑ほほえんで、杏たちにお辞じ儀ぎした。

「こんにちは。あの……トモハルくんは、風か邪ぜで寝てますけど」

　杏は返事をしなかった。うつむいたまま唇くちびるを小さく震わせて、

「……か」

　かすれた声でなにかをつぶやいた。僕はそれを聞き取ろうと、ベッドの上で身体を起こした。そして僕の裸の上半身を見て、杏が、ひくっ、と瞼まぶたを痙けい攣れんさせた。

　杏は持っていたコンビニ袋を、勢いよく振り上げ、

「智ト春モのばか──っ！」

　ハンマー投げのように全身を回転させて、僕の顔面めがけて投げつけてくる。

　コンビニ袋の中身は、桃ももとみかんの缶詰だった。硬い缶の縁ふちを額ひたいの中央にまともにくらって、僕はひとたまりもなくぶっ倒れた。紫ゆか浬りさんが目を丸くして振り返る。

　杏あんはそのまま振り返りもせずに部屋を飛び出した。階段を駆かけ下りる足音が、次第に遠くなっていく。紫浬さんがおろおろしながら、困った顔で立ち上がった。

　その間に、樋ひ口ぐちが僕のほうににじり寄ってきた。

「おい……智ト春モ、どうなってる？　抜け駆けか？　おまえ、いつから黒くろ崎さき先せん輩ぱいとこんなことになってるんだ？」

　実に道理にかなった質問であった。しかし、それをひとことで説明するのは不可能に近い。どうやって誤解を解けばいいのかと僕が熱ねつを持った頭で必死に考えていると、

「まあいいや、その話はあとでゆっくり聞かせてもらうからな」

　樋口が僕に文具屋の袋に入った紙の束を押しつけてきた。ルーズリーフのノートだった。けっこうな量が入っている。なんだろう。

「今日きようのぶんの授業のノートな。大おお原はらがとっといてくれたんだから感かん謝しやしとけよ。嵩たか月つきのぶんも一いつ緒しよに入ってるから」

「……嵩月のぶんって？」

「ああ、あいつも今日は休んでたんだよ。無断欠席だったんで柱タ谷ニやんが心配してたんだけど。智ト春モもなにも聞いてないのか？」

　僕は黙だまってうなずいた。昨日きのう、変な別れ方をしたので少し気にしてはいたのだけれど、そのことで嵩月が学校を休む理由はないと思う。

「あと、これは土産みやげだ。あとで一人のときにゆっくり見てくれ」

　そう言って樋口が手渡してきたのは古い雑誌だった。男性向けの写真週刊誌だ。中学生じゃないんだから、お見み舞まいにエロ雑誌を持ってくるのはやめて欲しい。しかもこんな何年も前のヤツなんて。

「とにかく、邪じや魔まして悪かったな。あとで話聞かせろよ……これで智春も大人おとなの仲間入りかぁ」

　樋口が僕の肩を叩たたいて、それはそれは嬉うれしそうな顔でへらへらと笑う。だから誤解だって。なんだよ大人の仲間って。

「先輩も智春のことよろしくお願ねがいしますね。コイツ、初めてだと思うんで」

「あ、はい。わかりました」

「樋口っ！」

　僕は大声を張り上げて、そのまま激はげしく咳せきこんだ。なんでそういうことを紫浬さんに言うんだオマエは。紫浬さんも紫浬さんで、にこにこ笑ってうなずかないでくださいよ。

　樋ひ口ぐちがウチを出て行く足音を聞きながら、僕はベッドの上に突つっ伏ぷした。

　杏あんに桃もも缶かんをぶつけられた額ひたいがずきずきと疼うずく。ちょっと冷静に考えてくれたら、勘違いだとすぐにわかりそうなものだが、ここまで話がこじれてしまうと杏の誤解を解くのは簡かん単たんなことではなさそうだ。来週からのバイトをどうしよう、と僕は落ちこむ。なにもあんなに一方的に怒らなくてもいいだろうに。

「すみません……わたしのせいですよね」

　ようやく状況を理解したらしく、紫ゆか浬りさんが僕の額に触れて、申もうし訳わけなさそうにうなだれた。僕はのろのろと首を振った。紫浬さんに文句を言ってどうなることでもない。

「ごめんなさい。わたし、やっぱりトモハルくんに迷めい惑わくばかりかけちゃって」

「いや、そんなことはないですよ。これは要するに僕が不幸だというだけの話で」

「……ふふ、優やさしいですね」

　紫浬さんが、僕に顔を近づけて笑う。彼女の息が僕の首筋に触れた。あの、いくらなんでもそれは近づきすぎではないのでしょうか。

「初めて、なんですか？」

　悪いた戯ずらっぽく目を細めて紫浬さんが訊きいてくる。

　ええ、まあ、それはそうなんですけど。言い訳するわけではないですが、幼なじみの幽ゆう霊れいに二十四時間態たい勢せいで監かん視しされていたもので。

　しかし、その操みさ緒おも今はいない。

　眉まゆを逆さか立だてて怒っている色素の薄うすい少女の顔が脳のう裏りをよぎる。

　紫浬さんが、艶つややかな唇くちびるをそっと寄せてくる。頭の芯しんがぼんやりとして、今は難むずかしいことがなにも考えられない。いいのかなあ、と思いながら、僕は黙だまって目を閉じた。

「……！」

　紫浬さんが、前触れもなく突然、全身を硬直させたのはその直後だった。

　彼女が発した異様な気配けはいに、驚おどろいて僕は目を開けた。紫浬さんは、こぼれ落ちそうなほどに目を開けてなにかを凝ぎよう視ししていた。彼女の機き械かい化かされた細い手足から、静電気のような火花が散る。紫浬さんが──いや、朱しゆ浬りさんがここまで感情を昂たかぶらせた姿を、僕はこれまで見たことがなかった。

「紫浬さん……!?」

　僕は彼女の視し線せんを追った。紫浬さんが怯おびえたように見つめていたのは、樋ひ口ぐちが持ってきた古い写真週刊誌だった。

　僕は気づいていなかったのだが、樋口が、その週刊誌のページの一部にしおりを挟はさんでいたらしい。ベッドの上に落としたときに、そのページが開いてしまっていた。

　見開きのページに掲けい載さいされた特集記事だ。タイトル文字のすぐ下に、色いろ褪あせたカラー写真のスナップショットが大きく印刷されている。

　そこには人形のように可愛かわいらしい二人の少女が、肩を寄せ合って写っていた。

　僕はその少女の顔を知っていた。

「紫ゆか浬りさんっ──！」

　激はげしい火花が紫浬さんの身体からだを包みこみ、僕は衝しよう撃げきで弾はじき飛ばされた。

　紫浬さんは大きく瞳どう孔こうを開いたまま、仰あお向むけに倒れてぴくりとも動かない。まるで美しい人形になってしまったようだ。

「紫浬さん……」

　僕は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。焦こげ臭くさい臭においが漂ただってくる。脱ぎ散らかされた服を急いで身につけ、僕は倒れた彼女を抱き起こそうとした。

「しっかりしてください、紫浬さん──紫浬さん！」

　僕は半泣きになりながら、動かない彼女の身体を揺ゆさぶった。しかし紫浬さんに反応はなかった。呼吸の気配けはいも感じない。彼女の胸に耳を押しあててみても、自分の心しん臓ぞうの音がうるさすぎて紫浬さんの鼓動が聞こえない。

　ほとんどパニックに陥おちいって、僕は携帯電話に手を伸ばした。

　しかし誰だれに助けを求めればいいのかわからない。

　科か學がく部ぶ顧こ問もんの市いち原はらはアテにならない。ましてや樋ひ口ぐちや嵩たか月つきの手に負える事じ態たいではないだろう。

　唯ゆい一いつ、彼女を救える可能性があるとすればうちの兄貴だが、海外留学中のあの男にはこちらから連絡を取る手段がなかった。

　今さらながら僕は自分が、これまでどんなに朱しゆ浬りさんを頼りきっていたのか思い知らされた。こんなときはいつだって朱浬さんが僕を助けてくれた。彼女にはわからないことなどなにもなく、いつだって僕が進むべき道を教えてくれる。そんなふうに思っていた。

　そんなことがあるわけなかったのに。

　朱浬さんは僕よりたった一歳さい年上というだけで、万能の女神でもなんでもない、ただの女子高生なのだ。そんなことさえ僕は今までちゃんと理解していなかった。

　僕は朱浬さんに振り回されているふりをしながら、その実、彼女を都つ合ごうよく利用していただけなのかもしれない。そんなことにも気づかなかった自分に嫌いや気けがさす。

　彼女を助けるためなら、どんなことでもしようと思った。しかし実際に僕にできることなど、祈ること以外になにもなかった。演操者ハンドラーであることなど無意味だった。破は壊かいするしか能のない機巧魔神アスラ・マキーナなど、本当になんの役にも立たないのだと実感する。

　そしてどうしようもなく間の悪いことに、僕の背はい後ごで、ゼンマイが巻き上がるような耳障りな音が聞こえてきた。閉めてあった窓がゆっくりと開いていき、その向こう側に、表情のない白い顔が浮かび上がる。

『──オ取リコミ中、申もうシ訳わけナイっスケド……』

　灰はい色いろのコートを着た子どもみたいな人形が、巨大な斧おのを担いだまま、じりじりと部屋の中に這はい出した。鳴めい桜おう邸ていの外がい壁へきを、強引によじ登ってきたらしい。

『アンタラ、チョット緊きん張ちよう感かんガ欠ケテルンジャナイッスカ？　二十四時間以内ニすたびらいざヲ引キ渡セト言ッテオイタっス』

　なにやらふて腐れたような口く調ちようで人形が言った。

　もしかしたらコイツは窓の外で、姿を現すタイミングをずっと待っていたのかもしれないと思った。僕と紫ゆか浬りさんがいい雰囲気だったりしたから、出るに出られなかったのかもしれない。そのせいか、勝手にずいぶん怒っている。

『サア、すたびらいざヲ渡スっス。返答次第デハタダデハ済マサナイっスヨ？』

　目の奥に真しん紅くの光を輝かがやかせて、人形が脅す。

　動かない朱しゆ浬りさんを抱えたまま、人形が引きずる斧おのを見つめて、僕はぼんやりと考えた。

　もしかしたら、こういうのを絶体絶命というのかもしれない──と。

[image: ]







　　　五章







『約束の期限っス──すたびらいざヲ渡シテ欲シイっス。抵抗シテモ無む駄だっスヨ』

　斧を引きずった殺人人形が、間の抜けた無表情のまま要求してきた。

　あれからもう二十四時間経たったのかと、熱ねつに浮かされた頭で僕はぼんやり考えていた。全然勉強できなかったな、とあまり関係ないことを後こう悔かいする。試し験けん前まえの貴重な一日だったのに。

「べつに抵抗しないよ」

　僕はため息と一いつ緒しよにつぶやいた。人形は肩かた透すかしをくらったみたいに、がくん、とよろめき、

『……抵抗シナイっスカ？』

「しないよ。そのかわり、この人には手を出さないでくれるかな。見てのとおり病人だから」

『ハア……ソレハベツニイイっスケド』

　半信半疑という口く調ちようで、人形が僕を睨ねめ上げてくる。こんな出来損ないのカボチャみたいなヤツにすら信用されないのは、正直少しむかつくが、

「こっちだよ」

　僕は倒れた紫ゆか浬りさんを背はい後ごに庇かばうようにして部屋を出た。まだ少しふらつく足で階段を降り、兄貴の実じつ験けん室しつへと向かう。人形は斧おのをずるずると引きずりながら、おとなしく僕についてきた。

「ちょっと訊ききたいんだけどさ……スタビライザってどういうもの？　なんで真ま日ひ和わはこんなことしてるわけ？」

『ベツニおれハ「すたびらいざ」ガ欲シイワケジャナイっス──』

　そこまで普通に喋しやべってから、人形は突然、あわてたようにぎこちなく手足を震ふるわせた。僕の顔を指さして大げさに声を上うわ擦ずらせながら、

『ナ、ナンデおれガコノ人形ウイジエツトヲ操あやつッテルッテワカッタっスカ!?』

「いや……なんでって訊かれても」

　昨日きのうの出現のタイミングに、このしゃべり方。これでバレないと思うほうがどうかしていると思う。

「あれだろ……昨日、真日和が風ふ呂ろの修理に来て佐さ伯えきの尻しりを触ったのも、この人形をうちに忍びこませるためだったんだろ？」

　僕は投げやりな口く調ちようで確かく認にんした。

　真日和は、朱しゆ浬りさんがうちに隠かくれていることを確認するために、工務店のバイトとして鳴めい桜おう邸ていに入ってきた。遠隔操そう作さができるこの殺人人形を、こっそり置いて帰るつもりだったのだ。

　しかし、そのときたまたまリビングには佐伯妹いもうとと嵩たか月つきがいた。きりきりと耳障りな音を立てる殺人人形なんかを置いていったら、いくらなんでも一発でバレる。

　そこで真日和は佐伯妹に痴ち漢かん行為を働いて、彼女が大おお騒さわぎしている隙すきに無事人形を忍びこませることに成功した、というわけだ。

『ヤルっスネ……夏なつ目めクン。ボーットシタ顔ダト思ッテ甘ク見テタっス』

　人形の口を借りて、真日和が言う。どうでもいいけど、ぼーっとした顔というのはこの場合、余計なのではないかと思う。

「スタビライザが要いらないのなら、どうして取り戻そうとしてるわけ？」

『噓うそジャナイっス。おれハ要ラナイッス。デモ、欲シガッテル人ガイルっスヨ』

「その人に……雇われたってこと？」

『ソンナ感ジッス。奪ワレタ「すたびらいざ」ヲ取リ返ストイウノガ依頼ノ内容っス。無益ナ戦せん闘とうハ避さケラレルノナラ避さケタイっスヨ。ゴ協力、感かん謝しやッス』

「感謝ねえ……」

　本当に感謝してくれればいいけどな、と思いながら、僕は実験室のドアを開けた。

　埃ほこりの積つもった実験室の奥に、例の木き箱ばこがぽつんと置かれている。

　部屋の中を見回して、真日和の人形が怪け訝げんそうに訊いてきた。

『ドコっスカ、「すたびらいざ」ハ？』

「あれだよ。あの木箱の中」

『罠わなトカ仕掛ケテソウナ雰囲気っスネ……』

　人形が疑わしげな口く調ちようで言った。たしかに言いたくなる気持ちもわかる。しかし現実はもっとしょうもないことなのだ。

『……ナンすカ、コレハ!?』

　予想どおり、人形が愕がく然ぜんと叫び声を上げた。木き箱ばこの中を無造作に引っかき回し、それだけでは飽あき足らなかったのか、斧おのを振り上げて外枠ごと叩たたき割った。

　破は壊かいされた木箱からこぼれだしてきたのは、大量のアタッシュケースだった。

　元から木箱の中に入っていたという十五個のケースと、紫ゆか浬りさんが放りこんでしまった問題のスタビライザ入り謎なぞケース。

　どれも同じデザインで大きさも同じ。取っ手の色や、周囲にくっついているネジの数が違うだけである。間違い探しをしているようだ。

『ドウイウツモリっスカ、夏なつ目めクン？』

　真ま日ひ和わの声が怒っている。僕は黙だまって肩をすくめた。たぶんこうなるだろうとは思っていた。

「見てのとおり、この中のどれかが本物だと思うんだけど、あ、ワザとじゃないんだよ。事情を知らない人が混ぜちゃって……なんだったら、全部持ってってもらっても──」

『時間稼かぜギノツモリっスカ？　ワザトジャナイナンテ、ソンナ言いイ訳わけガ通用スルトデモ……？』

「だから噓うそじゃないって。人の話を最後まで──」

『黙だまルっス。穏おん便びんニ済マセヨウトシタ努力ヲ踏ミニジラレタおれノ心ノ傷ハ深イっス。コウナッタラ、多少イタイ目ヲ見テモラウシカナイヨウっスネ──！』

「だからなんでそんな結けつ論ろんになる!?」

　叫びながら僕はじりじりと後退した。

　きりきりとゼンマイを巻き上げながら、殺人人形が斧を振り上げた。『殺ス、殺ス』などと呪じゆ文もんのように叫び出す。思いつく限り最悪の展開だが、実はこうなる可能性を予測していないわけではなかった。まあ、あの木箱の中身を見て、怒らないほうがおかしいよな。くそっ。

「──動くな、真日和」

　僕は壁かべ際ぎわの段ボールの中に手を突っこんだ。そして隠かくしてあった切り札を取り出した。表情を変えない人形の瞳ひとみの奥が、驚おどろいたように明滅した。

　ずっしりと重い感触にふらつきながら、僕は銃口を人形に向けた。エアガンなんかではない、本物のサブマシンガンである。洛らく高こうに入学して間もないころ、鳴めい桜おう邸ていを襲おそってきた神聖防ぼう衛えい隊たいの連中が落としていったものだった。弾だん丸がんもちゃんと入っている。

　人間を相手にこんなものをぶっ放すような度胸はないが、相手が人形ならば話は別だ。

『ソウイウモノヲ持チ出スト、代だい償しようガ高クツクっスヨ』

　真日和が声を低くして言った。それは正せい論ろんかもしれないが、人ん家ちで斧を振り回しているやつに指摘されたくない。

『殺ス、殺ス、敵ハ殺ス！』

　人形が斧おのを掲げて跳ちよう躍やくした。

　僕はサブマシンガンを思いきり連射した。射しや撃げき姿勢が正しくなかったせいか、銃口がふらついて狙ねらいが定まらない。それでも何発かは確かく実じつに命中したらしい。不自然な姿勢でのけぞりながら、殺人人形が後ろに吹ふっ飛んでいく。撃うち抜かれた斧の柄えが砕くだけて、落っこちてきた分厚い刃やいばを、僕は必死で転がってよけた。

　弾たまの切れたサブマシンガンを放り出して、僕はよろよろと立ち上がる。

　たったそれだけの運動で、息が完全に上がっていた。脚に力が入らない。銃撃戦なんて風か邪ぜっぴきでやるようなことではないと、身に沁しみて理解する。が──

　その直後、僕は悲鳴を上げた。

『ヤリ返ス……ヤラレタラ、ヤリ返ス』

　間の抜けた感じに頭部のへこんだ人形が、倒れた机によじ登って再び姿を現す。どてっ腹に大穴が開いているが、たいしたダメージでもないらしい。

　灰はい色いろのコートの袖そで口ぐちから、ぬいぐるみのような丸っこい手がのぞく。やけに愛あい嬌きようのあるデザインだな──などと思っていられたのは一いつ瞬しゆんだった。人形の手首がかぽん、と外れて、そこに刃渡り二十センチはありそうな凶悪なナイフが飛び出してくる。

　さすがにこれはヤバい、と思った。小回りが利きくぶん、さっきの斧よりもタチが悪い。

『殺ス、殺ス──夏なつ目め智とも春はるヲぶっ殺ス！』

　歌うように叫びながら人形が走り出す。僕は力尽きてもう動けない。

　そのときまったく思いがけない方角から、思いがけない声が聞こえてきた。

「──それは、許しません」

　奇妙な迫力に満ちた、澄すんだ声。聞こえてきたのは、僕の足下。地下の方角だ。

『アァッ……!?』

　刃を振りかざして走っていた人形が、突然、足を取られて転倒した。

　まるで脆もろくなった消けし炭ずみのように、床ゆか板いたの一部が崩くずれ落ちた。

　その周囲から白煙が噴ふき上がる。

　火事になったのだと僕は思った。鳴めい桜おう邸ていの床が燃もえていた。焼け焦こげた床板を踏み抜いて、人形は身動きがとれなくなってしまっている。

　そして地下から伸びてきた刃が、人形の胴体を貫いた。

　青白く光り輝かがやく灼しやく熱ねつの刃。熔よう岩がんを固めて鍛きたえたような、濃のう密みつな炎の噴ふん流りゆうである。

「焰えん月げつっ──！」

　再び澄んだ声が鳴り響ひびく。その美しい叫びに合わせて、炎の刃が踊るように舞まう。

　そして古びた床板を螺ら旋せん状じように切り裂いて、一人の少女が姿を現した。

　彼女の左目が、淡い緑みどり色いろに発光していた。まばゆい炎を羽は衣ごろものようにまとった、長い黒髪と巫み女こ服ふくの少女──嵩たか月つき奏かなで。

「た、嵩月!?」

　僕は愕がく然ぜんとつぶやいた。

　兄貴から僕が引ひき継ついだこの鳴めい桜おう邸ていには地階がある。小学生が夢想する秘密基地のような、巨大な地下室。その名を冥めい王おう邸ていという。仰ぎよう々ぎようしい名前だが、その実体は洛らく高こう科か學がく部ぶの物置だ。

　嵩月は、その地下室に入る鍵かぎを預かっている。だから彼女が、そこから出てくるのは物理的には不可能ではない。問題なのは彼女がいつから、どんな理由でそこに潜ひそんでいたのかということだ。

　悪あく魔まの血族である嵩月の血は、彼女の意志に反応して摂せつ氏し数千度の炎に変わる。その地じ獄ごくの業ごう火かに切り裂かれては、真ま日ひ和わの殺人人形はひとたまりもなかった。

　灰はい色いろのコートごと胴体が焼やけ焦こげ、切きり離はなされたカボチャ頭がころころと床ゆかを転がっていく。

「嵩月……なんで……」

「来ないで！」

　近づこうとしたら怒られた。

　嵩月は僕に背中を向けたまま、自みずからの炎が生み出す気流に黒髪をたなびかせていた。

　腰の高さで広げた両手は、油ゆ断だんなく身構えているようにも見える。そして突然、僕のほうを振り返ると、

「──ようやく、見つけた」

「えっ!?」

　彼女の掌てのひらに巨大な火球が膨ふくれ上がり、嵩月はそれをすさまじい勢いで投げ放った。撃うち出された火球は僕のすぐ脇わきをかすめ、背はい後ごの窓を撃ち抜いて──

　そして庭にある桜の木の前で、突然、見えない壁かべにぶつかったように四散した。

　竜たつ巻まきのような突風が巻き起こり、炎の流れを遮さえぎったのだ。

　嵩月の炎に照らし出されて、渦巻く突風の中心部にゆらゆらと影かげが浮かび上がる。

　不ふ鮮せん明めいだったその影は、やがてはっきりとした人の姿になった。灰色の作業服を着た、タレ目の男。真日和秀しゆう。

　そして彼の背後に、もうひとつ影が現れる。
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　サラブレッド並みに巨大な、金きん色いろの毛並みの美しい獣けもの。この世界で普通に存在する動物ではあり得ない。獣は、真日和に付き従い守るように、彼の背後に立っている。

「──使い魔ドウター」

　嵩月が静かにつぶやいた。

　僕は完全においてけぼりにされた気分で、ただ呆ぼう然ぜんと彼女たちを見比べていた。




　　　　○




　忘れかけていた頭痛が、また酷ひどくなってきた。

　そうこうしている間にも嵩たか月つきと真ま日ひ和わは睨にらみ合い、一触即発の緊きん張ちよう感かんを際限なく高め続けていた。なんでこんなことになっているのだ。状況がさっぱりつかめない。

　突然うちの地下から嵩月が出てきて、いきなり真日和に攻こう撃げきを仕掛けた。僕に理解できるのはそれだけだった。絶対どこかに大きな誤解があるのだと思う。

　これまでの事件でもそうだった。どんなに絶望的な状況に思えても、フタを開けてみれば実はあっさり片づく問題だったりするのだ。今回のことも似たようなものに違いない。そうであってくれと真剣に祈る。

「──話し合おう」

　僕はいきなり大声で叫んだ。

　嵩月と真日和が、怪け訝げん顔がおで僕を振り返る。とりあえずその火の玉と獣けものだけでもどうにかして欲しいなあと思う。近所の人に見られたら、どうやって言いい訳わけすればいいのか見当もつかない。

「あのさ、べつに二人が戦やり合う理由はないだろ。こういう場合、ねばり強く交渉してお互いの妥協点を探さぐるべきだと思うんだけど」

　などと、操みさ緒おが言いそうなことを思い出しながら言ってみる。

　やれやれと真ま日ひ和わが首を振るのが見えた。

「そういうことは、先にそっちのお嬢じようちゃんに言って欲しいッス」

　殺さつ気き立だって炎をまき散らしている嵩たか月つきを見ると、真日和がそう言いたくなる気持ちもわかる。

「うちの人形ウイジエツトをぶっ壊こわしたのも、その子じゃないッスか。アレ、ああ見えてけっこう高いんスよ。このままだと今回の仕事は大赤字ッス」

　知るかそんなこと、と思わないでもないが、真日和は真剣に困っている様よう子すではあった。

　そして一方の嵩月は、

「……夏なつ目めくんに手を出すのは許しません」

　うー、と細い声でうなりながら、真日和を睨にらみつけている。

　やはりどこか話が嚙かみ合っていない感じがする。とはいえ、彼女が僕を助けてくれたのも事実であった。

「そういえば嵩月……なんで地下から出てきたんだ？」

　ふと気になって訊きいてみる。嵩月が学校を休んでいたと、樋ひ口ぐちが言ってたのも気にかかる。

「あ……それは……夏目くんの家の近くで、使い魔ドウターの気配けはいを感じたから」

　突然、弱々しい口く調ちようになって嵩月が言った。

　ちょっと待て。それって、いつの話だろう。そういえば、佐さ伯えき妹いもうとと一いつ緒しよにうちに来たとき、嵩月の態たい度どが急によそよそしくなったような気がしたが──

「え？　もしかして昨日きのうから？」

　まさか、と思いながら訊きき返す。嵩月は困ったような顔でうなずいた。

　佐伯妹と別れたあと、着替えて外の入口から地下に潜もぐり、そのままずっと地上の様よう子すをうかがっていたということか。そんなことしなくても、嵩月が一いつ緒しよにうちにいてくれたら、紫ゆか浬りさんの相手をするのが楽だったのに。

「って……じゃあ、嵩月は地上でなにがあったのかも知ってたの？」

　啞あ然ぜんとして僕が訊くと、嵩月はこくりとうなずいた。

「あー……だいたいは」

「朱しゆ浬りさんの記き憶おくがないことも？」

　こくり、と嵩月は無言で首肯。

「僕が熱ねつで寝こんでたのも？　あ……もしかして昼間の熱冷ましシートって……」

　こくりこくり、と恥はじらうように顔を伏せる嵩月。僕は酷ひどい眩暈めまいを感じて倒れそうになった。そんな回りくどいことをしなくても、普通に看病してくれればよかったのに。

　しかし嵩月には、それができない事情があったのだ。僕が真日和の使い魔ドウターに監かん視しされていたからだ。

「使い魔ドウター……やっぱり真日和の連れてるでかい犬みたいなヤツは使い魔ドウターなのか──うわっ！」

　真ま日ひ和わの背はい後ごに立っていた巨大な獣けものが、突然、緑みどり色いろの瞳ひとみを輝かがやかせて前肢を振った。大気が異様な具合に振動して揺ゆれた。ものすごい風圧に突き飛ばされて、僕はその場に転がった。

　あっ、と嵩たか月つきが目を大きくして、真日和を睨にらむ。真日和は困ったような顔で頭をかきながら、

「犬って言葉は禁句ッスよ。すごく気にしてるんスから」

　そんなことを言われても、でかい犬にしか見えないのだから仕方がないと思う。百歩譲ゆずって、尻しつ尾ぽの瘦やせた狐きつねといったところか。

「あー……あれは風ふう獣じゆう……カマイタチです」

　見かねた嵩月が教えてくれる。真日和は、かすかに顔をしかめてうなずいた。

「そうッス。嵩月家と同じ華か鳥ちよう風ふう月げつの四名家のひとつ……風かざ斎とき一族の使い魔ドウターッス」

「風獣……」

　僕は膝ひざを突いて倒れたまま、真日和に従っている獣形の使い魔ドウターを見つめた。あれが柱はしら谷たに先生のキャメロンと同じ、人間と悪あく魔まの女子の間に生まれた使い魔ドウターだとしたら──……

「真日和って……悪魔の契約者なのか？　ってことは、真日和の彼女って嵩月と同じ、悪魔？」

「あー……まあ、そういうことになるッスねえ」

　作業服の少年は、タレ目を細めて言いい辛づらそうにつぶやいた。それはまあ恥はずかしい話かもしれんなあ、と思う。嵩月みたいな子の前では特に。

「ちょっと待てよ。だったら真日和って黒科学寄りの人間だろ。それがなんで嵩月と戦ったり、朱しゆ浬りさんを追っかけたりしてんだよ？」

「──べつに悪魔の力を手に入れた人間が、みんな科か學がく部ぶの味方ってワケじゃないッスよ」

「それはまあそうなんだろうけど……でも……」

「さっきも言ったけど要は経済の原理ッス。ウチらは相応の対価さえもらえば、誰だれの依頼でも受けるッス。誰の味方でもないッスよ」

「ウチらって……真日和ってもしかして」

　僕のつぶやきに、真日和は勝手にうなずいた。

「洛らく高こう第二生徒会──巡礼者商連合の会計、真日和秀しゆうッス。よろしく」

「……巡礼者商連合」

　激はげしい頭痛の発作に、僕は額ひたいを押さえた。真日和が悪魔の存在を知っていた時点で、もっと早くに気づくべきだった。朱浬さんが前に言っていた、第二生徒会は敵でも味方でもないというのは、そういう意味か。報ほう酬しゆう次第で彼らは敵にも味方にもなる、と。

「つうわけでそろそろオレ的には、こんなうま味のない仕事は終わらせたいッスよ」

　そう言って真日和は、自分の使い魔ドウターの首筋に手をかけた。彼の使い魔ドウターの表情が、それだけで目に見えて険けわしくなる。

　嵩たか月つきが僕を庇かばうように低く身構えた。

　しかし、この勝負は圧倒的に嵩月に分ぶが悪かった。契約者を持たない嵩月の力では、成体の使い魔ドウターには敵かなわない。そのことは土ど琵び湖こでの戦いで証明済みだ。

　使い魔ドウターに対抗できるとすれば、それはただひとつ──悪あく魔まを倒すために造られた機き械かいの悪魔、機巧魔神アスラ・マキーナだけである。

「いいんだ、嵩月」

　僕は彼女の前に出て嵩月を制止した。嵩月が戸と惑まどうように唇くちびるを嚙かむ。

「うー……」

「真ま日ひ和わの目的は、あの中にあるスタビライザってやつを持っていくことなんだ。ここで僕たちが戦う必要はないんだよ」

「ええ、まあ……そのことなんスけど……」

　真日和が、ちょっと言い出しにくそうに自分の鼻の頭を撫なでる。僕は迷めい惑わくな目つきで彼を見た。嵩月を刺し激げきするようなことを言わないでくれればいいのだが、

「今回の依頼人はちょっと厄やつ介かいな相手でしてね、もう時間もあんまり残ってないんスよ」

　だからなんなんだ、と僕は思う。そっちの商売のことまで面めん倒どうを見てやる義理はないぞ。

「さすがにあのケースを全部持ってくってわけにもいかないし、あの中に本物のスタビライザが入ってるって保証もないッスからね。だからここはひとつ協力して欲しいッス」

「……協力って？」

「一いつ緒しよに来て、依頼人のお姉ねえさんに事情を説明して欲しいッスよ。科か學がく部ぶにとってもいい話だと思うッス。最悪、夏なつ目めクンを人ひと質じちってことにしてスタビライザを取り戻せば……」

「人質……!?」

　真日和の言葉を最後まで聞かず、嵩月が端たん整せいな顔を凍こおりつかせた。彼女の全身から、すさまじい量の炎が噴ふき上がる。

「嵩月、待った」

「やめるッス、ヴィヴィアン！」

　僕と真日和が同時に叫んだ。真日和の使い魔ドウターの風ふう獣じゆうが、嵩月の殺さつ気きに反応して飛び出していた。獣けものの四し肢しから放たれた突風が、真空の断層となって嵩月を襲おそった。炎をまとった嵩月が、舞まうような動きでそれらをかわす。

　嵩月の実家に伝わるという、炎えん舞ぶと呼ばれる戦せん闘とう技法だ。全身にまとう炎の壁かべを目印にして、彼女は不可視の風の刃やいばを見切っているのだ。

「夏目クン、彼女を止めて欲しいッスよ！」

　真日和が無責任なことを言ってくる。そんなことができるわけがない。高位の悪魔と使い魔ドウターとの激突なのだ。もはや普通の人間が手出しできるような世界ではない。

「悪いけど無理。できるんならそっちの使い魔ドウターを止めてくれ。だいたいオマエが不用意に人質とか言うから、こういうややこしい事じ態たいになってんだろ」

「そんなこと言ったって、ＧＤを敵に回さないほうが科か學がく部ぶのためだと思ったッスよ」

　真ま日ひ和わが不満そうに唇くちびるを歪ゆがめる。ＧＤ、というのが彼らの依頼主の名前らしい。

「だいたい夏なつ目めクン演操者ハンドラーなんでしょ。なんで肝かん心じんなときに射しや影えい体たいを連れてないッスか？」

「う……」

　そこのところを指摘されると弱い。本来なら、あの使い魔ドウターを止めるのは、嵩たか月つきではなく僕の機巧魔神アスラ・マキーナの役割だからだ。

「とはいえ……さすがにこのままじゃマズイっすね」

　真日和の口く調ちように焦あせりが滲にじんだ。嵩月と、真日和がヴィヴィアンと呼んでいた彼の使い魔ドウターは、鳴めい桜おう邸ていの屋根に上がって、人外の戦いを続けていた。

　嵩月はヴィヴィアンの攻こう撃げきを華か麗れいにいなし続けているが、彼女の攻撃も風の障しよう壁へきに遮さえぎられて使い魔ドウターの身体からだには届かない。彼女たちの戦いは互角のまま、長期戦の様よう相そうを見せ始めていた。

「いや──あの勢いで血を流し続けていたら、いくらなんでも彼女のほうが保もたないッス」

　真日和が、ぞっとするほど冷静な声で指摘した。

　その言葉に僕は呼吸を止めた。忘れていた。

　嵩月が操あやつる地じ獄ごくの業ごう火かは、彼女自身の血液でもあるのだ。

　そして今の嵩月は、どう見ても限界以上に炎を放出している。あのままで彼女の体力が保つわけがない。嵩月を止めなければ、と僕が思った瞬しゆん間かん、

「嵩月っ──！」

　彼女の身体が貧血を起こした子どものように、ぐらり、と頼りなくよろめいた。

「よすッス、ヴィヴィアン！」

　真日和が叫んだ。しかし本能的に好こう機きを察した風ふう獣じゆうは、上空から牙きばを剝むいて無防備な嵩月を強きよう襲しゆうする。今の嵩月の炎には、それを止めるだけの威力がなかった。

「[image: ]クロ鐵ガネっ！」

　僕は必死で機巧魔神アスラ・マキーナの名前を呼んだ。しかし《[image: ]クロ鐵ガネ》は反応しない。それどころか、強烈な眩暈めまいと悪お寒かんで、僕はその場に崩くずれ落ちた。残っていたわずかな体力を、根こそぎどこかに持っていかれたような感じだ。

　嵩月が握っていた炎の刀が、風獣の牙に嚙かみ砕くだかれて霧む散さんした。

　地上に落ちた嵩月は、かろうじて姿勢を立て直して着地した。しかし、その場に膝ひざを突いてそのまま動かない。武器を失った彼女をめがけて、風獣が前まえ肢あしを振り上げた。肉眼でもはっきりと見えるほどの濃のう密みつな風の断層を、雄お叫たけびとともに振り下ろす。

『闇やみより昏くらき絶望より射いゆし──』

　声が聞こえてきたのは、そのときだった。華はなやかに流れる歌のような声。その声が、鈍にぶい金属質の残ざん響きようへと変わっていく。擦こすれ合う金属のような重々しい音ね色いろへと。

　まばゆい閃せん光こうが黄昏たそがれの空を照らした。

　開け放たれた鳴めい桜おう邸ていの窓辺に、黒い影かげが立っていた。

　漆しつ黒こくのワンピースの裾すそをなびかせた美しい影。彼女が突き出した右腕から、火花のような光が放たれている。弓矢のようなシルエットを形作る、その閃光を構えているのは──

「朱しゆ浬りさん!?」

『──其そは科学の罪に嘆く牙きば！』

　朱浬さんの唇くちびるから、荘そう厳ごんな機き械かいの声がこぼれた。

　それは機巧魔神アスラ・マキーナの声だった。僕自身の耳で何度も聞いた、機械仕掛けの悪あく魔まの声だ。

　そして彼女の右腕から、強大な魔力の奔ほん流りゆうがあふれ出す。

　魔力は光り輝かがやく矢や弾だまとなって、真ま日ひ和わの使い魔ドウターへと放たれた。巨大な獣けものの牙にも似た矢弾は、風ふう獣じゆうがまとう風の障しよう壁へきを呆あつ気けなく貫き、使い魔ドウターの身体からだへと突き立った。

「ヴィヴィアン──!?」

　真日和が絶句して立ち尽くす。彼の使い魔ドウターがぐらりとよろめき、庭木の何本かを蹴け散ちらして地上に落ちた。僕と嵩月は啞あ然ぜんとしてその姿を見つめていた。致命的な傷ではないが、少なくともこれ以上の戦せん闘とうは無理だ。なんなんだ、今の朱浬さんの攻こう撃げき力りよくは。あれではまるで──

「二体目の機巧魔神アスラ・マキーナがいるなんて、聞いてないッスよ──!?　話が違うッス！」

　傷ついた使い魔ドウターのもとに駆かけ寄って、真日和が叫んだ。

　真しん紅くの瞳ひとみを輝かせて、朱浬さんはそんな彼らを静かに見下ろしている。

　しかし驚おどろいたのは僕も同じだ。今の朱浬さんは、本当に機巧魔神アスラ・マキーナを見ているようだ。今さらあの人のやることに驚いていたら身が持たないとは思うのだが、それにしても彼女にあんな能力があるなんて聞いてない。

　その朱浬さんが、ゆっくりと視し線せんを巡らせて僕を見た。

　敵意に満ちた彼女の瞳に、僕は絶望的な恐怖を感じた。かつて見たことがないほどの恐怖と威圧感を、今の朱浬さんはまき散らしている。

　しかし朱浬さんの瞳は僕というより、僕のすぐ背はい後ごに向けられているようにも見える。そこになにがあるのかと振り返り、そして僕は自分の胸を強く押さえた。このまま破れるのではないかと思うほど、心しん臓ぞうが激はげしく暴あばれている。

「話が違う──本当にね」

　場違いなほど涼しげな声が、僕の頭上から聞こえてきた。

　短い髪のよく似合う、美しい少年のような美少女が、上着のポケットに手を入れたまま含み笑いを漏もらしていた。彼女と出会うのは二度目だった。

　朱浬さんが住んでいる教会で言葉を交かわした、雪すすぎ原はら瑤ようと名乗った少女だ。いつからそこで見ていたのか、立ち枯れた庭木の枝の上から僕に微笑ほほえみかけ、

「約束の期限までに依頼を果たせないなんて、巡礼者商連合のレベルも落ちたものだ、と思ったのだけど──これでは仕方ないかもしれないな。まさか《[image: ]クロ鐵ガネ》の演操者ハンドラーの彼女が、嵩たか月つき家の一人娘だったとはね」

　瑤ようは苦笑するように前髪を揺ゆらして、僕と嵩月の顔を交互に見つめた。嵩月が顔を赤くしてうつむくのがわかる。僕はこの場に操みさ緒おがいなかったことを、ほんの少しだけ感かん謝しやした。

「雪すすぎ原はらさん……真ま日ひ和わの依頼主って、まさか、あなたが……？」

　僕は心しん臓ぞうを押さえたまま訊きいた。彼女を前にすると、どうしようもなく胸が苦しくなる。気持ち悪いということではなく、むしろ逆だ。片思いの相手を前にしたときのように胸が高鳴る。

　困こん惑わくする僕を見つめて瑤は笑い、そしてなにか言おうと口を開きかけた。

　朱しゆ浬りさんの手足に埋めこまれたハッチが、重々しい作動音とともに開いたのはそのときだ。

　内ない蔵ぞうされた無数のミサイルが、爆ばく音おんとともに一斉に撃うち出される。それらは白煙の尾を引いて、瑤の頭上へと降りそそいだ。

「雪原さん──!?」

　僕は絶句して、炎に包まれる彼女を見た。嵩月が呆ぼう然ぜんと口元を覆おおっていた。僕は朱浬さんを睨にらみつけた。無む茶ちやな人だとは思っていたが、これはそんな生なま易やさしい言葉では済まされなかった。

　まさか生身の人間を相手に、ミサイルを撃ちこんだりするなんて。

　だがしかし、朱浬さんの表情を見た瞬しゆん間かんに僕の怒りは消滅した。彼女の口元に浮かんでいたのは、寂さびしげな微笑と、怯おびえにも似た真剣さだったのだ。

「逃げるわよ、トモハル！　奏かなでっちゃんも！」

　いつの間にか朱浬さんの手には、あの謎なぞケースが握られていた。そのケースを握った左手で彼女は、座りこんでいた嵩月を抱え上げ、空いている右手を僕の腰に巻きつけた。

　朱浬さんの背中のバックパックが、黒い可か変へん翼よくを展開する。

「ちょっと、朱浬さん──逃げるって……」

　問い返そうとした僕の言葉は、途と中ちゆうで途と切ぎれた。強烈な加速に、弱った内ない臓ぞうが悲鳴を上げた。点火された二基のジェットエンジンが、僕たちの身体からだを一いつ瞬しゆんで上空へと運んでいく。僕が気絶しないで済んだのは、ほとんど奇跡のようなものだった。

　僕はのろのろと朱浬さんの横顔を振り返った。ここ数日ですっかり見み慣なれた、端たん整せいな横顔。しかし迷いのない真しん紅くの瞳ひとみは、まぎれもなく朱浬さんのものだった。彼女の記き憶おくが戻ったのだ。

　そして朱浬さんが復活した途端とたんに、僕は生身のまま市街地上空を飛行するという、人間離ばなれした苦行に巻きこまれているわけだ。

　足下に見える鳴めい桜おう邸ていが、見る間に小さくなっていく。

　そこで過ごした紫ゆか浬りさんとの穏おだやかな日々を思い出し、僕は本気で泣きそうになった。




　　　　○




　嵩たか月つきの長い黒髪が、風に乗って宵よい闇やみの空に流れていく。

　ただでさえ色白の彼女の頰ほおは完全に血の気を失って、朱しゆ浬りさんの腕の中でぐったりとうなだれていた。

　とはいえ顔色の悪さでは僕も負けてない。風か邪ぜっぴきで熱ねつを出している上に高所恐怖症で、しかも寝ね間ま着き姿すがたに裸足はだしの僕は、顔を土つち気け色いろにして朱浬さんの腕に必死でしがみついている。

　洛らく高こうの裏山を見下ろせるほどの高さにまで上昇したところで、朱浬さんは上昇をやめて水平飛行に移った。その瞬しゆん間かん、ぐらりと僕たちの身体からだが揺ゆれた。

「おろ？」

　朱浬さんが、驚おどろいているのだか余裕なのだかわからない声を出す。振り向いた彼女の視し線せんの先を追って、僕は短く悲鳴を上げた。朱浬さんの翼つばさの右側の端はしが消失していた。

　逆デルタの黒い可か変へん翼よくが三分の一ほど、怖ろしく鋭えい利りな刃物で切り落としたように消えている。あまりにもなめらかな切断面に寒気を覚えた。これと同じように切り裂かれていた、朱浬さんの黒いコートのことを思い出す。

「瑤ようのせいよ」

　朱浬さんが忌いま々いましげにつぶやいた。彼女にしてはめずらしい表情だ。

「雪すすぎ原はらさん？　だけど、彼女は……」

　ミサイルの全ぜん弾だん斉射をくらって、消し飛んだのではなかったのか？

「まさかっ。瑤が相手じゃ、あんなの目め眩くらましにもならないわ──これが証しよう拠こ。あの一瞬で翼つばさを片っぽ持ってかれちゃった。ギリギリ目的地までは保もつと思うけど」

「……雪原さんって、何者なんです？」

　朱浬さんみたいなのに、ここまで言われる彼女は、ホント何者だろう？

「瑤はＧＤよ。関東学生連盟の武ガイ装生ダンス徒指・ドラ導員グーン──洛らく高こうの前第一生徒会長、っていったほうがわかりやすいかな」

「前の第一生徒会長……」

　僕は佐さ伯えき兄あにのことを思い出していた。そういえば二年生の彼が生徒会長をやっている理由を訊きいたとき、佐伯兄が、事情がある、と言葉を濁にごしたような気がした。

　それはつまり本来の生徒会長である瑤が、学生連盟に引き抜かれたからということか。

「──彼女も機巧魔神アスラ・マキーナの演操者ハンドラーだったりするんですか？」

　ふと思いついて訊いてみる。教会で瑤と出会ったとき、逆光の中に一瞬だけ浮かび上がった髪の長い女性は、ひょっとして彼女の射しや影えい体たいではないのだろうか。

「そうよ。しかも最悪のね」

　朱しゆ浬りさんが、いーっ、と白い歯を剝むいて言う。瑤ようの話題になると、朱浬さんの意外な表情がたくさん見られてちょっと面おも白しろい。

　しかしこれで少し事情がわかってきた。たしかに機巧魔神アスラ・マキーナを盾たてに使えば、あれだけのミサイルの直ちよく撃げきにも耐えられるだろうし、朱浬さんの翼つばさを切り裂いたのも、機巧魔神アスラ・マキーナの能力だとすれば納なつ得とくがいく。それにしても最悪の演操者ハンドラーというからには、あの佐さ伯えき兄あによりも厄やつ介かいな相手ということか？

「──なんでそんな人からモノを盗ったりしたんです？」

　おかげで僕と嵩たか月つきは死にかけたし、鳴めい桜おう邸ていもあちこちぶっ壊こわされてしまった。おまけに杏あんたちには誤解されるし、思い出すとだんだん腹が立ってくる。

「スタビライザはべつに瑤のものじゃないわよ。どっかの悪あく魔まの結社フアミリーが密みつ輸ゆした荷物に紛まぎれてたのを、タダ同然で買い取っただけ」

「…………」

　たしかに盗んだわけではなさそうだが、それはやはり犯罪の片棒を担いだということではないだろうか。違法な品と知っててそれを買うのは、やっぱり違法行為になった気が──

「てか、そもそもスタビライザってなんなんです？　あとどうやってこのケースが本物だって見分けたんですか？」

　紫ゆか浬りさんが木き箱ばこの中に突っこんだ本物のケースは、ほかの十五個とほとんど区別がつかなかったはずだ。どうやってあの一いつ瞬しゆんで本物を選えらび出したのだろう。

「臭におい」

　朱浬さんはにっこりと微笑ほほえんで言う。

「は？」

「このケースにだけトモハルの臭いがついてたの。あたしを家の中に運ぶときについたのね」

「僕の臭いって……」

　もともと人間離ばなれした人だったけど、最近それがどんどん酷ひどくなるなあ、と思った。犬か、あんたは。

「スタビライザは機巧魔神アスラ・マキーナ用のプラグインなの。機き能のう拡張用の増設部品」

「増設部品……」

　まさか《[image: ]クロ鐵ガネ》にそれを取りつけるつもりじゃないだろうな。嫌いやだぞ、僕は。これ以上わけのわからないものに取り憑つかれるのは。

「──分解するつもりで手に入れたの。あたしはスタビライザの構造を知りたいのよ。あの機械は、たぶん副葬処女ベリアル・ドールを機巧魔神アスラ・マキーナから解放する鍵かぎになると思うから」

「えっ……」

　一瞬だけ頭痛を忘れて、僕は冷静さを取り戻した。《翡ヒ翠スイ》の中のガラス容器に浮かんでいた、哀あい音ねの姿が脳のう裏りをよぎった。副葬処女ベリアル・ドールを機巧魔神アスラ・マキーナから解放する。機巧魔神アスラ・マキーナの生いけ贄にえとして捧ささげられた彼女たちが、再び生き返るということだ。哀あい音ねや、そして操みさ緒おが──

「それって──もしかして本物の紫ゆか浬りさんのことと関係ありますか？」

　僕は覚悟を決めて質問した。

「そうか……トモハルはあれを見てしまったんだものね……」

　朱しゆ浬りさんは諦てい観かんしたように苦笑して言った。今の朱浬さんは、自分が記き憶おくをなくしている間のこともちゃんと覚えているらしい。

　嵩たか月つきが、無言のまま怪け訝げんそうに朱浬さんを見上げた。嵩月はあの雑誌を見ていない。樋ひ口ぐちが持ってきた古い写真週刊誌。朱浬さんが記憶を取り戻すきっかけとなった記事と写真。

　それは海外の小さな映画祭に出品された、自主制作映画の選せん評ぴようだった。

　主演していたのは双子の少女。明るくて器用で面めん倒どう見みのいい姉の名前は朱浬。引っ込み思案で気弱で、しかし神かみ懸がかり的な演技力と美しいソプラノヴォイスを持っていた妹の名前は紫浬。

　特に紫浬の歌唱力は高く評価され、間もなく有名なフランス人の監かん督とくが彼女のための映画を撮とることになっている、と記されていた。

　それが実現しなかったことを僕は知っている。

　なぜなら彼女たちを乗せた飛ひ行こう機きは、墜つい落らくして海に沈んだからだ。僕と操緒が巻きこまれたあの航空事故は、彼女たちの運命をも変えたのだ。

　瀕ひん死しの重傷を負った朱浬さんは、それでも身体からだの一部を機械化することで生き延びることができた。だが、紫浬さんは──

「行方ゆくえ不明になったんですね、紫浬さんは。操緒と同じように」

　言葉にするべきではなかったのかもしれないが、熱ねつで意い識しきが澱よどんでいるせいか、そこまで頭が回らなかった。朱浬さんは一いつ瞬しゆんだけ泣き出す寸前のような表情を浮かべ、すぐに微笑ほほえんで肩をすくめた。おそらく肯定の意味だろう。

　紫浬さんが、操緒と同じように機巧魔神アスラ・マキーナの生いけ贄にえとして封印されているのなら、朱浬さんが副葬処女ベリアル・ドールたちを解放しようとする動機は理解できる。黒科学などという怪あやしげな存在に朱浬さんが固こ執しつするわけも。

「──副葬処女ベリアル・ドールを解放するということは、機巧魔神アスラ・マキーナを無力化することができるという意味でもあるからね。瑤ようがスタビライザを手に入れようとしているのは、それが理由だと思う。彼女が独断で動いているのか、学生連盟の総意なのかは知らないけど──ＧＤの兵隊を使わずに巡礼者商連合なんかを雇ってるってことは、案外、前者なのかもね」

　朱浬さんは、ちらりと唇くちびるを舐なめてつぶやいた。さすがに学生連盟なんて巨大な組そ織しきを相手にはできないが、瑤一人なら勝ち目があるとでも思っているのかもしれない。

　なんにしても、朱浬さんがスタビライザとやらを《[image: ]クロ鐵ガネ》に組みこもうとしているわけではないとわかって、僕は少しホッとした。そういうことなら、どうぞ、あの謎なぞケースを分解するなり切り刻むなり好きにやってください。操緒を生き返らせられる可能性があるというのなら、むしろ朱しゆ浬りさんに協力するのもやぶさかではない。

「……それはそうと、僕たちはどこに向かってるんでしょうか？」

　朱浬さんの話が途と切ぎれたところで、さっきから気になっていたことを訊きいてみる。

　どことなく見覚えのある景色が、僕たちの足下を流れていた。高いところが苦にが手てだといっても、さすがにここまで高度が上がると、現実感がないのであまり直接的な恐怖は感じない。

　とはいえ、不安で息が詰まりそうになるので、降りるときのことはなるべく考えないようにしようと思う。

「あの……目的地ってひょっとして……」

　なにか心あたりがあったのか、嵩たか月つきがぼそりとつぶやいた。

　朱浬さんが向かっている方角には、神社仏ぶつ閣かくを思わせる広大な屋や敷しきがあった。ただの住宅街にあるまじき、巨大な庭と裏山を持つ大邸宅である。

「うん。潮しお泉いずみのお爺じいさんのとこ」

　柔らかく微笑ほほえんで朱浬さんが言った。あそこか、と僕はげんなりした気分になった。

　嵩月の遠い血けつ縁えんで、鳴めい桜おう邸ていの大おお家やでもある潮泉家の当主には、僕も一度だけ面会したことがある。地元でも有名な土地持ちの爺さんは実はとんでもない変わり者で、変へん態たい的てきな趣しゆ味みの彼の部屋で、僕は延々と意味不明の話を聞かされたのだった。あまり思い出したくもない思い出だ。

「瑤ようだって表立って潮泉家を敵に回したくはないだろうし、少しは時間が稼かせげると思うのよ。この手の修理もしなきゃだしね」

「修理……？」

　僕は何なに気げなく朱浬さんの腕を見た。そして絶句した。

　朱浬さんが僕の腰に回していた彼女の右腕。その肘ひじから先の部分が、ずたずたに裂けて壊こわれかけていた。美しかった人工の皮ひ膚ふが焼やけ焦こげ、中の機き械かいが剝むき出しになっている。無機質な金属の骨格と、ワイヤと歯車でつなぎ合わされた腱けん。

「これって、さっき真ま日ひ和わの使い魔ドウターを攻こう撃げきしたときに……？」

「そういうこと。たった一回、力を使っただけでこの有あり様さまよ。メンテに時間がかかって不便だから、なるべく使いたくないんだけどね」

　朱浬さんは平然と微笑ほほえんでいたが、僕はなにも答えられずにいた。

　生なま身みの肉体と同様に自在に動き、しかも圧倒的な戦せん闘とう能力を持つ彼女の義ぎ肢し。冷静に考えて見れば、そんな技術が今の人類にあるはずがなかった。あるとすれば、それは黒科学の産物だということだ。彼女の身体からだは、機巧魔神アスラ・マキーナと同じ技術で造られているのだ。

　おそらく彼女自身を贄にえとして動く、機械仕掛けの悪あく魔まの身体──

「……おろ？」

　その朱浬さんが、突然、間の抜けた声を出した。僕の心しん臓ぞうが激はげしく跳はねる。

「ど、どうしたんですか……!?」

「あ……べつにどっか壊こわれたとかじゃないんだけど。ただのガス欠」

「ガス欠っ!?」

　ぞぞぞ、と僕の頭から血の気けが引いた。そういえば朱しゆ浬りさんの背中の飛行ユニットが、さっきから頼りない異音を立て始めている。嵩たか月つきは事じ態たいを把は握あくしきれていないのか、きょとんと小鳥のように首を傾かしげている。朱浬さんが、あはは、と吞気のんきに笑った。

「やっぱり二人抱えて飛ぶのはキツかったかあ……翼つばさもこんなだし、揚力の不足を補うためにちょっとエンジンに負荷をかけすぎたみたい」

「…………」

　そんな吞気に原因を分析してる場合ではないと思う。

　ところで、こんなところで燃ねん料りようが切れたら、その背中の飛行ユニットはどうなるのでしょう？　どう少なく見み積つもっても、ここから地上までは四、五百メートルはありそうなんですけど。

「大丈夫だよ。グライダーみたいに滑かつ空くうしてけば、そう簡かん単たんに墜つい落らくしたりはしないから」

「はあ……」

　いやでも、さっき翼が切れてて揚力が足りないと自分で言ってませんでしたか？

「あ」

　朱浬さんの笑え顔がおが、ぴくり、と固まった。それを見た僕の表情も引きつった。なんなんですかそのリアクションは。まさか──

　ぼすっ、と間の抜けた音を立てて、飛行ユニットのエンジンが停止する。

　その瞬しゆん間かん、ぐらりと朱浬さんの身体からだが傾いた。

　当然、彼女に抱えられていた僕ら二人も。

　いきなり生じた浮ふ游ゆう感かんに、全身の血液が逆流する。自由落下状じよう態たいとは、重力から解き放たれているのではなく、その名のとおり無限に落ち続けている状態なのだと肌で理解する。

　輝かがやき始めた星空と地上の明かりが、交互に僕の視界に焼きつき、熱ねつで弱った僕の三さん半はん規き管かんはあっという間にその機き能のうを消失した。僕と朱浬さんと嵩月は、三人でもみくちゃにからまったまま、為なすすべもなく地上へと落ちていく。

　嵩月が子どものように僕に強くしがみついてきた。彼女の柔らかな胸に顔をうずめながら、僕は、嵩月の女の子らしい悲鳴を初めて聞いたな、などとぼんやり考えていた。
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　　　六章







　久しぶりに訪れた老人の丸太小屋は、以前よりも更さらに異常さを増していた。

　前に来たときには少なくとも、建物の外がい観かんだけはまともなログハウスだったはずである。

　しかし今はひと目で普通ではないと判別できた。なにしろ建物の壁かべ一面に、でかでかと渦巻き模様が描かれて、あまつさえその模様がぐるぐると回転を続けているのである。

　どうやら渦巻き模様を描いた壁は、古風な水車になっているらしい。

　山から引いてきた湧わき水を集めて、ゆったりと水車を回しているのだ。裏側に回ると、趣おもむきのある木製の軸や水受けが見える──ただの水車のままにしておけばいいものを。

「パラシュートがついてるなら、最初からそう言ってくださいよ……」

　朱しゆ浬りさんに肩を借りて歩きながら、僕は疲れ果てた声でそう言った。

　嵩たか月つきは僕たちの背はい後ごを歩きながら、うなだれて肩を落としていた。僕に抱きついて悲鳴を上げてしまったことを、反省して落ちこんでいるらしい。しかしあんな状況では、あれくらい当然だと思う。

「どうしたの、二人とも？　もう着いたよ」

　生気のない僕たちを見て、朱浬さんはおっとりと笑いかけてくる。小学生の遠足を引いん率そつしている近所のお姉ねえさん、といった雰囲気だ。さっきまでの重苦しい会話がまるで噓うそのようである。

　しかし、紫ゆか浬りだと名乗っていたころの記き憶おくや人格も、朱浬さんの中には残っているはずで、それを考えると彼女の態たい度どのどこまでが本物なのか僕には判断できなかった。女の子が考えていることはさっぱりわからない。

「こんにちはー」

　怪あやしい丸太小屋の扉とびらを、朱浬さんは躊ちゆう躇ちよなくノックする。

　嵩月は困ったようなタレ眉まゆになって、ちらちらと僕の様よう子すをうかがっていた。潮しお泉いずみ老人は、いちおう嵩月の祖そ父ふであり、僕たちが彼を訪ねていくという状況は、嵩月にとって少し複ふく雑ざつな気分なのだろう。普通の祖父なら問題ないが、なにしろあんな感じだし。

　しかし丸太小屋で僕を出迎えたのは渦巻き柄がらの爺じいさんではなく、もっと意外な人物だった。

「や、お疲れッス。意外と遅かったスね？」

「──な!?」

　渦巻き模様の座ざ布ぶ団とんの上で茶ちやをすすっている男の姿に、僕は間の抜けた声を出して驚おどろいた。

　羊よう羹かんを切り分けている爺さんの肩越しに、タレ目の男子学生が頼りなく笑いかけてくる。

「ま、真ま日ひ和わ……!?　なんでこんなところに……？」

「はあ。依頼人の姉ねえさんにたぶんここだって言われたんで、先回りして来たっすけど」

　真ま日ひ和わ秀しゆうは事も無なげに言ってきた。

　しかし、うちからこの丸太小屋までは、車を使っても一時間近くかかるはずなのだ。ジェットエンジンでぶっ飛んできた僕らよりも早く着くというのは納なつ得とくいかない。どんなトリックを使ったというのだ。

「うちのヴィヴィアンは、敏捷はしつこいのが取とり柄えッスよ。さっきの怪け我ががなかったら、もうちょっと早く来られたッス」

「そうか……すごいね」

　ずっと身構えているのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、僕は肩の力を抜いた。真日和のほうも、今すぐ僕たちをどうこうしようという気はなさそうだ。

「──よく来たな。遠えん慮りよせず上がっていきなさい」

　部屋の奥から潮しお泉いずみ老人の声がする。干ひ涸からびたような印象の小柄な老人だ。若い頃ころはひとかどの人物だったのだろうと思わせる、威い厳げんのある顔立ちをしている。が、着ている服が渦巻き模様のアロハシャツでは、ただの変な爺さんにしか見えない。

　愛あい嬌きようのある瞳ひとみを細めて、老人は美う味まそうに煙管キセルを吸った。
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「お爺さま」

　めずらしく強い口く調ちようで言って、嵩月が老人を睨にらみつけた。どうやら老人の体調を心配して、煙草タバコをやめろと言っているらしい。なまじっか綺き麗れいな顔をしているだけに、こんなときの嵩月はちょっと怖い。叱しかられた子どものように肩を落として、老人は悲しそうに煙管を置いた。

「──しかし、きみたちのほうも酷ひどい有あり様さまじゃな」

　話題を変えるためなのか、老人は嵩たか月つきから目を逸そらして僕に話しかけてくる。

「はあ、まあなんと言いますか」

　僕は疲れた笑え顔がおを浮かべてみせた。

　熱ねつを出して寝こんでる最中に派は手でな戦せん闘とうに巻きこまれ、薄うす着ぎのまま十数キロの距きよ離りを飛行。あげくにスカイダイビングの真ま似ね事ごとまでさせられて、僕はこのまま死ぬのではないかというぐらい消耗していた。

　嵩月だって貧血気味でふらふらしているし、朱しゆ浬りさんに至っては右腕が壊こわれてまともに動かないような状況である。老人が呆あきれるのも無理はない。

「とりあえず、羊よう羹かんでも喰くって落ち着きなさい。今、熱あついお茶ちやを淹いれてあげよう」

「すみません……ありがとうございます」

　僕たちは老人に勧すすめられるまま、真日和の隣となりに腰を下ろした。卓袱ちやぶ台だいに置かれていた羊羹を見て、思わず、うぐ、と声を漏もらしそうになる。羊羹の断面が渦巻き模様になっていた。どこで売ってるんだろうこれ。

　老人と嵩月がお茶を沸わかしに行ったので、僕は軽くため息をつき、

「それで今度はなんの用だよ？　まさか、まだスタビライザを狙ねらってるわけ？」

　真ま日ひ和わに顔を寄せながら小声で訊きいてみる。

　さっきまでは素直に謎なぞケースを渡してもいいと思っていたが、今は少し事情が変わった。操みさ緒おを生き返らせる手がかりになると聞かされては、僕としても簡かん単たんにスタビライザとやらを手放すことはできないのだ。

　しかし深刻な僕の口く調ちようとは対照的に、真日和はあっさりと首を振った。

「それはもう忘れて欲しいッス──ＧＤには解雇されたッス」

「解雇？」

「期限内に依頼を完かん遂すいできなかったんで、契約を打ち切られてしまったッスよ。今は違約金のかわりにメッセンジャーをやらされてるだけッス。タダ働きッス。最悪ッス」

　恨うらみがましい表情で真日和が言う。そんなことを言われても同情してやる気にはなれないが。

「メッセージって？」

「それはここに……」

　真日和は作業服の胸ポケットから、一通の封筒を取り出した。うやうやしく頭を下げて朱しゆ浬りさんに渡す。受け取った朱浬さんは左手だけで中の便びん箋せんを取り出し、怪け訝げんそうにそれを眺めた。

「…………」

　長い長い沈ちん黙もくが訪れた。

　朱しゆ浬りさんは、便びん箋せんを見つめたまま動かない。それほど長い手紙だとも思えなかったのだが、同じ文章を何度も何度も読み返しているらしい。

　異様な静けさに息苦しくなって、僕は真ま日ひ和わと互いに顔を見合わせた。それでも朱浬さんは反応しなかった。真日和は、僕と一いつ緒しよにしばらく朱浬さんの反応をうかがっていたが、

「夏なつ目めクン、ヨーカン食べないのならもらっていいッスか？　美う味まいッスよ、これ」

「…………」

　緊きん張ちよう感かんのない男だな、コイツも。

「あの……朱浬さん？　なんて書いてあるんですか？」

　僕はおそるおそる彼女に声をかけてみた。しかし朱浬さんは振り返りもしなかった。無視されたというよりも、僕の声が聞こえていないような雰囲気だ。

　彼女がここまで真剣になるなんて、よほど難なん解かいなことが書かれていたのかと、僕が怪け訝げんに思いはじめたとき、

「うふふふふふ……」

　どこからともなく無邪気な笑い声が聞こえてきた。

　真日和と僕は、麻ま痺ひしたように動きを止めた。朱浬さんが微笑ほほえみを浮かべている。いつもと変わらない、おっとりとした笑え顔がお。

　それがどこか不自然に引きつっていることに、僕たちは気づいていた。

　三日月型に細められた朱浬さんの瞼まぶたが痙けい攣れんし、唇くちびるからは奥歯の軋きしむような音が聞こえてくる。

「瑤ようったら……もう……」

　ぐしゃ、と朱浬さんの掌てのひらの中で手紙が握りつぶされた。朱浬さんが怒ってる。これは絶対怒ってる。僕と真日和はガクガクと肩を震ふるわせた。この人が、あの優やさしかった紫ゆか浬りさんと同じ人物だとはもう絶対に思えない。

「朱……朱浬さん……？」

「──瑤が取引を持ちかけてきたわ」

　僕の言葉を遮さえぎるようにして、朱浬さんが言った。

　なんだ取引か、と僕は思った。瑤の立場を考えれば、それほど意外な提案ではない。朱浬さんがここまで怒るほどのことではないと思う。

「指定の時間は今日きようの十九時。潮しお泉いずみ家けの能のう楽がく堂どうの前で」

「十九時って……」

　僕は、壁かべにかかっていた渦巻き模様のアナログ時計を見上げた。午後六時二十五分と四十秒。

「あと三十分ちょっとしかないじゃないですか!?」

　いくらなんでもそれはまずい。たった三十分では、破損した朱浬さんの右手を修理する時間がない。消耗しきった嵩たか月つきの体力が回復するには、最低でも一晩はかかるだろうし、ましてや僕の風か邪ぜが治って《[image: ]クロ鐵ガネ》が再び使えるようになるまでは何日かかることやら。とにかく今は、戦いになったら圧倒的に僕たちが不利なのだ。

「それが瑤ようの狙ねらいなのよ。あたしたちに態たい勢せいを立て直す余裕を与えないつもりなんだわ」

　がじがじと爪つめを嚙かみながら朱しゆ浬りさんが言う。なるほど。それは理にかなった作戦だ。

「でも、スタビライザはこっちが持ってるわけだし、無理に雪すすぎ原はらさんの決めた時間に行かなくてもいいんじゃ……？」

「そうね。だから瑤のやつ、人ひと質じちを用意してくれたみたい」

「ひ、人質？」

　それって思いっきり犯罪行為ではないのだろうか。少なくとも生徒指し導どう員いんのやるようなことでないのは確たしかだ。それにしても朱浬さんをここまで激げつ昂こうさせる人質というのは誰だれだ？

「人質ってのは言葉のアヤよ。物々交換の材料ってこと」

「あ……」

　そうか、取引の道具は人でなくてもモノでもいいわけか。スタビライザと同じくらいに朱浬さんが大切にしている物品ならば。

　そういえば僕が瑤と出会った場所は、朱浬さんが住んでいる教会だった。あのときすでに、こうなることを見越して、瑤はあの場所からなにかを持ち出していたのかもしれない。そりゃ朱浬さんが怒るわけだ。

「でも、どうするんですか？　素直に取引に応じてスタビライザを引き渡すんですか？」

「嫌いや」

「……や、そんなこと言われても、雪原さんが本当に演操者ハンドラーだとしたら、今のままだと勝ち目ないじゃないですか」

「そうね……わかったわ、真ま日ひ和わ──きみ、協力しなさい」

「は？」

　羊よう羹かんを無心にがっついていた真日和は、いきなり話を振られて、げほげほと激はげしくむせ返った。細いタレ目をますます細めて、啞あ然ぜんとしたように朱浬さんを見返す。

「なんでオレが、わざわざＧＤを敵に回すような真ま似ねをしなきゃならないッスか。いやですよ」

「タダで働けとは言わないわよ。科か學がく部ぶの予算半年分でどう？」

「え!?」

　僕は驚おどろいて朱浬さんを見た。そんなこと勝手に約束していいのか？　てか、科學部に予算があるなんて、そもそも初耳なんですけど。

「むー……それは、なんというか微妙なセンっすね」

　真日和は両腕を組んで真剣に苦悩する。そんなに悩むようなところなのか、ここは。

「きみねえ、奏かなでっちゃん家ちの羊羹食べたでしょ。トモハルのぶんまで！」

「ええっ!?　いや……それとこれとは……」

　真日和がめちゃくちゃ迷めい惑わくそうな顔をする。

　彼が躊ちゆう躇ちよする気持ちもよくわかるのだが、朱しゆ浬りさんも引き下がる気はなさそうだ。どのみち真ま日ひ和わの協力がなければ、朱浬さんには勝ち目はないのである。

　僕は少し真ま面じ目めに状況を整せい理りしようとした。紫ゆか浬りさんと暮らしている間に、僕なりに考えることはあったのだ。朱浬さんだって見た目はこんなんだが、それでも色々なものを背負いこんでいる。ほんの少しでも僕が彼女の助けになれるとしたら──

　そういえば真日和のやつ、僕と同学年だとか言ってたっけ？

「あのさ、真日和。今度の試し験けん範はん囲いのノートもつけるけど、どうかな。コピーだけど」

「試験って……来週の中間テストのことッスか？」

　真日和が素そっ気けなく訊きき返してくる。僕は黙だまってうなずいた。まったく考えこむ気配けはいのない真日和の態たい度どに、やっぱりダメかこんなんじゃ、と諦あきらめかけたとき、

「──やるッス。交渉成立ッス！」

　真日和ががっちりと僕の手を握って言った。

「え、そう？」

　なんだか、ひどく拍子抜けする。こんなんで良かったのか、本当に？

　たしかに真日和は留年して二回目の一年生をやっている。試験に対して僕たちよりも、多少真剣にならざるを得ない理由があるのかもしれない。とにかく本人がそれでいいと言っているのだから、僕が文句を言う筋合いもない。

「やー、ありがと。これであたしのほうはどうにかなるわ──あとはトモハルだけだね」

「は……僕ですか？」

　にこやかに微笑ほほえみかけてくる朱浬さんを見て、僕は嫌いやな予感を覚えた。待ってくれ。無力な一般人の病人に、これ以上なにをさせるつもりだ？

「とりあえず熱ねつを下げましょう。トモハルの熱が下がれば、操サ緒オちゃんが復活する。操サ緒オちゃんが復活すれば、機巧魔神アスラ・マキーナが喚よべる──簡かん単たんな理屈でしょ？」

「それは……理屈はわかりますけど、三十分やそこらで熱を下げる方法なんて、そんなのあるわけないじゃないですか」

　昨日きのう、熱を出してぶっ倒れてから丸一日以上が経たっている。が、僕の風か邪ぜは一向に回復する気配を見せていない。体たい調ちようが悪化するような行動ばかりとっているのだから当然だ。

　病院で点滴なり注射なりの治ち療りようを受ければ、少しは改善するだろうが、それでも三十分ではどうにもなるまい。こんなことになるのなら、さっさと医者に診みてもらっておけばよかったと後こう悔かいする。明日あしたになったら朝イチで病院に行くことにしよう。明日まで僕の命があれば、だが。

「──方法なら……あります」

　そこにお茶を運んできた嵩たか月つきが、突然とんでもないことを言ってきた。

　僕は、ぎょっとして彼女を見上げた。戻ってきていきなり、なんてことを言い出すんだ。

　や、頼むからちょっと待ってください。キミや朱浬さんはどうか知らんが、僕はただの一般人で、あまり手荒なことをされると簡かん単たんに壊こわれてしまうんですよ？

「あー……大丈夫です……たぶん。夏なつ目めくんのお兄にいさんも、前に使ったことがあるはずです」

　嵩たか月つきが頼りない口く調ちようで告つげた。

　僕は苦にがいモノを喰くったような気分で黙だまりこむ。彼女がここまで言うからには、本当になにか心あたりがあるのだろう。しかし今イチ不安が拭ぬぐいきれない。兄貴が絡からんでると聞かされては余計に心配になってくる。

「じゃあ、奏かなでっちゃん──トモハルのことはお願ねがいね」

　朱しゆ浬りさんが一方的にそう言った。僕の意思確かく認にんはなしですか？

「あっ……はい」

　嵩月がほんの少し嬉うれしそうにうなずいた。今さら信用できないから嫌いやだとか、言い出せそうにない雰囲気だ。

　瑤ようとの約束の時間まで三十分を切っていた。朱浬さんがおもむろに立ち上がり、老人になにかを頼みに行く。その間に真ま日ひ和わが僕に近づいてきて、

「大丈夫ッス。人間、少々のことじゃ意外に死なないもんッスよ」

「…………」

　それって慰なぐさめになってないよなあ、と思いながら、僕は長いため息をついた。




　　　　○




　潮しお泉いずみ家けの能のう楽がく堂どうは、老人の丸太小屋から見てちょうど山の裏側にあった。入いり母も屋や造づくりの大きな建物だ。相当に古い建築で、緑みどり深ふかい庭園に囲まれて荘そう厳ごんな雰囲気を漂ただよわせている。

　少し離はなれた歩廊の先には、こぢんまりとした庵いおりがあった。嵩月が借りて一人で住んでいる、かつて能楽堂の茶ちや室しつだったという庵あん室しつである。

　真日和の風ふう獣じゆうに乗っけてもらって僕たちが能楽堂前に着いたとき、その嵩月の庵室の前で、大学生くらいの歳としの女性が待っていた。以前に一度だけ会ったことがある。老人のもう一人の孫娘──嵩月の従姉いとこのお姉ねえさんだ。

　前に見たときはラフなジーンズ姿だったが、今の彼女は女医さんみたいな白衣を着て、前髪をピンで留とめていた。黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねなんかもかけていて、ずいぶん雰囲気が違っている。

「──こんばんわ、律り都つさん」

　朱浬さんが、白衣のお姉さんに挨あい拶さつした。彼女がこんなふうに誰だれかに頭を下げる姿なんて実は初めて見た。お姉さんは、朱浬さんの壊こわれた右手を見てちょっと眉まゆを上げ、

「ずいぶん派は手でにやっちゃったね。あとで直してあげるからね」

　オモチャを壊した子どもを叱しかるような口く調ちようでそう言った。

「はい。いつもすみません」

　朱しゆ浬りさんが、ちら、と舌を出して肩をすくめる。小柄なお姉ねえさんより二十センチくらい背の高い朱浬さんが、今はまるで甘えたがりの妹のように見える。そんな彼女の姿が少しだけ、僕と一いつ緒しよにいたときの紫ゆか浬りさんの面おも影かげに重かさなった。

　しかし朱浬さんの腕を直すって──嵩たか月つきの従姉いとこはいったい何者だ。

「でも、とりあえず今はこの子たちのほうを」

「うん、お爺じいさまに聞いてるわ──奏カナちゃん、智とも春はるくんを連れてきて」

　白衣の裾すそを翻ひるがえして、律り都つさんは庵あん室しつの中に入っていった。

　優やさしそうな物腰の割になんとなく逆らえない雰囲気で、僕と嵩月は、言われるままに彼女のあとに続いた。しかし、もしかして僕の熱ねつを下げるというのも今から彼女がやることなのか？　いくらなんでも彼女は医者には見えないが。

「…………」

　そういえばたしかこの人も、うちの兄貴の知り合いだったはずだ。そのことを思い出して、僕は激はげしく不安になった。あの男には幼いころから、やつが調ちよう合ごうした怪あやしげなクスリを飲まされたり、人体実じつ験けんと称して変なツボを突かれたり、ロクな目に遭あわされていないのだ。

「あ……大丈夫、だと思います……律都ちゃんはしっかりした人ですから」

　怯おびえている僕を心配して、嵩月が声をかけてきた。しっかりした、とかってなんだかアバウトな表現なのがまだ少し不安だが、あの朱浬さんが頼ってるくらいだから、信用してもいいのかもしれない。と、

「あっ……」

　庵室の三た和た土きに上がるところで、嵩月がいきなりふらついて倒れた。貧血で眩暈めまいを起こしたらしい。とっさに彼女を支えようとして、僕は自分の視界がぐらりと反転するのを感じた。そういえばこっちも熱でふらふらなのだった。

「でっ……」

　僕と嵩月はもつれ合ってその場にぶっ倒れた。後頭部を土間にぶつけて、僕は危うく意い識しきを失いかけた。嵩月の髪が仰あお向むけの僕にふわりと降りかかり、甘い匂においが鼻び腔こうを包む。

　重い、というよりは柔らかい彼女の体重を感じて、僕はそのまま動けなくなった。嵩月が、僕に身体からだを預けてきている。

「ごめんなさい……」

　嵩月が、ぽつりとつぶやいた。や、べつにいいんだけど、できれば早めに退どいて欲しい。このままではヘンな気分になってしまいそうだ。

　しかし、なぜか嵩月は動かなかった。それどころか嵩月の胸の圧迫感がますます強くなったような気がする。彼女が僕にしがみついているのだと気づいて、僕は少し困こん惑わくした。彼女の息が、泣き声のように震ふるえた。

「ごめ……んなさい……わたし、約束したのに……」

「え？」

　なにを言われているのかわからなかった。嵩たか月つきは今回の出来事とはまったく無関係で、ただ巻きこまれただけである。ましてや僕が風か邪ぜをひいたことで彼女が謝あやまる理由なんか微み塵じんもない。

「ごめんなさい……操みさ緒おさんのかわりに夏なつ目めくんを守るって……言ったのに……わたし……」

「あ……」

　頭の中でなにかがつながって、意い識しきが冷めていくのを僕は感じた。驚きよう愕がくと焦あせりで、唇くちびるを嚙かむ。

「嵩月……もしかして嵩月がうちの地下にいたのって……」

　思い出した。嵩月は、僕が機巧魔神アスラ・マキーナに頼ることをひどく怖おそれていて、喚よび出してはいけないと何度も警けい告こくしていた。操緒のかわりに自分が僕を守るから、機巧魔神アスラ・マキーナを使わないでくれと言ったのだ。

　嵩月はそのときの約束を、ずっと忘れていなかったのだろう。

　だから彼女は、鳴めい桜おう邸ていの地下にこもっていたのだ。真ま日ひ和わの使い魔ドウターが僕の近くに潜ひそんでいると気づいたから。彼女は一人で、僕を守るという約束を果たそうとしていたのだ。約束のことを僕が忘れてしまっていても、それでも。

「──気持ちはわかるけど、奏カナちゃん一人でどうにかなることじゃないと思うわ」

　倒れている僕たちの頭上に屈かがみこんで、律り都つさんが言ってきた。

　そうそう、と僕はうなずいた。まったく従姉いとこさんの言うとおりだ。嵩月が責任を感じるようなことじゃない。謝るとしたらむしろ僕のほうで──

「契約者を持たない悪あく魔まが、成体の使い魔ドウターを相手に勝てるわけないじゃない。本気で智とも春はるくんを守ろうと思うなら、さっさと彼を押し倒して契約しちゃえばよかったのよ──」

　あっさりと無む茶ちやなことを言う従姉さんを見上げて、僕は絶句した。そういう話じゃないだろ、と首を振る。しかし嵩月は、なにやらものすごく納なつ得とくした様よう子すで、

「あー……」

　そんな感動したような表情を浮かべられても困るのだが。くそ、やはりあの渦巻き爺じいさんの血けつ縁えんだけあって、この従姉さんもやっぱりどっかズレている。

「……それはどうッスかね」

　そんな僕らの足下にしゃがみこんで、ぼそり、とつぶやいたのは真日和だった。

　僕はようやく身体からだを起こして、彼を見た。そういえば、使い魔ドウターを連れているということは、真日和にも契約相手の悪魔がいるはずだよな。たしか風かざ斎ときとかいってたか。

「契約とか……言葉にするのは簡かん単たんッスけど、口で言うほど生なま易やさしいことじゃないッスよ──」

　普ふ段だんの彼らしからぬ、重苦しい口く調ちようで真日和は言った。

　奇妙な重みのある彼の言葉に、僕は眉まゆを寄せた。なぜ彼が突然そんなことを言い出したのかわからなかった。彼の契約悪あく魔まがここにいないことと、なにか関係あるのかもしれない──が、

「きみは余計なこと言わないでいいの！」

「がっ」

　朱しゆ浬りさんにぐーで殴られて、真ま日ひ和わは頭を押さえてしゃがみこんだ。

「それよりあたしのほうを手伝いなさい。でなきゃ報ほう酬しゆうを払わないわよ──」

「殴らなくてもいいじゃないスか……」

　朱浬さんにずるずると引きずられながら、真日和は庭先へと出ていった。空中から舞まい降りてきた彼の風ふう獣じゆうが、二人を乗せて再び闇やみの中へと消えていく。

「さ……こっちも始めましょうか。奏カナちゃん、お布ふ団とんを敷しいてあげて」

　庵あん室しつに上がった僕に向かって、従姉いとこさんが毛布を投げてきた。こんなときに部屋に布団なんか敷いて、なにをするつもりなのだろう。クラスメイトの女子の家の布団。それだけでなんとなく緊きん張ちようしてしまう。

「もうすぐ準備ができるから、それまでは温かくしておいてね」

　従姉さんはそう言い残して、台所へと入っていった。なにかを煮こんでいるのだろうか。薬草のような薬品のような、形容しがたい不気味な臭においが漂ただよってくる。

　僕が思い描いた甘い期待は、その一いつ瞬しゆんで打うち砕くだかれた。まあ、どうせこんなことだろうとは思っていたけどな。

　軽くため息をつきながら、僕は毛布を被かぶって壁かべにもたれた。

「──！」

　僕の心しん臓ぞうが、ドクン、と締しめつけられるような痛みを伝えてきたのは、そのときだった。
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「──来た」

　僕はつぶやいて障しよう子じを開けた。

　嵩たか月つきの庵室の窓からは、能のう楽がく堂どうの前の風景が見渡せた。

　庭園を散策するために設もうけられた、玉たま砂じや利りを敷き詰めた広場である。美しい能楽堂の建物を、月光が淡く照らしている。

　そして生い茂る緑みどりの木々の隙すき間まから、一人の少女が現れた。

　ブレザーの胸元の紋章には、ＧＤの文字が刺し繡しゆうされている。男子のような恰かつ好こうをした涼しげな美少女──雪すすぎ原はら瑤よう。彼女の姿を見た瞬しゆん間かん、僕の心臓が音を立てて軋きしんだ。

　不快な気分ではなかったが、呼吸ができなくて胸が苦しい。それでも彼女から目を離はなせないでいる僕の手を、嵩たか月つきが強く握ってきた。その嵩月の顔がまともに見られない。なんなんだ、この後ろめたい感覚は。

「──どこにいるんだい？　出てきなよ、黒くろ崎さき朱しゆ浬り」

　ゆっくりと視し線せんを巡らせながら、瑤ようが言う。男性役の女じよ優ゆうのような、涼やかなアルトの声に僕の胸がざわめく。

　瑤の背はい後ごに、一いつ瞬しゆんだけ淡く、彼女の射しや影えい体たいが浮かび上がった。

　最初に見たときは、長く伸ばした髪のせいで気づかなかった。ただ誰だれかに似ているとはずっと思っていたのだ。朱浬さんだ。

　瑤に憑ついている幽ゆう霊れいの少女は、朱浬さんとまったく同じ顔をしている。

「出てこないと、こいつを読み上げることになるけどね──」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべて、瑤はポケットから一枚の便びん箋せんを取り出した。彼女のイメージにそぐわない、少女趣しゆ味みの可愛かわいらしい便箋だ。

　返事がないことを確かく認にんして、瑤はたたんであった便箋を開いた。そして滔とう々とうと読み上げる。

「──〝お姉ねえ様とお呼びしてもいいですか？　入学式の日に初めて貴女あなたを見たとき──〟っと」

　ばふっ、とくぐもった銃声が響ひびき、瑤は、ひょいと身体からだをずらして弾だん丸がんをかわした。彼女がつまんでいた便箋が、散弾に撃うち抜かれて半分ほど吹ふき飛んでしまう。

「瑤！」

　朱浬さんが能のう楽がく堂どうの柱の陰かげから姿を現して、鋭するどく叫んだ。彼女の左手の手首から、内ない蔵ぞうされた銃口が突き出して、薄うすく硝煙を噴ふき上げていた。

「あなた趣味悪いわよ！　中学時代にもらった手紙を今さら持ち出してくるなんて──！」

　朱浬さんが顔を真まっ赤かにして叫ぶ。

　嵩たか月つきと僕は窓越しに、その光景をアホの子のように放心して見つめていた。

　察するに、瑤が取引の材料として持ってきた「人ひと質じち」というのは、今の手紙のことなのだろうか。そして朱浬さんの言動を総合すると、あの手紙を書いたのは朱浬さん本人だと。

　お姉様とお呼びしてもいいですか……って。

「女子校なんかに通ってると、女の子からラブレターをもらうのは日常茶さ飯はん事じだけどね」

　ちぎれた手紙を弄もてあそびながら瑤が言う。それはまあ、あんたの場合はそうかもな。

「でもやっぱり、きみたち双子が書いたやつは断トツ面おも白しろかったよ。読み返すと今でも笑えるから、捨てずに取っておいたんだけど。ほら、まだこんなにある──」

　瑤はポケットから取り出したパステルカラーの便箋を、ババ抜き中のトランプのように扇おおぎ形がたに広げて見せた。十通以上はあるだろう。

「──あなたのそういうところが嫌いなのよ！」

　朱浬さんが叫んで、左手のショットガンを連射する。いつものゴム弾ではない。実弾だった。殺すつもりで撃うっているとしか思えない。

　瑤ようはその攻こう撃げきをよけなかった。ポケットに両手を突っこんだまま、無防備に突っ立っている。

　そんな彼女の足下から、銀ぎん色いろの光が迸ほとばしった。

　瑤の影の中から突き出した銀光が、彼女の目の前の空間を薙なぎ払って消えた。

　朱しゆ浬りさんがまき散らした弾丸が、いつの間にか消えていた。瑤の身体からだを撃ち抜くこともなく、見えない裂け目に吞のみこまれたように、跡形もなく消滅していた。

「くっ……」

　朱浬さんの表情がかすかに揺ゆらいだ。僕の心しん臓ぞうの鼓動が激はげしくなっていく。

「無ぶ様ざまだね、朱浬」

　瑤が静かに首を振る。朱浬さんは表情を消して瑤を睨にらんでいる。

「──その身体からだ、機巧魔神アスラ・マキーナの部品を移植して動かしているわけか。自分自身を副葬処女ベリアル・ドールとして、機巧魔神アスラ・マキーナの人ひと柱ばしらにするとはね……そのシステムを組み上げた人間は天才だね。たいしたものだ。せっかく拾った命、それで満足して、おとなしく普通の生活を過ごしていればよかったのに」

　瑤は持っていた手紙を束ねて、朱浬さんのほうに突き出した。

「この手紙はきみに返すよ。スタビライザと引き替えにね。素直に取引に応じてくれればＧＤに銃を向けたことは見み逃のがしてあげるよ──ほかならぬボクの射影体カノジヨに免じてね」

「──見逃してもらうのは、あなたのほうよ、瑤」

　朱浬さんが強気な口く調ちようで言う。瑤は少し不ふ思し議ぎそうに首を傾けた。

「洛らく高こうの生徒会を通さずに実力行使なんて、いくらＧＤでも越権行為ではないの？　学生連盟の本部はこのことを知ってるわけ？」

「べつに本部に逆らっているわけではないよ」

　瑤は余裕めいた苦笑を浮かべる。

「黒科学の拡散を防ぐことがうちの盟主の意志だからね。正直にいえば、ボクはスタビライザなんて役立たずの機能拡張プラグインには興きよう味みはないんだ。どうしてきみがあんなものにこだわるのか理解に苦しむ。そうまでして、紫ゆか浬りに会いたいのかい？」

「あたしは──」

「それが無様なんだ、朱浬──未練だよ。あの飛ひ行こう機き事故の日に紫浬が守ろうとしたのは、きみじゃなくてボクだ。きみは彼女に捨てられたんだ、朱浬」

「うるさいっ！」

　朱浬さんの全身を、青白い火花が包んだ。両肩と脚のハッチが開いて、内ない蔵ぞうミサイルが問答無用でばらまかれた。結局こうなるのか、と僕は目を覆おおった。無事に取引が終わってくれればいいと本気で祈っていたのに。

「あたしとあの子の区別もつかなかったあなたに、そんなこと言う資格なんて──！」

　朱しゆ浬りさんが放ったミサイルが、上空から雨のように瑤ようへと降りそそぐ。

　しかし瑤は醒さめた表情のまま動かない。ただ舌打ちして朱浬さんを睥へい睨げいし、

　前髪をかき上げ、凛りんと叫んだ。

「白シロ銀ガネ──抜刀！」

　月光が落とす瑤の影かげが変質した。暗く、夜の闇やみよりも暗く、虚きよ無むの色へと。

　彼女の細い影をこじ開けるようにして、巨大な腕が迫せりだしてくる。銀ぎん色いろに輝かがやく鎧よろいをまとった、巨大な機き械かい人形の腕が。

　その瞬しゆん間かん、僕はようやく理解した。

　瑤に初めて出会ったときから感じていた、懐なつかしさにも似た強い感情。一ひと目め惚ぼれかもしれない、とまで思っていた。だが違った。それは僕が彼女に対して抱いた感情ではなかった。

　機巧魔神アスラ・マキーナの共鳴だ。

　僕の影に封印された《[image: ]クロ鐵ガネ》が、瑤の機巧魔神アスラ・マキーナに反応して放はなっていた想おもいだったのだ。

　佐さ伯えき兄あにの《翡ヒ翠スイ》や、土ど琵び湖こに沈んでいた《藍ラン銅ドウ》には感じなかったこの共鳴が、どうして瑤の機巧魔神アスラ・マキーナにだけ起きたのか、その理由も今わかった。

　瑤の影の中から浮かび上がってきた、機械仕掛けの銀色の悪あく魔ま。

　巨大な剣を構えた魔神の姿は、鏡かがみで映したように《[image: ]クロ鐵ガネ》とまったく同じものだった──
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「白シロ銀ガネ──！」

　月明かりに照らし出された夜の庭園に、瑤の美しい声が響ひびく。

　銀色の魔神が、右手の巨大な剣を振るった。刃やいばに魔方陣をまとった銀色の刀身が、なにもない空中に虹にじのような軌跡を描いた。

　その厚みのない銀色の平面に触れた瞬しゆん間かん、朱浬さんの撃うったミサイルは吸いこまれるようにどこかに消えていった。さっきの銃じゆう弾だんとまったく同じだ。あの剣には、空間を切って裂け目を造り出す能力があるのだ。

「空間そのものを切断する能力……あれが、雪すすぎ原はらさんの機巧魔神アスラ・マキーナの力か……」

　僕はかすれた声を漏もらした。

　朱浬さんが、残っていたミサイルをすべて撃ち出した。しかし、それらはあっさりと《白シロ銀ガネ》が切り裂いた空間に吞のみこまれていった。

　機巧魔神アスラ・マキーナは、悪魔の叡えい智ちを盗み出して造られた兵器である。その能力は人類の持つ技術水準を遥はるかに超えて、超人的な力を持つ朱浬さんをも圧倒する。

「──嵩たか月つき、僕はどうすればいい？」

　どうしようもない焦あせりを感じながら、僕は無言の嵩たか月つきを問い詰めた。戦せん闘とうが始まってしまった今となっては、どんな治ち療りようを試しても間に合わない可能性のほうが高い。

　しかし、銀ぎん色いろの魔ま神じんの力は圧倒的で、このままでは朱しゆ浬りさんが敗北するのは確かく実じつだった。彼女が持っている謎なぞケースも奪われてしまうだろうし、それどころか朱浬さんの命も危ない。

「もう少し──もう少しだけ待ってください。律り都つちゃんの薬ができるまで、あと少しだけ」

「薬って……」

　嵩月が言っていた熱ねつを下げる方法というのは、従姉いとこさんが調ちよう合ごうしている解げ熱ねつ剤ざいのことか。

　速攻で効きくというからには静脈注射かなにかだろうが、一時的にでも熱さえ下がれば、操みさ緒おが復活してくれるのだ。この際、多少痛い思いをしても、文句は言わないことにしよう。

　僕がそんな悲壮な覚悟を決めている間にも、朱浬さんたちの戦いは続いていた。

「あきらめてスタビライザを渡しな、朱浬」

　瑤ようが、怒ど気きを含んだ声で叫ぶ。

「その右腕では、もう魔神アスラの力は使えないだろう──おまえはボクたちの敵じゃない！」

「あなたはいつもそうね、瑤──自惚うぬぼれというのよ、そういうの！　真ま日ひ和わっ！」

「──なに!?」

　朱浬さんの合図と同時にすさまじい突風が巻き起こり、土つち煙けむりを噴ふき上げて瑤を襲おそった。真日和の風ふう獣じゆうの能力だ。

　ちっ、と舌打ちして瑤が、機巧魔神アスラ・マキーナを喚よび戻す。瑤を背はい後ごに庇かばった《白シロ銀ガネ》は、壁かべのように空間を裂いて風獣の奇き襲しゆう攻こう撃げきを防いだ。

　その間に朱浬さんは駆かけ出して、植えこみの中に隠かくしてあった新たな武器を引っ張り出していた。彼女の背せ丈たけの倍以上もある長大な砲身。塹ざん壕ごう戦せんに使う軍用の大砲である。

「護ご法ほう榴りゆう弾だん砲ほうだと──そんなもの、どこから持ってきた!?」

　さすがに驚おどろいた声で瑤が叫んだ。朱浬さんは、唇くちびるの端はしを吊つり上げて微笑ほほえんで、吼ほえる。

「発射て──っ」

「くっ」

　瑤が唇を嚙かんでうめき、《白シロ銀ガネ》が障しよう壁へきを展開するために剣を振り上げた。

　その機巧魔神アスラ・マキーナの巨体がぐらりと揺ゆれた。叩たたきつけるような突風が、《白シロ銀ガネ》を横よこ薙なぎに襲おそったのだ。真日和の使い魔ドウターの風撃である。

「裏切ったか──巡礼者商連合っ！」

　憎々しげに叫ぶ瑤たちへと、朱浬さんの大砲が撃うちこまれた。黒科学の技術で強化された砲弾が、巨大な爆ばく発はつを引き起こす。

「……裏切り者呼ばわりは心外ッス。解雇したのはそっちッスよ」

　使い魔ドウターの影かげに隠かくれて、真日和がぼやく。

　そんな彼のつぶやきは、砲声と爆ばく音おんにかき消された。朱浬さんがありったけの護法砲弾を、ここぞとばかりに撃うちまくっているのだ。

「真ま日ひ和わ、次っ！」

　撃ち尽くした榴りゆう弾だん砲ほうを投げ捨てて、朱しゆ浬りさんが叫んだ。

　運び屋と化した風ふう獣じゆうが、朱浬さんのための巨大な武器を持ってきた。鳴めい桜おう邸ていの地下にある科か學がく部ぶの倉庫から、真日和に命じて運んでこさせた代しろ物ものだ。

　背中に背負った巨大なロケットランチャーと、両腕に六連装のガトリング砲が二門。そして両脚に装着する増設用のミサイル弾倉。それらすべてを装備した朱浬さんは、もはや目の前のすべてを破は壊かいする火力の化ばけ物ものだった。

「発射て──っ！」

　すさまじい爆ばく圧あつで地面が揺ゆれた。衝しよう撃げきで庵あん室しつの壁かべがぎしぎしと軋きしむ。美しかった庭園は炎に包まれ、地面が月面写真のように陥かん没ぼつしていた。無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　それでも朱浬さんの攻撃は止まらない。空から薬やつ莢きようを豪ごう雨うのように吐き出しながら、爆炎の中で揺れる機巧魔神アスラ・マキーナのシルエットめがけて撃ちまくる。

「あ……あ……」

　嵩たか月つきがおろおろとつぶやいた。いくらなんでもまずいと僕でも思った。このままでは生なま身みの瑤ようはおろか、《白シロ銀ガネ》の中に封印された副葬処女ベリアル・ドールまで死んでしまう──と。だが、

「だめだ……逃げて、朱浬さん……」

　胸を押さえて僕はうめいた。再び心しん臓ぞうが疼うずき出し、強烈な圧迫感に耳鳴りがやまない。炎に吞のみこまれた銀ぎん色いろの影かげの、緑みどり色いろの瞳ひとみが開くのがわかる。

『闇やみより深き深しん淵えんより出いでし──』

　大地を揺るがすほどの轟ごう音おんの中で、その静かな声が僕の耳にははっきりと聞こえた。

　賛さん美び歌かを奏かなでるような美しい声こわ音ね。そして蠢うごめく歯車のような耳障りな残ざん響きよう。僕は声の出ない喉のどを締しめ上げるようにして叫ぶ。

「逃げろっ……朱浬っ！」

『──其そは科学の幻か影げを裁さばく剣！』

　銀光が、炎の中で閃ひらめいた。

　巨大な剣のようなその光は、無差別に四方へと飛散して、触れるものすべてを切り裂いた。

　ギッ、と低い悲鳴を上げて、危険を察知した風獣が真日和をつかんで上空へと飛んだ。その透すきとおった美しい毛皮が、血を噴ふき出して真しん紅くに染そまる。

「──ヴィヴィアン!?」

　真日和が驚きよう愕がくのうめきを漏もらした。ヴィヴィアンの巨体が、ぐらりと地上に落ちて跳はねた。風獣の障しよう壁へきを容易たやすく無視して、《白シロ銀ガネ》の刃やいばが真日和の使い魔ドウターを切り裂いたのだ。

「きゃ……」

　ほとんど同時に朱浬さんも悲鳴を上げていた。

　彼女が撃うちまくっていたガトリング砲が、中央ですっぱりと切り落とされていた。ずたずたに裂けたミサイル弾だん倉そうが、小さく誘ゆう爆ばくを起こして吹ふき飛んだ。

　傷ついた脚から火花を散らして朱しゆ浬りさんは地面に転がった。信じられないものを見るように、彼女が真しん紅くの瞳ひとみを見開く。

　ようやく晴れてきた爆煙の中から、銀ぎん色いろの魔ま神じんが姿を現した。

　朱浬さんの目元を、絶望に似た表情がよぎった。

　機巧魔神アスラ・マキーナは無傷だった。さすがにあちこち薄うす汚よごれているものの、損傷とよべるようなものは見あたらなかった。朱浬さんや真ま日ひ和わの力が足りなかったのではない。この銀色の機巧魔神アスラ・マキーナが、異常なほどに強過ぎるのだ。

《白シロ銀ガネ》の背はい後ごから現れた瑤ようも無傷だ。

　しかし彼女の表情からは、先ほどまでの余裕めいた態たい度どが消えている。

　まるで朱浬さんなど存在しないかのように、ゆっくりとあたりを見回して、そして地面に転がっていた銀色のケースに視し線せんを止めた。

　朱浬さんが、はっ、と顔を上げてケースに手を伸ばし、それを両手で抱きしめる。

　瑤はもうなにも言おうとせず、ただ無表情にそれを見下ろしている。

「うー……」

　嵩たか月つきが低くつぶやきながら、立ち上がって窓に手をかけた。朱浬さんを助けに行くつもりなのだ。

「駄だ目めだ、嵩月！」

　彼女の細い腰にしがみついて、僕は無理やり嵩月を引ひき留とめた。今の彼女の体力では、機巧魔神アスラ・マキーナ相手の戦せん闘とうなど不可能だ。いや、たとえ彼女の体たい調ちようが万全でも、あの銀色の魔神には歯が立つまい。それほどまでにあの機巧魔神アスラ・マキーナは強過ぎる。

「行かせてください！」

　嵩月が、僕の手を振りほどこうとして叫ぶ。

「駄目だ、行くな」

「いやっ、行かせて！　でないと──」

「──コラっ！」

　律り都つさんの声がして、ぽか、と間の抜けた音が響ひびいた。

　乳にゆう鉢ばちのような陶とう器きを持った律都さんが、ちょっと怖い顔で僕たちのことを睨にらんでいた。頭をはたかれた嵩月が、きょとんとした顔で従あ姉ねを見上げる。

「きみたちね、高校生なんだから変な声を出さないの。慎つつしみってものがあるでしょ？」

「いや……あの、今のはそういうのとは違って……」

　僕はおろおろと首を振り、嵩月はますます怪け訝げん顔がおになる。

　そして律都さんは、にっこりと微笑ほほえんで言った。

「できたよ、薬。待たせてごめんね」

「あ」

　ようやくか、と僕は息を吐ついた。今から薬を打ったところで、間に合うかどうかはわからない。しかし今は律り都つさんの薬以外に、僕が頼れるものはないのだ。

「じゃあ……早速お願ねがいします」

　そう言ってシャツの袖そでをめくった僕を、律都さんは不ふ思し議ぎそうに見た。

「あ、注射じゃないから、上着はそのままでいいよ。そのかわりお布ふ団とんにうつ伏せになって」

　注射ではないという彼女の言葉に、僕は激はげしく落胆した。錠じよう剤ざいか粉末かシロップか……どちらにしても経口薬では、吸収されて効きき目が現れるまでに時間がかかりすぎる。

　それともやはり、黒科学的な怪あやしい魔ま法ほう薬やくだったりするのだろうか。うう、それも嫌いやだなあ。

「市販薬より断然すごいやつだから──だいたい五分あれば、とりあえず熱ねつは下がると思うわ」

　律都さんが少し自じ慢まんげに胸を張る。ちょっと待った。五分で治るって、それはいくらなんでも強力すぎないか？

「あ、あの……もしかして副作用とかは……」

「え？　それはあんまり心配しなくても大丈夫だと思うけど。どちらかといえば漢方薬に近いやつだから、よっぽどひどいアレルギーがなければ」

「漢方って……」

　とても信じられなかった。そんなすごい薬が作れるのなら、特許をとったら大金持ちになれるのではないかと思う。それとも潮しお泉いずみ家けはすでに金持ちだから、そういう特殊な薬が使えるのだろうか？

　とにかく即効性で副作用もないというのだから、もはやためらう理由はなかった。よっぽど苦にがいとかマズイとか、落とし穴があるとすればその程度だろう。

「あれ……でも、薬を飲むのに布団にうつ伏せって……」

　本当はもっと早く気づくべきだったのだろう。律都さんは、少し楽しそうに笑って首を振り、

「うつ伏せでいいのよ。経口薬じゃないから」

「経口じゃないって……塗ぬり薬とかですか？」

　そういえば熱が出たときには、脇わきの下を冷やすといいっていうものな。うん、そう。そうに違いない。しかし律都さんは、違う違うと首を振る。

「じゃあ、もしかしてハリ治ち療りようとか……」

「違うよ。ただの座薬。腸から直接吸収されるから、効果が現れるのが早いの」

「ざ……」

　僕は律都さんが持っていた乳にゆう鉢ばちの中身を見て絶句した。

　そこにはＮＡＴＯ軍の制式ライフル弾だんみたいな、流りゆう線せん型けいのぶっとい錠剤が乗っていた。極ごく太ぶと、と書かれた油性マジックの映像が、脳のう裏りを唐とう突とつに駆かけ抜けた。

　待ってください、座薬というのは、つまり後ろの穴から挿入するアレのことですか。

　なんでこんなところで、と僕は思った。いろんな意味で、こんな薬を使うのは無理だ。てか、こんなの入らないだろう。絶対無理。

「う、うちの兄貴がこれを使ったことがあるって……本当ですか？」

「直なお貴たかが？　まさか」

　律り都つさんは軽く笑い飛ばす。

「使ったことがあるのはうちのお爺じいちゃんよ。直貴は、材料になる薬草をネット通販で買ってくれただけ。冬に使ったぶんがまだ残っていてよかったわ」

「…………」

　僕は恨うらみがましい視し線せんを嵩たか月つきに向けた。ちゃんと説明してくれないから、完かん璧ぺきに誤解してしまったじゃないか。

　そして世にも怖おそろしいことに、その間、嵩月はいそいそと手袋をはめていた。薄うすいゴム製の手袋である。医者が手術のときに使うような半透明の──そんなものをはめていったいなにをするつもりなのでしょうか？

「ちょ、ちょっと待った──！」

　僕は叫んで駆け出した。急いでこの場を離はなれないと、怖ろしいことが起こるような気がした。

　しかし律都さんの真横を駆け抜けようとしたとき、彼女が僕の手首をつかみ、

「えいっ」

　触ふれられた、と思った瞬しゆん間かんに僕の身体からだは半回転して、布ふ団とんの上に叩たたきつけられていた。

　突然の出来事に、なにがなんだかわからなかった。たぶん合あい気き道どうのようなものらしい。

　考えてみれば嵩月の従姉いとこである彼女が、見た目どおりの一般人であるはずがなかったのだ。体術だけなら、ひょっとして嵩月よりも強いのではないだろうか、この人。

　そして投げられた僕が朦もう朧ろうとしている間に、律都さんは、僕のズボンをあっさりパンツごと引きずり下ろしていた。そして後ろ手を搦からめとって僕の動きを完全に封じこめ、

「──じゃあ、奏カナ、お願ねがい」

　お願いってアンタ、嵩月になにをさせる気だ!?

「大丈夫よ。最初は痛いかもしれないけど、すぐに慣れるから──力を抜いて」

　律都さんが僕の耳元に唇くちびるを寄せて囁ささやいてくる。

　いや、そんなことを甘い声で言われても、べつに慣なれたくないですから。

「大丈夫です」

　嵩月が真ま面じ目めな口く調ちようでそう言った。メスを握る外科医のような手つきで慎しん重ちように錠じよう剤ざいをつまみ上げ、動けない僕の背はい後ごに回る。ギロチン台に載のせられた死刑囚というのは、きっとこんな気持ちなんだろうと思う。大丈夫って……なにがだよ？

「わたし──保ほ健けん委員ですから」

　僕は絶句して動きを止め、それを好こう機きと見た嵩たか月つきが、精密かつ素早すばやい動きで治ち療りようを開始する。彼女のひんやりとした細い指の感触と、硬く尖とがった──

「ぅわあああああああ──っ」

　僕は虚むなしく悲鳴を上げた。

　あとで律り都つさんが語ったところによると、それは女の子みたいで可愛かわいい声だったそうである。




　　　　○




　能のう楽がく堂どうの周囲には、白煙が濃のう霧むのように立ちこめていた。《白シロ銀ガネ》の追つい撃げきから逃のがれるために、朱しゆ浬りさんがまき散らしたスモークである。煙の中に姿を消した彼女を、瑤ようは猟犬のように追っている。

「しぶといな──その努力だけは認めてやるよ。たとえ無む駄だな努力でもな」

　瑤が冷ややかにため息をついた。

　彼女が《白シロ銀ガネ》を喚よび出して、すでにかなりの時間が経たっていた。

　しかし瑤の表情に焦あせりはない。

　人工的に造られたものとはいえ機巧魔神アスラ・マキーナとは悪あく魔まであり、それを制御する演操者ハンドラーには相応の精神力が必要だ。強力な機巧魔神アスラ・マキーナとは、悪魔としての本能が強い機き械かいということであり、機巧魔神アスラ・マキーナが強力であればあるほど制御は困こん難なんになっていく。それでも瑤は、《白シロ銀ガネ》を完全な形で制御し続けていた。

「時間を稼かせいでいるつもりなら無駄だよ。ＧＤがどうして怖おそれられているのかを、知らないわけじゃないだろう？」

　瑤は淡々と言葉を紡つむぐ。中学時代の朱浬さんが、彼女にラブレターを送りたくなる気持ちもわかる。並の男性アイドルなんかよりも、はるかに瑤は恰かつ好こうよかった。

　そして同時に残ざん酷こくでもあった。

「──白シロ銀ガネ！」

　瑤が自みずからの機巧魔神アスラ・マキーナを呼んだ。銀ぎん色いろの魔ま神じんが剣を掲げ、その剣を鮮あざやかな魔方陣が包んだ。

　振り下ろした銀色の剣の軌跡が、虚こ空くうに空間の裂け目を描く。

　その直後、静かな風が吹ふき始めた。澱よどんでいた空気が渦を巻き、風の流れが勢いを増す。

　それと同時に、朱浬さんの焚たいた煙幕がしだいに薄うすくなっていった。《白シロ銀ガネ》が生み出した空間の裂け目へと、周囲の大気が流れこんでいるのだ。

　どことも知れない別の空間へと吞のみこまれ、煙幕の粒子が消えていく。

　そして完全に煙が晴れたとき、能楽堂の前には傷ついた黒衣の少女が立っていた。

「さあ、終わりにしようか」

　ふわり、と瑤ようは唇くちびるを綻ほころばせた。

　完かん璧ぺきすぎるほど完璧な美少年の笑え顔がおだったが、朱しゆ浬りさんはそれを見て、うんざりしたように失笑した。すべての武器を使い果たした彼女の手には、銀ぎん色いろの金属ケースだけが残されている。それを彼女は無造作に放り投げた。

　瑤と彼女。二人のほぼ中間の場所へと。

　玉たま砂じや利りの上に転がって、ケースは乾いた音を立てる。

「ようやくあきらめたのかい、朱浬？」

　瑤は失笑して首を振る。そしてケースのほうへと一歩足を踏み出した。

　銀色の剣を提さげた機巧魔神アスラ・マキーナが、ゆっくりとケースに腕を伸ばす。

「これでわかっただろ。きみがやっていることはすべて徒労。しょせんただの自己満足だと」

　朱浬さんはなにも答えない。けれど、瑤を見つめる彼女の唇には、淡い微笑が浮かんでいた。それはやがて、満足げな本物の笑え顔がおに変わる。

　違和感を感じたように、瑤が足を止めた。

　その眼前に、一人の少女が現れた。空中に溶け出すようにゆっくりと。

　彼女の爪先は、ほんのわずか地面から浮いている。仄ほのかに輝かがやく身体からだ越ごしに、背後の景色がうっすらと透けている。

　色素の薄うすい髪を虚こ空くうに漂ただよわせた、弾はじけるような笑顔の少女だ。強い意志の輝きを瞳ひとみに宿して瑤を睨にらみ、

『──無む駄だな努力でも、自己満足でもなかったわよ。そう思っていたのはあなた一人だけ』

「きみは……!?」

　瑤の瞳に、初めてはっきりと動どう揺ようが浮かんだ。

　そんな彼女の不意を衝つくように、強い光が能のう楽がく堂どう前の広場を照らした。

　光源の正体は炎だった。嵩たか月つき奏かなでの炎の舞まい。残されたわずかな体力を振り絞って彼女が舞まい、生み出された無数の火球が、まばゆく闇やみを照らし出す。

　嵩月の炎が照らしていたのは、僕の背中。

　地上に落ちた僕の影かげは、夜闇の中でなおくっきりと長く伸び、投げ出された銀色の謎なぞケースに届いている。

『闇より暗き深しん淵えんより出いでし──』

　瑤の前に浮かんでいた操みさ緒おがゆらりとかき消え、声だけを残して僕の影に消えていく。

「あれが夏なつ目め智とも春はるの射しや影えい体たい……どうして今ごろ……」

　瑤が驚おどろきを隠かくさずにうめいた。そのぶんだけ彼女の反応は遅れた。

　僕の影が、異界へと続く虚きよ無むの闇へと姿を変える。その闇色の通路をこじ開けて、機き械かい仕掛けの巨大な腕が現れる。漆しつ黒こくの機巧魔神アスラ・マキーナの腕──

　その拳こぶしは濃のう縮しゆくされた闇を握りしめ、その腕はまばゆく回転する七枚の魔ま方ほう陣じんをまとっている。

「しまった……彼らの狙ねらいは──白シロ銀ガネっ！」

　瑤ようが叫んだ。銀ぎん色いろの魔ま神じんが咆ほう吼こうを放ち、剣を振るった。

　だが遅い。

『──其そは科学の光が落とす影かげ！』

　完全に実体化した漆しつ黒こくの魔神が、濃のう密みつな闇やみに包まれた拳こぶしを振るった。

　黒い拳けん撃げき──七枚の魔方陣を通ることで加速された重力球を、拳に載のせて撃うち出したのだ。

　立ちはだかる銀色の魔神を吹き飛ばし、その足下に落ちているケースを奪い取ろうとする。

　同時に、瑤の《白シロ銀ガネ》も斬ざん撃げきを放っていた。空間をも切り裂く〝銀の剣撃〟が、《[image: ]クロ鐵ガネ》の重力球と正面から激げき突とつし──

「うわっ！」

「ちっ」

　二体の機巧魔神アスラ・マキーナの攻撃は互いに干渉して進路をねじ曲げ、誰だれもが予期せぬ方向へと破は壊かいをまき散らした。重力球は《白シロ銀ガネ》の目の前の地面へと、そして斬撃は《[image: ]クロ鐵ガネ》がつかみ取ろうと手を伸ばしていた謎なぞケースへと。

「白シロ銀ガネっ……」

　瑤が苛いら立だったように低くうめいた。

　陥かん没ぼつした地面に足をとられて、銀色の魔神が大きく体たい勢せいを崩くずしていた。

　絶対的な攻撃力を誇る《白シロ銀ガネ》も、自みずからが地面に埋もれかけた状態では、不用意な攻撃が放てない。不安定になった岩がん盤ばんに空間切断の刺し激げきを与えては、新たな土砂崩れを招く危険があるからだ。

　そして謎ケースが破壊されたことで、焦あせったのは僕たち科か學がく部ぶのほうだった。

　空中に生み出された空間の断層が、ケースの持ち手の部分を吞のみこんだ。

　あり得ないほどの綺き麗れいな切断面を残して、ケースの上端が消滅した。

　留とめ具ぐを失ったケースのフタが、バネ仕掛けのように勢いよく開いて、中に収められていた部品を吐き出した。懐かい中ちゆう電でん灯とうほどの大きさの、金属製の筒である。

　どこかに埋めこんでください、といわんばかりに、ごちゃごちゃした金属製の端子プラグが上下に突き出している。おそらくあれがスタビライザ──朱しゆ浬りさんが言ってたプラグインというやつに間違いない。

　しかし切断された空間の断層はまだ完全に閉じていなかった。

　空になったケースのフタが、見えない亀き裂れつに吞みこまれて一いつ瞬しゆんで消滅する。そのままの勢いでケースの残りも喰くわれていく。そして地面に落ちた筒状のプラグインも、ころころと空間断層のほうに転がっていこうとした。

「──つかまえろ、[image: ]クロ鐵ガネ！」

　僕がそう叫んだのは、むしろ当然のことだったと思う。

　機巧魔神アスラ・マキーナの反応は素早すばやかった。無数の歯車がうなりを上げて機き体たいを旋回させ、巨大な腕が、弦げんを弾はじくような音ね色いろとともに突き出された。そして巨体に似合わぬ精密な動きで、プラグインをしっかりとつかみ取る。

　朱しゆ浬りさんが悲鳴を上げたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

「駄だ目め、トモハル！　機巧魔神アスラ・マキーナがプラグインに触れたら──」

「……え？」

　啞あ然ぜんとする僕の目の前で《[image: ]クロ鐵ガネ》は、つまみ上げたプラグインをじっと見つめた。

　そして自分の目の高さにまでゆっくりと持ち上げたかと思うと、鎧よろい状じようになった顔面の装甲を、パカ、と開け──

　ひょい、とそれを自分自身の内部へと放りこんだ。

[image: ]

　そして何事もなかったかのように装甲を閉じる。まるで咀そ嚼しやくするような仕し草ぐさである。

　僕はそれを為なすすべもなく見つめていた。

　え？

「あ……ああ……」

　朱浬さんが、弱々しくつぶやいてぐったりと座りこんだ。

　嵩たか月つきは目を丸く見開いて立ち尽くしている。

　時間が止まったような沈ちん黙もくが訪れた。誰だれもが身じろぎもせずに月光の下で立ち尽くしていた。

　役目を終えた《[image: ]クロ鐵ガネ》は、ずぶずぶと僕の影かげの中に沈んでいった。見れば、瑤ようも自分の機巧魔神アスラ・マキーナを影の中に戻し、陥かん没ぼつした地面の縁ふちに脚を投げ出して座っている。

　いつの間にか戻ってきていた操みさ緒おが、僕の隣となりにふわふわと浮かんでいた。笑っている彼女の懐なつかしい瞳ひとみを見上げて、僕は短く息を吐ついた。

　きっとまた調ちよう子しに乗るだろうから、口にするつもりはない。けれど認めよう。嬉うれしいとか、幸せというのとは少し違う。喩たとえるなら見上げた夜空に浮かぶ月と同じようなもので、ないよりもあったほうが落ち着くというだけで──まあ、今はそういうことにしておこう。つまり、

　やはり操緒がいてくれたほうがいい。

「……食べちゃった、ね」

　その操緒が、他ひ人と事ごとのような口調で言った。

　そうだな、と僕はつぶやいた。朱浬さんは地面に突つっ伏ぷして、いじけた子どものようなため息をついていた。気持ちはわかる。結局スタビライザは《[image: ]クロ鐵ガネ》の腹の中に収まってしまったわけで、どうやったら取り出せるのか見当もつかない。

　こういう場合どうなるんでしょう──と、僕は瑤を見つめた。

　彼女もスタビライザを回収できなかったことになるわけだが、特に怒っているようには見えなかった。そのことがかえって気にかかる。

「──帰る」

　そして瑤ようは一方的にそう宣言して立ち上がり、汚れた服を軽く払った。

　むう、と身構えている操みさ緒おと、途と方ほうに暮れる僕の顔を、彼女はなぜか複ふく雑ざつな表情を浮かべて見比べ、それからちょっと恰かつ好こういい仕し草ぐさで笑った。

「頑がん張ばりなよ、夏なつ目めクン──」

　なに今の、と操緒が訝いぶかしげに目を瞬またたき、去っていく彼女を僕はぼんやりと見送った。

　どういう意味だ？

[image: ]







　　　∴　エピローグ







　血まみれになって落下した真ま日ひ和わと彼の使い魔ドウターは、それからすぐに、ひょっこり戻ってきた。

「──終わったッスか？　いやあ、今回はひどい目に遭あったッス」

　タレ目を細めてぼやきながら、真日和はタオルで流れた血の跡を拭ぬぐう。遠目には瀕ひん死しの重傷に見えた風ふう獣じゆうの怪け我がも、間近で見るとかすり傷もいいところだった。墜つい落らくしたままぴくりとも動かないので、それなりに心配していたのに……死んだふりかよ。

「仕方ないじゃないスか。ＧＤ相手にガチの殴り合いなんて、あの報ほう酬しゆう額がくではやってらんないッス。割に合わないッス。夏なつ目めクンも、あんなすごい機巧魔神アスラ・マキーナ持ってんなら、最初から出してくださいよ」

「……べつに出し惜しみしてたわけじゃないよ。ワケがあってさ」

　僕は疲れた声でつぶやいた。今も残る尻しりの違和感に顔をしかめた僕を、操みさ緒おが不ふ思し議ぎそうに見下ろしていた。不幸中の幸いというかなんというか、操緒には消えていた間の記き憶おくが残っていないらしい。どうやって自分が復活したのか知ったら、彼女はどんな顔をするだろうか。

「終わった、のかな。雪すすぎ原はらさん、最後はずいぶんあっさり引き下がった気がしたけど──」

「まあねえ」

　真日和は、がりがりと頭をかきながら、僕の足下の影かげを見た。彼の使い魔ドウターは、不用意に近づこうとした僕を、ギ、と鳴いて威い嚇かくする。どうも僕は嫌われているらしい。最初に犬よばわりしてしまったせいかもしれない。

「[image: ]クロ鐵ガネが取りこんでしまったのなら、ＧＤの姉ねえさんとしても、スタビライザを取り戻す理由はなくなったッスからね。だいたいＧＤの右手デストラと左手シニストラが戦うなんて、本来あり得ないッスよ」

「……デストラとシニストラ……」

　初めて耳にする単語だった。見上げた操緒も、もちろん首を横に振る。

　ところで真日和は、どうして僕の機巧魔神アスラ・マキーナの名前を知っているのだろう。そういえば前に佐さ伯えき兄あにも、《[image: ]クロ鐵ガネ》の姿を見て驚おどろいた顔をしていたが──

「[image: ]クロ鐵ガネは本来ＧＤの機巧魔神アスラ・マキーナってことッスよ。機巧魔神アスラ・マキーナはもともと数が少ないんスけど、特に金属の名前を冠かんしたやつは全部で十体しかいないッス。ＧＤってのはそいつらを操あやつる十人の演操者ハンドラーのことを言ってたッスよ。昔の話ッスけどね」

「え……そんな話、僕は聞いたことないけど……？」

　この機巧魔神アスラ・マキーナだってほとんど兄貴に押しつけられたようなものだし、今さらそんなことを聞かされても困る。

「それも変な話ッスよね。[image: ]クロ鐵ガネの演操者ハンドラーといえば盟主の側近〝左手シニストラ〟ッス。あの雪すすぎ原はら瑤ようと対等の立場ッスよ。だから今回もスタビライザを譲ゆずってくれたんだと思うんスけど──」

「そうかなあ……」

　僕は疑わしい気分で真ま日ひ和わの言葉を聞いた。たしかに《白シロ銀ガネ》の空間切断に対抗できるのは、空間を歪ゆがめる《[image: ]クロ鐵ガネ》の重力制御だけなのかもしれないが、僕と瑤では演操者ハンドラーとしての実力に差がありすぎる。対等の立場ってことはないだろう。

　さっきは奇き襲しゆうだったからどうにかなったが、もし瑤が本気で戦っていたら、今ごろ僕たちはどうなっていたかわからない。

「気になるなら調しらべてみてもいいッスよ。[image: ]クロ鐵ガネのこととかＧＤのこととか……ここから先は別料金になるッスけど」

「え……」

　金とるのか、と僕は唇くちびるを歪ゆがめた。やけに親切にいろいろ教えてくれると思ったら、営業活動のつもりだったのか。

「……いい。やめとく」

　僕は力なく首を振った。巡礼者商連合なんかに調ちよう査さを依頼したら、いくらふんだくられるかわかったものではない。

「そッスか。まあいいや、もし気が向いたらいつでも声をかけて欲しいッス」

　べつに落胆した様よう子すもなくそう言って、真日和は名刺を差し出してきた。僕は、なんとなく断りそびれて受け取ってしまう。

「それじゃ、また──行くッスよ、ヴィヴィアン」

　真日和は、へらっ、と営業スマイルを浮かべて僕に挨あい拶さつすると、自分の使い魔ドウターの名を呼んだ。風ふう獣じゆうは契約者を背中に乗せると、そのまま突風をまとって駆かけ出していった。

　尻しつ尾ぽを振りながら走り去っていく後ろ姿を見送って、やっぱり犬だよなあ、と僕は思う。

　それから僕は、朱しゆ浬りさんのほうを振り返った。地面にぺたんと座ったままの彼女は、それに気づいておっとりと微笑ほほえんだ。無邪気でどこか幼い微笑。それを見た瞬しゆん間かん、僕はひとつの仮説を思いついた。

　記き憶おくをなくした状じよう態たいの朱浬さんは、どうして双子の妹の名前を名乗っていたのか──

　朱浬さんのような目立つ顔が二人もいたら、もっと有名になっているはずだ、と樋ひ口ぐちは言った。あいつの言葉は正しかった。朱浬さんには双子の妹がいて、その妹は有名人だったのだ。

　三年前。飛ひ行こう機き事故に巻きこまれて、生き残ったのは姉のほうだった。行方ゆくえ不明になった妹は、やがて機巧魔神アスラ・マキーナの生いけ贄にえとして発見されることになる。

　だけど、ほんとうにそうなのだろうか？

　引っ込み思案の妹を、しっかり者の姉はいつも支えていた、という。そして今も《白シロ銀ガネ》に取りこまれた妹を、姉は生き返らせようとしている。姉である朱浬さんが生き残ったのは幸いだった。気弱な妹を助けることができるとしたら、それはしっかり者の姉のほうだから。

　しかし樋ひ口ぐちが持ってきた雑誌には書いてあった。妹は神かみ懸がかり的な演技力を持っていた、と。

　そして朱しゆ浬りさんは瑤ように言ったのだ。あなたにはあたしとあの子の区別がつかなかった──と。

「…………」

　僕は短く息を吐ついて、その考えを忘れることにした。

　なんの根拠もない、ただの仮説だ。僕が知っている朱浬さんは朱浬さんで、僕たちはこれからも彼女に振り回され続けるのだろう。

　だけどたまに、なら。

　そう、たまになら気弱で年下っぽい雰囲気の彼女と暮らしてみるのも悪くないかな、などとちょっと思う。

「──どうしたの、トモハル？」

　じっと彼女を見つめたままの僕に、朱浬さんが訊きいてきた。

「あ……いや、まだちゃんと言ってなかったな、と思って」

　僕は朱浬さんと目を合わせて、少し言いい淀よどんだ。あらたまってこういうことを口にするのは、ちょっと照れる。

「お帰りなさい、朱浬さん」

　ああ、と朱浬さんは肩をすくめ、目を細めておっとりと微笑した。

「──ただいま」







『それで結局スタビライザってなんだったの？』

　操みさ緒おが釈然としない表情で訊いてくる。

　そういえば、結局よくわからないままだった。瑤が最後に言い残した言葉も、どういう意味だったのか謎なぞのままだ。機巧魔神アスラ・マキーナの機能拡張プラグインだといわれていたが、あれを喰くったからといって《[image: ]クロ鐵ガネ》に変化があったとは思えない。

　副葬処女ベリアル・ドールの秘密を解く鍵かぎになるかもしれない、と朱浬さんは言っていたけれど、それが具体的にどういう働きのものなのか、彼女にもわかってないようだ。

　それとも知ってて黙だまっているのだろうか。

　僕たちは、いったん嵩たか月つきの庵あん室しつに戻るところだった。

　あちこちぶっ壊こわれた能のう楽がく堂どう周辺のことを老人に詫わびなければならないし、場合によっては、後始末もしなければならないだろう。しかし今はとにかく休みたかった。

　律り都つさんの薬のおかげで熱ねつは下がったが、劇げき的てきに体たい調ちようが回復したわけではないのだ。相変わらず気分は最悪だし、熱で傷んだ身体からだの節々が悲鳴を上げている。早いところ鳴めい桜おう邸ていに帰って、今度こそなにも考えずにゆっくり眠りたかった。

　しかし操みさ緒おは、なぜかやけに元気な様よう子すで、しつこく僕に話しかけてくる。

『ん……なんかね、智ト春モが熱ねつを出してる間、ずーっと眠ってたような感じなんだよね。だから体力が余ってるっていうか、目が冴さえちゃってしばらく眠れないかも』

「…………」

　いや、悪いがそれは勘弁してくれ。いろいろあって今回は、本当に死にそうに疲れてるから。

『だから結局なにがどうなってこんなことになったのか、全然わかってないんだよ。きっちり説明してくれるまで今夜は寝かせないからねっ』

　やっぱりそうなってしまうのか、と僕は絶望的な気分になった。

　誰だれかほかの人に訊きいてくれ、と言いたいところだが、朱しゆ浬りさんも嵩たか月つきも僕と同じくらいボロボロなのでそれもできない。てか、そもそも、

「説明しろと言われてもな……僕もわからないことのほうが多いからさ。答えられることなら、答えてやるけどさ」

『──じゃあ智ト春モは、なんでそんな急に熱が下がったの？　操緒が復活したとき嵩月さん家ちの布ふ団とんで倒れてたのはどうして？　あとなんでガニ股またになってんの？』

「ぐ……」

　早口で並べられた操緒の質問に、僕はただ絶句した。嵩月が耳まで顔を赤くしてうつむいてしまう。それを見た操緒がむっと不ふ審しんそうに唇くちびるを尖とがらせ、

「──あ、お帰り。智とも春はるくん、薬効きいたみたいだね」

　タイミングの悪いことに、嵩月の庵あん室しつの玄関が開いて、白衣の律り都つさんが僕たちを出迎えた。

　律都さんはずいぶんのんびりした表情で、自宅の裏山で派は手でにミサイルが飛とび交かったりしていたことも、全然気にしていないようだ。さすがはあの老人の孫というべきか。

『薬？』

　操緒が首を傾かしげて僕に訊いてくる。

　そのとき律都さんが唐とう突とつに顔を上げた。僕と嵩月と朱浬さんの顔を順番に見回し、そして空中を漂ただよっている操緒を見上げて目を留とめた。普通人であるはずの彼女は、見えないはずの操緒をじっと見つめ、ちょっと楽しそうに唇を波打たせて訊いてくる。

「……その子、誰だれ？」

　え？




　　　　○




　その日は朝から教室の中が騒さわがしかった。

　中間テストの初日である。

　とりあえず熱ねつが下がったあとも咳せき、鼻水、関節や喉のどの痛みなどの風か邪ぜの諸症状に苦しんで、僕は三日ばかり学校を休んだ。そして気づくとテスト当日を迎えていたわけである。

　当然、試し験けん勉強など終わっているはずもなく、僕は登校後のわずかな時間も惜しんでノートと参考書を広げている。心が乱れているせいか、さっきからちっとも覚えられない。

「なあ、智とも春はる──知ってるか？」

　そんな僕に向かって、迷めい惑わくなことに樋ひ口ぐちが話しかけてきた。テスト前だというのにずいぶんな余裕だ。いったいなんの話だよ？

「うちのクラスに転校生が来るかもしれないって」

　へえ、と僕は生返事をした。その噂うわさなら、登校してきた直後に、べつのクラスメイトからも聞かされていた。教きよう職しよく員いんトイレの前を通りがかった生徒が、たまたま教師たちの会話を聞きつけてきたらしい。

「どうも怪あやしい話だよな。こんな時期に転校してくるなんて、なんか裏があるんじゃないか？」

　真ま面じ目めぶった口く調ちようで樋口がつぶやく。たしかに今はまだ五月の半ばで、入学式を終えてからまだ二カ月も経たっていない。樋口の疑問はもっともである。

　転校生が来るというわりには、教室に新しい机が届いているわけでもなかった。そのあたりのことも今回の噂の信しん憑ぴよう性せいが疑問視されている原因らしい。

「けどな、知らない顔の女子が校長室から、柱タ谷ニやんと一いつ緒しよに出てくるのを見たってやつもいるんだよ。そいつがいうには、嵩たか月つきにも匹敵するハンパねえ感じの美人だったらしい」

　きらきらと目を輝かがやかせて樋口が言う。

「……そんな期待しないほうがいいと思うけど」

　僕はぼそりとつぶやいた。あん、と樋口が目をしばたたき、

「おい、智春。それってどういう──」

　言いかけたところで、教室の入口ががらりと開いた。朝のＨＲの時間だった。散らばっていた生徒たちが、かつてないほどの素早すばやさで自分たちの席に戻っていく。みんな噂を気にしていたのだ。

「あ……おはようございます」

　担任の柱はしら谷たに教師が、静まりかえった教室の雰囲気に気け圧おされたような表情を浮かべて言った。

　もともと気弱なイメージの教師だが、今日きようはいつもよりさらに頼りなく見える。

　彼は長いため息をついたあと、意を決したように教室に足を踏み入れた。

　その柱谷のあとに続いて、洛らく高こうの制服を着た少女が一人入ってくる。

　クラスの全員が、固かた唾ずを吞のんでそれを見つめた。誰だれからともなく、おお、と低いどよめきが漏もれた。少女はうっすらと微笑ほほえんで、僕たちのほうへと振り返った。

　教きよう壇だんに立った柱谷が、かつかつとチョークの音を立て、黒板に女子生徒の名前を書いた。

「──今日は皆さんに編へん入にゆう生せいを紹介します」

　柱はしら谷たにに促うながされて、彼女が前に進み出る。ほっそりとした綺き麗れいな少女だ。

　透すけるように肌の色が白く、淡い色の瞳ひとみが目立つ。色素の薄うすい髪がふわりと広がり、新品の上うわ履ばきを履はいた爪つま先さきは、教きよう壇だんから少しだけ浮いていた。

　杏あんが目を大きく開けて唇くちびるを結んでいる。佐さ伯えき妹いもうとはふて腐れたように頰ほお杖づえをついている。僕の前の席に座った嵩たか月つきが、緊きん張ちようしたように肩を震ふるわせた。

「あー……知っている人もいると思うけど、彼女は夏なつ目めくんに憑ついている幽ゆう霊れいだから」

　柱谷がものすごく言いづらそうな口く調ちようで告つげる。

　僕は彼の言葉を無視して、単語帳に記しるされた英単語の解説を見つめていた。

　スタビライザ【stabilizer】──安定装置。

　機巧魔神アスラ・マキーナの機能拡張プラグイン。副葬処女ベリアル・ドールの秘密を解く鍵かぎになるかもしれない部品。なるほど、たしかに朱しゆ浬りさんの説明は間違ってはいなかった。頑がん張ばりなよ、というのはもしかしてこういう意味だったのですか、雪すすぎ原はらさん。

　重力を無視した動きで柔らかな髪を揺ゆらして、編へん入にゆう生せいはクラスメイトたちに会え釈しやくする。

『水み無な神かみ操みさ緒おです。よろしくお願ねがいします──』

　誰だれの目にもはっきり見えるようになった幽霊の少女が、そう言って少し照れたように笑った。







　その日の僕のテストの成せい績せきが、かつてないほどに最悪だったのは言うまでもない──。
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　　　あとがき







　近所に犬いぬ喫きつ茶さができました。

　そういう店を正せい確かくになんと呼ぶのか知りませんが（ドッグカフェ？）、犬連れで食事ができる喫茶店です。この喫茶店で仲良くなった常連の犬と遊ぶのと、近所の公園で猫をからかうのが、ペット不可のマンションに住んでる私の最近の楽しみだったりします。

　アスラクラインの原稿なんかも、たまにこの喫茶店で書いてるわけなのですが、ちょうど新たな使い魔ドウターの名前を考えているときに、

「──ヴィヴィアン」

　と、愛犬の名を呼ぶ品のいい老婦人の声が。ほうほう、ヴィヴィアン。なかなかノーブルで上品な感じのお名前ですなあ、とリボンなんかがついてる可愛かわいらしい小型犬を想像して振り返った私が見たのは、のっそりと歩いてきた、体重六十キロくらいありそうな真っ黒い超大型犬ニューファンドランドの姿でした。

　でかいよ。でかすぎるよ、ヴィヴィアン！

　とまあ、本文と関係あるのかないのかよくわからんような、そんな話。




　そんなわけで三み雲くもです。アスラクライン③をお送りします。早くも三冊目のアスラクライン、というか、そんな早くもないですね。普通です。

　今回は病人がいっぱいの話でした。看病したりとかされたりとかのアレです。病気も怪け我がもできれば避けたいものですが、看病してくれたり、お見み舞まいに来てくれる人がいるというのはいいですよねえ。

　寝こんでいるときって体力的にはしんどいんですが実はヒマなので、誰だれかがかまってくれるだけで幸せというか（しかし給食の残り物のコッペパンはいらん）。普ふ段だんわりと頑がん丈じような私みたいなタイプは、ちょっと体たい調ちよう悪いといきなり弱気になったりするので尚なお更さら。

　知人の作家さんに聞いた話で、病気で入院してるときに初めて（お見舞いでもらった）電でん撃げき文庫を読んで面おも白しろかったので作家になろうと思った、という人がいて、その気持ちはなんかすごくわかる。自分もそういえば似たような体たい験けんをしたことがあるなあ、とか。

　この『アスラクライン』という作品も、気持ちが弱っているときに読んだ人が少しでも元気になれるような作品に仕上がっているといいなあ、と思います。というわけで、この寒い季節、体調を崩したりして休んでるお友達のお見舞いに一冊いかがでしょうか？

　あったかい気分になれる、かどうかは保証しませんというかできませんが……




　今回のエピソードのメインは朱しゆ浬りさんでした。

　気づいた方もいると思いますが、この巻から本文中の彼女の呼称が「朱浬さん」とさん付けになってます。智とも春はるの中で彼女に対する距きよ離り感かんがちょっと変化してるので、それを反映して切り替えてみました。こちらのほうが自然になったと感じてもらえると嬉うれしいです。ちょうど本文の内容もそんな感じのエピソードだし。

　皆さま薄うす々うすお気づきのとおり、朱浬さんは実はそれほどキャパの大きいタイプではありません。いつもニコニコ余裕かましているように見せてますが、内心ではわりといっぱいいっぱいだったりするみたいです。智春たちの前ではお姉ねえさんぶってる彼女が、直なお貴たかや瑤ようあたりと二人でいるときどんな雰囲気なのかというのは、ちょっと気になるところです。しかしなんか色々露ろ出しゆつ度ど高めなのは、やはりお姉さんキャラだからなのか。




　そういえば二巻のあとがきで真のヒロインがどうとか言ってたのは、もちろん今回のラストでちらっと出てきた転校生のことです。やっぱりこの手の話には転校生が出てこなきゃ……って、いろいろツッコミたい気持ちはわかりますが許せ（実は真のヒロインというのは『電でん撃げきｈｐ』誌に掲けい載さいされた番ばん外がい編へん『アスラクライン・Ｐ（ポータブル）』の彼女のほう、という噂うわさもあったりなかったり……）。

　それから拡張機き能のう（＝エクステンション）とプラグインは違うものです、という指摘もありそうですが、機巧魔神アスラ・マキーナの仕様では、そこらへん厳げん密みつには区別しないみたいです。




　まあそんなわけで操みさ緒おの出番が増えそうだったり、ようやく公認生徒会が全部出そろったり学生連盟とかも出てきて、この世界の構造が少し鮮せん明めいになってきた感じです。

　このまま少しずつ大きな物語も動き始めていきますので、これからもおつき合いいただけると幸いです。それではまた。

　三み雲くも岳がく斗とでした。







三み雲くも岳がく斗と

大分県出身横浜市在住。第五回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》受賞作『コールド・ゲヘナ』でデビュー。最近の趣味はパソコン用のキーボード集め（だと勝手に決められた）。めずらしいキーボードをご存じでしたら教えてもらえると喜びます。
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和わ狸たぬきナオ

１９７６年生誕の千葉県民。くじ運は最低ながら今回挿絵を描かせて頂き、実はすごく仕事運が良いのでは…?!と人生見直しております。遅咲きな絵描き兼ぬるいゲーマーですが、よろしくどうぞ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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